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　ゴトン、と鈍にぶい音と振しん動どうがして、アイリは自分の体が揺ゆれるのに気づいた。

　同時に額に小さな痛みが走り、驚おどろいて目をさます。

　すると目の前にハイヅカの顔が見えた。

「あれ？……ハイヅカさん」

　アイリは体を起こそうとして手をつくと、自分がハイヅカの膝ひざに頭をのせていたのだとわかる。

　見まわせば、そこは列車の向かい合わせの座席で、自分はハイヅカと隣となりあって座っていたことを思い出した。

　──そうだ、ミッドパレスへ向かう列車に乗ってたけど……今日は朝が早かったからついうとうとしちゃって……。

　思考がそこにたどりついて、アイリは慌あわてて起き上がろうとした。

「な、なんで!?……すみません、ハイヅカさんに膝ひざ枕まくらとかさせるつもりじゃなかったんですけど」

　あわあわとハイヅカから身を引こうとすると、座席の通路側から伸のびてきた手にむにゅっと鼻をつままれる。

「ふがっ、なにすんですか」

　鼻をつままれた勢いで、引っ張られるように身を起こしたアイリは、目の前に立つダリウスに気づいた。

　肩かたより上で綺き麗れいに切りそろえられた金きん髪ぱつがさらりと揺れ、大きな琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを不ふ機き嫌げんそうに伏ふせにらみつけてくる。

「感謝するんだね。僕が起こしてやらなきゃ、君はまたハイヅカにキスされてたかもしれないんだから」

　猫ねこのように瞳をきつく光らせ、ダリウスはふんと鼻を鳴らした。

　そしてアイリの額に向けて、中指と親指で輪を作ってみせる。どうやら先ほどの額の痛みは、ダリウスにデコピンされたものらしい。

「キ、キスって……」

　ダリウスの言葉の意味がわからず、アイリはハイヅカを振ふり返った。

　するとハイヅカは否定も肯こう定ていもせず、「目が覚めてよかったな」と妙みようにさわやかな笑え顔がおで答えた。

「さっき、コーネル室長が通りかかって、『眠ねむり姫ひめは王子様のくちづけで目が覚めるのかなぁ』ってつぶやいていったんだ」

　ダリウスの説明に、アイリは慌てて車内を見まわすと、列車はすでに停車していた。

　コーネル室長の姿は見当たらず、すでに下車してしまったようだ。

　以前アイリとハイヅカに降りかかった、呪まじないを解くキスの件をコーネル室長が知っていたとも思えないが、このタイミングでその話題を振られてうらみたくなる。

「もー、普ふ通つうに起こしてくれればいいんです！　デコピンも鼻つまみも、目覚ましのキスも結構ですから」

　うたた寝ねをしただけだというのに、あまりに騒さわがしい状じよう況きようだ。

　アイリは「キス」の単語に動どう揺ようしたのをごまかして、自分の荷物を手早くまとめる。

「普通に起こして欲しかったら普通に寝ろ。肩を貸してやるのはいいが、お前はうたた寝でも寝ね相ぞうが悪いな。転がり落ちてったぞ」

　どうやらアイリの眠りが深いあまり、ハイヅカの上に倒たおれこんだらしい。

「そ、それはすみませんでした！　寝かしてもらったことは感謝してます」

　さすがに恥はずかしくなって、アイリはハイヅカの顔をみられない。

　──あぁ、でもしまった。膝枕なんてしてもらったのに、まったく感かん触しよくを覚えてないなんて！

　ひそかに無念に思いつつ、アイリはトランクの取っ手を握にぎると列車を降りることにした。
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　対策室の一行をのせた列車は、アルステラ大陸の中央都市であるセントパレスを早朝に出発し、午後には南下した位置にあるミッドパレスへと到とう着ちやくした。

　アイリたち七聖守護物ザインタリスマン対策室の人間は、七聖府ザイン職員の専用車両に乗っている。

　そのため多少騒そう々ぞうしくなろうとも、他ほかの乗客に迷めい惑わくがかかることがないのが幸いだ。

　列車を下りようとしたアイリは、荷物を手にしたハイヅカが後ろについてきているのに気づいて、振り返る。

「また私がさっきみたいにやらかしたら、普通に起こしてくれていいですからね」

「普通ねぇ……けどお前、妙な熟じゆく睡すいの仕方だったぞ。昨夜寝てなかったのか？」

「いえ……っていうかまぁ、なんだか荷物の用意をしてるうちに、いろいろ考えたら止まらなくなっちゃいまして」

　言い訳がましく口にして、アイリは自分が寝ね不ぶ足そくなのだということにいまさら気づいた。

　七聖守護物対策室一行が、派は遣けん任務としてミッドパレスを訪おとずれることには、本当に多くの意味があるのだ。この状況に緊きん張ちようしているのは事実だ。

　やはり七聖守護物とミッドパレスの関係が、他の都市とは少し違ちがっているからだろう。

　かつてこのアルステラ大陸には災さい厄やくが降り注いだ。

　そこでウィッカと呼ばれる魔ま術じゆつ師しが、世界を救うため大陸の守護となる守護物タリスマンを施ほどこした。

　各都市に与あたえられた七つの守護物が、『風の天窓』と呼ばれる守護を天空に生み出したおかげで、いまも人々の生活は護まもられている。

　セントパレスにあるアイリが所属する七聖府は、七聖守護物を管理し、大陸にある七つの都市すべての安全を守るための政府機関だ。

　さらに周辺の六つの都市には、七聖守護物を直接管理し見守る役目を担になう、『星ほし鎮ちん守じゆ』と呼ばれる家が存在する。

　ただ、アイリがいる七聖守護物対策室での仕事で関かかわった星鎮守たちは、七聖守護物を狙ねらう輩やからにつけこまれたり、内輪の問題で管理環かん境きようが危あやうくなるような事態を引き起こしていた。

　その大きな原因となっているのが、ウィッカや七聖府に対して反旗を掲かかげる『黒の七星旅団』という組織の存在だ。

　彼らは魔術師ウィッカの守護を否定し、自分たちこそがアルステラ大陸に正しい守護を与える者だという思想を主張し、反政府組織として活動している。

　そして今回アイリたちが訪れたミッドパレスは、『黒の七星旅団』の因いん縁ねんが深く関わっている都市でもあった。

　十五年前にミッドパレスで引き起こされた、『落日の礼拝』という事件は『黒の七星旅団』によって企たくらまれたことなのだ。

　その事件により、ミッドパレスの七聖守護物が壊こわされかけたことで、地割れや火災により家屋は壊かい滅めつ状態に追いこまれ、大地は広がった呪じゆ詛そによって瘦やせ、多くの植物が枯かれてしまった。

　ミッドパレスはいまなお傷きず跡あとが深い状態にあり、都市の人々も安心して暮らせない状況がつづいている。

『黒の七星旅団』の動きはもちろん、『落日の礼拝』に関わり深いアイリたち対策室は、この場所への派遣調査を強く望んでいたのだ。

　しかし、七聖府ザインでの創立式典や他業務との兼かね合いでなかなか許可がおりずに、はがゆい思いをさせられていた。

　だからこそ、今日ミッドパレスへ実際に到着したアイリは感かん慨がいもひとしおなのだ。

　ハイヅカにトランクをおろしてもらった礼を言って、アイリは駅に降り立つ。

「ありがとうございます。やっと到着しましたね」

　ミッドパレスはハイヅカにとっては生まれ故郷になる。

　近年では周辺都市の援えん助じよや、ミッドパレスの人々の強い意志で、都市としても少しずつ回復していると聞くが、ハイヅカには気がかりもあるだろう。

　アイリとハイヅカが駅構内の出口へと向かおうとすると、その手前で待っていてくれたコーネル室長やダリウスの姿が見える。ふたりも急いで荷物を持つと集合した。

「これで、全員そろったかな？」

　そういって人数を数えだしたのは、ケネス・コーネル室長だ。

　四よ十そ路じも過ぎた頃ころのコーネル室長は、七聖府でも重責を担う役職についており、本来ならこうして現場に出ることは希まれだ。

　きっちりとなでつけられた髪かみに、あまりにもすっきりと細い目は、なかなか見開かれることがない。

　それでも、部下をみまわしながら立つ姿は、若いながらもどこか泰たい然ぜんとしている風格があった。

　やや離はなれた位置には、今回の調査に同行することになった研究室室長のエルヴィン・トリニックの姿がある。

　トリニックは三み十そ路じを過ぎた頃の、どことなく薄うす暗ぐらい雰ふん囲い気きの男だ。

　焦こげ茶色の髪に深い榛はしばみ色の瞳。眼鏡越ごしの表情は、いつ見ても不機嫌そうで人を寄せつけないところがある。

　いまも目の前のことには我関せずといったようすで、手元のファイルをのぞきこみ意識はここにないようだ。

「トリニック室長はともかく……──と、イスフェルド君に、フロスト君、ハイヅカ君と……あれ、サイクス君は？」

　そう問われてアイリは慌あわてて停車している列車を振り返る。

「えぇっ、サイクスさんまさか下りそこなってる!?」

　汽笛を鳴らし、まさに駅から列車が出発しようとするなか、アイリが慌てて駆かけ出すと、幸いにもアダムの長身は同じホームに立っていた。

　やや傾かたむいたその姿勢は、どことなくバランスが危うい。

「良かった～下りててくださって。すみません、サイクスさんも後ろの席でぐっすりだったんでした」

　座席で荷物に埋うもれこむように、うつぶせて眠ねむっていたアダムのことを、うっかり車内に置いてきてしまいアイリは焦あせった。

　任務遂すい行こう中のアダムは、歩く防ぼう壁へきと言われるほど無敵鉄てつ壁ぺきの仕事ぶりを発揮するが、普ふ段だんの行動はぼんやりとして、かぎりなくゆるいところがある。

　いまも眼鏡の下の薄うす青あおい瞳ひとみは、どこか眠たげに焦しよう点てんも虚うつろだ。

　繊せん細さいな造りの小さな顔は硬こう質しつな人形のように整い、短い銀の髪はゆるい癖くせ毛げをしている。

　しかしなんといってもその本質をあらわしているのは、制服の着こなしだ。

　ボタンの掛かけ違えなど日常茶さ飯はん事じ、さらには襟えりの折りこみ、ベルトのよじれだけではあきたらず、衣類丸ごと裏返しまでと、バリエーションの尽つきない身だしなみの乱れっぷりを発揮する。

　それでもなお、すべてを補ってあまりある美び貌ぼうがアダムには備わっていた。

「あぁ……やっぱり思った通り、寝ね跡あとがついちゃいましたか。しかもそれって──」

　アダムの顔を見あげてアイリは思わず絶句する。

　そのなめらかな額に、くっきりとバツ印のあとがついていたのだ。

　眠っているときに、枕まくらがわりに顔の下に敷しいていた鞄かばんのベルトが原因だろう。

　思わずアイリが指を伸のばすと、背の高いアダムはかがんでくれた。

　なんとか跡あとを薄うすくできないかと、アイリは両手でなめらかな皮ひ膚ふを引っ張ってみる。

「あの、イスフェルドさん。お気持ちはありがたいのですけど、しばらく放ほうっておくしかなさそうです」

「すみません。主任の不在な今回は、私がサイクスさんをしっかり見張ろうと思ってたんですけど。なんだかひどいことに……」

　慣れないこととはいえ、アダムの身だしなみ管理を自分がせねばと思っていたアイリは自己嫌けん悪おに陥おちいる。

「あの、そんなにひどいですか」

　やや困こん惑わく気味のアダムに、アイリのあとを追ってやってきたハイヅカが、自分の口元をぴたりと覆おおった。笑いを堪こらえているようだ。

「残念だなサイクス。それじゃ額にでかでかと、『駄目だし』を貼はり付けて歩いてるようなもんだ」

「駄だ目めだし……されてますか私」

「ま、まぁいいじゃないですか。いっそそれなら女性にからまれなくてやっかいがないかも！」

　それはそれで心配がひとつ減って助かるとアイリがとりなすと、アダムは妙みように納なつ得とくしたようすで「それもそうですね」とさわやかな笑えみを浮うかべた。

　──あ、駄目だ。サイクスさんならバツ印があったって、この笑顔があれば十分危険か……。

　油断はできないと思いつつ、アイリたちは再び三名が待つ構内へと戻もどった。

　七聖府ザインからミッドパレスへの正式な調査訪問は久しぶりだということもあり、七聖守護物ザインタリスマン対策室のまとめ役であるコーネル室長は礼装に外套オーバーコートをはおっている。

　本来なら現場に出ることのないコーネル室長が、部下たちを指揮してミッドパレスを訪おとずれているのは、対策室主任であるオリヴィア・シアーズが療りよう養よう中のためだ。

　それは七聖府の創立記念式典の当日に、式典会場を襲おそった青年たちによる負傷が原因だった。

　彼らの凶きよう刃じんがコーネル室長に向けられたところを、シアーズは身を以もつて上官を護った。当人は腹部を刺さされ、いまもまだ医い療りよう施し設せつに入院中だ。

　シアーズの代理として、今回指揮を執とるコーネル室長は、全員の顔を見み渡わたしたあとハイヅカに目をとめた。

「今回の調査の間、我々はあるお宅に滞たい在ざいすることになる。現在ミッドパレスの星鎮守は療養中でね、その全権を補ほ佐さ役にあたる人物に任せているそうだ」

　これまでも都市の有力者の屋や敷しきに招かれたこともあっただけに、滞在先については意外な話ではなかった。

「で、じつはそこが、ハイヅカ君の実家でもあるわけなんだけどねぇ」

「えぇぇぇっ!?」

　アイリとダリウスが同時に声を上げてハイヅカを見つめると、反対側ではアダムも驚おどろいたのか、両目を見開いている。
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「…………まぁ、ここへくるって聞いたときから、その可能性もあるかと思ってましたが」

　無愛想な声で答えたハイヅカは、じつに嫌いやそうにため息をつく。

　アイリはなにをどう尋たずねるべきか言葉に迷った。

「たしかハイヅカさん家ちって、星ほし鎮ちん守じゆとも関係があるっていうお話でしたよね？」

　アイリが声を小さめに尋ねると、ハイヅカはやや硬かたい表情でうなずいた。

「ミッドパレスは、七聖守護物が授さずけられるまえから、独自の月への信しん仰こうがあるからな。星鎮守もそれに関かかわる巫女みこの家系が任されてた。神事の補佐にあたるのが灰はい塚づか家ってことだ」

　その声は、なるべく余分な感情をこめまいとしているようで、アイリは複雑な気持ちにさせられる。

　かつてのハイヅカの幼なじみは、ミッドパレスの星鎮守にあたる家いえ柄がらの人間だった。

　しかしコゲツと名乗るその青年は、いまでは七聖府に敵対し七聖守護物をつけ狙ねらう『黒の七星旅団』のひとりとなっているのだ。

　ハイヅカの家について、それなりに事情をわかっているのか、コーネル室長は事務的に確認を始める。

「とにかく、今回我々がミッドパレスへ派は遣けんされたのは、現在の都市の状じよう況きようを正確に把は握あくして復興の進しん捗ちよくを実地調査すること。そして七聖守護物についても、現物を直接調査することがのぞましいと思っている。そのためにフロスト君の能力はかかせないし、研究室のトリニック室長と連れん携けいしてもらうこともあるだろう」

　ダリウスはその言葉を聞いて、あからさまに顔をしかめた。

　トリニックはダリウスにとって、以前配属されていた研究室での上司にあたる人物だが、ダリウス自身は彼を毛け嫌ぎらいしているようなのだ。

　それでも現上司であるコーネル室長にいわれれば、断ることもできないのだろう。

　こらえるようにうなずきつつも、「絶対にごめんだ」と感情が表情にだだ漏もれている。

　その険しい眼まな差ざしの先にいるトリニックは、基本的に七聖守護物ザインタリスマン対策室に同行はしたものの、一いつ緒しよに動くつもりはないらしい。

　まだ打ち合わせをしている対策室の面々を置いて、ひとりでさっさと駅舎から出ていく背中が見えた。

「そしてもうひとつ、明日にはミッドパレスで『落日の礼拝』以来の神事が行われる」

　その言葉に、ハイヅカがはっと驚いたようすで顔をあげる。

「これは公式発表された情報ではないが、ミッドパレスで神事が再開されるという話は以前から何度かあった」

　コーネル室長の声がそこでやや低められる。

「もともとミッドパレスには、月に関わる神事が多い。だが十五年前の『落日の礼拝』で神しん殿でんが破は壊かいされ、長年神事は中断されたままになっていたらしくてね。ようやく新しい神殿が完成するということで、神事も再開されるらしい。それに伴ともなって七聖守護物の移設が計画されているんだ」

「ひょっとして、それでミッドパレス側も調査を受け入れたってことですか？」

　驚いたように尋ねるダリウスに、コーネル室長はさらに声こわ音ねをひそめた。

「無論、それもあるだろうね。そしてもうひとつ、いまはミッドパレスの星鎮守の務めも、神事補佐のハイヅカ氏が代理人として任されている。彼なら合理的に説得すれば、話し合いの余地があるかと思ってね。個人的にも親書を幾いく度どか送っていた。そういうわけだから、先方にはあまりご迷めい惑わくにならないよう、慎つつしみ深く、かつ抜ぬけ目なくお仕事頼たのみますよー」

　にこやかに言い置くコーネル室長に、対策室の一同は「ぬかりなさすぎ……」と、その抜け目のなさに感心しつつ、有能な上官の背中について駅の外へと歩き出す。

　アイリは荷物を手にしたまま、駅舎の外でつい足を止めた。

「うわぁ……なんか、やっぱり眺ながめも空気も違ちがいますねぇ」

　駅舎の外に広がっていたのは、ならされた道に細かな砂じや利りが敷かれた通りだ。

　それと平行するように石いし畳だたみの道があるのは、車両が通るためだろう。

　広い通りには、セントパレスではあまり目にすることのない松や楓かえでの木が多く並んでいた。

　セントパレスでは石畳に[image: ]れん瓦がや石造りの建築が多く、土や緑がこれほどあるのは公園や庭園ぐらいだ。

　比べるとここは建築物自体があまり目に付かず、見えたとしても高さがあまりない家屋が多いせいか、空が広く近く感じる。

「調査にこられた、七聖府ザインの方たちですか？」

　通りの向こうからやってきて声をかけてきたのは、見慣れない衣服に身を包んだ青年だ。

「あぁ、お迎むかえだ」

　そういって歩き出したコーネル室長についていこうとしたアイリは、ハイヅカがぴたりと足を止めているのに気づいた。

「ハイヅカさん？　いきますよ」

　そう言って見あげるとハイヅカの視線の先に立つ迎えの人物もまた、表情をこわばらせていた。

「……お前、カイ……か？」

　どこか茫ぼう然ぜんとした表情でつぶやいたハイヅカのようすに、アイリも迎えの人間を再び眺めた。

　青年は長い髪かみを首筋でまとめ、そこには複雑に編まれた組くみ紐ひもが揺ゆれている。

　身に着けた衣い装しようもミッドパレス独自のものなのだろう。

　前合わせの白い衣装は、ゆったりとした袖そでがあり、腰こしに帯を巻いた下にも裾すその広い下した穿ばきをつけていた。

　──こういう衣装、本でみたことがある。たしかミッドパレスの神職の人が身に着けるものだったはず。

　まさに文化の違う都市へきたのだと実感しつつ、自分より少し年上に見えるその青年の瞳ひとみに、アイリははっとなった。

　印象的な銀灰の瞳。中心部の瞳どう孔こうだけがくっきりと黒く、まるで雪原の狼おおかみを思わせるその双そう眸ぼうは、ハイヅカよりやや暗いがとてもよく似ている。

　その青年はハイヅカより線が細いせいか若く見えたが、額から鼻筋に至る顔の造作まで、雰ふん囲い気きがどこか近い。

　──さっき、ハイヅカさんこの人の名前を呼んでたし、ひょっとして血けつ縁えんの人かな。でも、そうだとしたら、この人のハイヅカさんを見る目が異様に険しいのは、一体なにごと!?

　その場の全員が同じようなことを考えたのだろう。

　一いつ瞬しゆん、妙な静けさがあたりを支配したが、迎えの青年が歩み寄り口をひらいたその一声に、ハイヅカをのぞく一同はぎょっとさせられた。

「……俺は、あんたのことを迎えにきたつもりはない。あくまで、七聖府ザインの調査員の案内と補佐をするようにいわれて、ここへきただけだ」

　ハイヅカがカイと呼んだ青年は、厳しい眼差しをハイヅカには向けず、そのままコーネル室長のもとへと向かう。

「失礼いたしました。私はカイ・ハイヅカと申します。セントパレスから長旅おつかれさまです。今回の滞たい在ざいと調査に関して、皆みな様さまにご不便がないよう案内を務めよと、父からいいつかっております」

　そういって会え釈しやくしてみせる姿は、先ほどの刺とげ々とげしい態度とは一転して品良く見え、その変わり身の早さにあっけにとられた。

「まずは、滞在いただく館やかたへご案内いたします」

　そう言って先に立ったカイにつづいて一同が道を渡わたると、そこに用意されていたのは二台の馬車だった。

　二頭立ての馬車は、ヘヴンリーパレスの貴族たちが利用するものとも似た趣おもむきで、いまは幌ほろが畳たたまれそれぞれ向き合って座れるようになっている。

　幼少期から学生時代をほぼヘヴンリーパレスで暮らしてきたアイリには、それはなじみの乗り物だ。馬車を持つのは身分ある貴族たちの特権だったが、ミッドパレスでもそうなのだろうかと考える。

　──あ、でもここでは、車両自体あんまり使ってないのかも？　土が多いし、馬車のほうが都合がいいのかもしれない。




　そんな疑問を抱いだきつつ、アイリたちが馬車に乗りこむ際には、カイと一緒にあらわれた使用人が、荷物をかつぎのせてくれた。

　馬車は駅舎を離はなれると、豊かな銀杏いちよう並なみ木きに沿って走り始めた。




[image: ]




「お前、やたらとあちこち眺め回してるけど、なにがそんなに珍めずらしい」

　そうハイヅカが尋たずねるのも無理はないほど、アイリはミッドパレスの風景に目を奪うばわれていた。

　それはこの都市が、これまであまり外部の人間を受け入れてこなかったせいで、知られていない文化や街並みが多くあるからだ。

　現在の七聖守護物ザインタリスマン対策室に配属されるまで、アイリは外務省配属を希望していたこともあり、各都市の歴史や文化についてそれなりに学んできた。

　そしてなかでも、ミッドパレスについては史料が少なく苦労した覚えがあるのだ。

　──ここがハイヅカさんの故郷で……私も小さい頃ころにきたことがあるはずの場所。それと私の両親もここで……命を落とした。

　アイリの両親は七聖府ザインの職員であり、外務省勤務だったと、養父母からは聞かされていた。

　周辺都市を回る仕事も多い部署だけに、『落日の礼拝』が起きたとき、この都市に居合わせてふたりは命を落としたのだ。

　複雑な気持ちで外を見ていたアイリは、ふと視線を横にやって気づく。

「でも、ダリウスさんもさっきから釘くぎづけですけど」

　ダリウスは手荷物からノートを取り出して、辺りを見ては必死になにか書きこんでいる。

「ダリウスさん、それなにしてるんですか？」

　アイリの声にびくっと肩かたを揺らしたダリウスは、よほど集中していたらしい。

「おどかすな！　ミッドパレスは守護物タリスマンの研究者ならすごく興味深いところなんだ。ウィッカの守護が与あたえられる前から、ミッドパレスの月への信しん仰こうと、ドロップパレスにある『魔ま女じよの森』のふたつは、呪じゆ術じゆつや守護物の研究者にとっちゃ趣の違う聖地だからね」

「ははぁ、そういうものなんですか」

「君も外務省を配属希望してたっていうなら、ある程度は勉強してたんだろう。いっておくけど、このミッドパレスにはもともと独自の結界や護まもりが強く張り巡めぐらされてる。だからこそ、ウィッカの七聖守護物ザインタリスマンが、ここの結界を壊こわすことなく『風の天窓』を作り出したことに驚おどろいた研究者も多いんだ。それと……君はかなり寝い汚ぎたないから心配ないんだろうけど、一応これをありがたがって持っておけ」

　ダリウスはそう言うと、鞄かばんをごそごそとひっかきまわして小さな袋ふくろを取り出す。

　突つきつけるように渡された袋を、アイリはすぐに開けてみた。

　出てきたのは手のひらほどの大きさの、白い鳥の羽根が編みこまれた細工で、ところどころに青や緑の色いろ硝子ガラスが縫ぬい留められている。七聖府ザインの創立記念式典でダリウスの手で記念品として作られた守護物タリスマンに似ていた。

「これ……」

「その守護物は、外部から君の夢に関かかわろうとする力が働けば反応して鈴すずの音が鳴る。それで夢と意識が断たち切られて君は目を覚ますし、侵しん入にゆう者もこの警告に気づくはずだ」

　先日の七聖府創立記念式典の前に、アイリの夢にコゲツが入りこみ、妙みような呪まじないをかけられてしまったことがあった。

　いまなお、その不安が消えたわけではないのだ。

　思わぬ贈おくり物に、アイリはダリウスの両手をとって琥こ珀はくの瞳を見つめた。

「ダリウスさん……普段は口が悪いし気は短いし、すぐに抜ぬき打ちテストしたりして小こ姑じゆうとみたいだなって思ったりしてましたけど、じつはいい人なんですよね。ありがとうございます！」

　正直な礼の言葉に手をはたかれるかと思ったが、意外にもダリウスは「ぐっ」とうめくと、やや顔を背そむけながら言い放つ。

「天才の先せん輩ぱいを持ったことで、君もなにかと息苦しいかもしれないけど、僕のことをうらやんだり敬ったりするのは自由だぞ」

「あーそうですねぇ。こんな便利な守護物が作れるなんて、いっそ夢にダリウスさんが出てきてくれたら無む敵てきって感じですよね」

　その言葉にぴくっと肩を揺らして、驚いたようにアイリをみたダリウスはぱっと頰ほおを赤らめて手をふりほどいた。

「せいぜい惰だ眠みんをむさぼって、ベッドから転がり落ちないようにするんだね」

　再び外の景色に顔を向けてしまったダリウスに、どうしてベッドから落ちることを知られているのかとアイリは首を傾かしげる。

　そして夢の中での対コゲツ用守護物をもらったことで、あることを思い出してもいた。

　七聖府の創立記念のにぎやかな前夜祭で、ハイヅカは故郷の守護物をつけた人間をみたと言っていた。

　しかも、このミッドパレスには守護物や呪じゆ物ぶつの研究開発に異様な能力を持つダリウスですら一目おく、高度な文化があると言うのだ。

　アイリは、向かいあった座席にいるハイヅカに尋ねた。

「ハイヅカさん、ダリウスさんの話からすると、ミッドパレスだけの珍しい呪具なんてあるんですか？」

　コレクター精神を刺し激げきされ、アイリはミッドパレスに良い土産みやげ物はあるのだろうかと思い巡らせる。

　なにしろアイリは、己おのれの行き過ぎた幸運体質を減速させるために呪物を身に着ける習慣があった。その蒐しゆう集しゆう癖へきから、呪物をみると心が騒さわぐありさまなのだ。

「……ここへきてまでお前の悪あく趣しゆ味みは健在か。あれ以上、部屋に余分なもん飾かざるんじゃねぇぞ」

　ハイヅカがあきれたように口にすると、アイリたちが乗っている馬車はゆっくりと停止した。

　下りてみると、巨きよ木ぼくを使ったと思われる立派な門柱が構えられているのが目に入る。どうやらそこが屋や敷しきの入り口らしい。

　ミッドパレスでは、建物のすぐ手前まで乗り物を乗り付ける習慣がないのか、入り口からは徒歩で屋敷へ向かうことになった。

　理由は、大きな門をくぐればすぐにわかった。

　屋敷をぐるりと囲む塀へいのなかは、敷しき地ち全体を使った大きな庭になっている。

　ゆるく勾こう配ばいのある地面は芝しばや苔こけに覆おおわれ、松や楓かえでといった木々が多く並ぶ。

　池の周囲には色味のいい岩が置かれ、そこから流れ出る水が小川のように庭を横切る上に小さな橋がかけられていた。

　アイリが育ってきたヘヴンリーパレスにある貴族の屋敷とは、まったく違ちがう趣の庭に目を奪われつつ気づいたことがある。

　さすがにこの規模の邸てい宅たくが、ミッドパレスの一いつ般ぱん的な家庭だとは思えない。

　──ハイヅカさんて、実はすごいお家うちの人だったんだ……日ひ頃ごろの現場での荒あらっぽさからは想像もつかないけど、ご飯のときにも妙に行ぎよう儀ぎが良いところあるもんなぁ。

　七聖府ザインで生活を送る中で、アイリはハイヅカの部屋で食事をとらせてもらうことが多かった。

　見た目とは裏腹に、自じ炊すい派だというハイヅカは、食事を皿に並べる手て際ぎわや食べ方ひとつとっても、所作が綺き麗れいだと感心させられることがある。

「さぁ、どうぞお入りください」

　カイに案内された一同は、来客用の広間らしき部屋に通された。

　その広間に入るまでにも、建物のあちこちに草で作られた分厚い敷しき物ものが置かれていたり、木や紙が使われた引き戸があらわれたりして、見慣れぬ調度品に視線が向いてしまう。

　アイリの故郷の貴族たちも、美術品の一部としてこうした他都市の図案の衝つい立たてや文字を記した書を飾ったりすることがあったが、建物すべてがそうした意い匠しようで統一されると、また圧あつ倒とうされるような新しん鮮せんさがあった。

　やがて広間の奥の引き戸がするすると開かれ、ひとりの白はく髪はつの人物があらわれる。

　カイが身に着けているのと似たような衣い装しようだが、その姿には威い厳げんともいうべき雰ふん囲い気きが備わっていた。

　鋭するどい瞳ひとみの男性はにこりともせず、それでもやわらかな動きで深く頭こうべを垂れる。

「はるばると、ご足労いただきました。派は遣けん調査につきましては、私が皆みな様さまのお世話とご案内を任されることとなりました、コウ・ハイヅカと申します」

　屋敷の当主なのだろう男性に、コーネル室長もその所作にならって深々と頭を垂れた。

「このたびはお世話になります。私どもは七聖守護物ザインタリスマン対策室の職員として、復興委員会や政府議会とはまた違った観点から調査を行い、それを現場で役立てていただければと、そう願っております」

　耳にやわらかな声こわ音ねで、聞く者に安心を与えるコーネル室長の言葉だったが、コウ氏の表情はゆるまない。

　依い然ぜん厳しい空気をまとったまま、ゆっくりと口をひらいた。

「あなた方にお越こし頂くにあたって、七聖府ザインからもじきじきに、七聖守護物の現地調査をしたいという申し入れがありました。当然、星ほし鎮ちん守じゆである満みち守もり家にも報告は済んでおりますが、なにぶん当人の体調が優すぐれませんのと神事が近いこともあります。そのため私ども灰塚家が、皆様にご協力をさせていただく運びとなりました」

　代理人としての責任もあるせいだろう。コウ氏はさらに硬かたい声音で告げる。

「かつて『落日の礼拝』において、我らは『黒の七星旅団』に後おくれをとり、七聖守護物とともに、自らが住まう都市をも傷つけられました。そんな我々に、七聖府からの調査を拒こばむ権利はございません」

　表情にこそでないものの、その言葉にはどこか自じ嘲ちようの響ひびきと、非難めいた感情がひそんでいるように思える。

　コウ氏の口元がやや苦そうなのは、自分たちの油断でこうした結果を招いたという思いと、いまだ『黒の七星旅団』を捕とらえ解体することができない七聖府への、もどかしさがあるのだろう。

　アイリがなにより気がかりだったのは、その場にいるハイヅカが表情を硬くしていたことと、父親であるハイヅカ氏もまったく息子むすこをみようともしなかったことだ。

　しかし上司であるコーネル室長は、ふたりの関係についてはまったく触ふれず挨あい拶さつを終えてしまった。

　家族であるはずの父と息子が、互たがいの存在に触れまいとして視線をそらすようすに、アイリはどことなく居い心ごこ地ちの悪さを感じた。

　ちらりと隣となりを見ると、ダリウスやアダムもどこか落ち着かないのか、複雑な表情を浮うかべている。

　ここがハイヅカの生家だと知っているだけに、アイリと同じく親子のことが気になるのだろう。

　挨拶の後、使用人の女性があらわれると、対策室一同が寝ね泊とまりに使うための部屋へ案内されることになった。どうやら広間とは別の棟むねになるようだ。

　飛び石がある庭を横目に渡わたり廊ろう下かを歩いていくと、別棟もまた平屋の木造の建物だった。

　普ふ段だん暮らしているセントパレスとまったく空気が違って感じられるのは、こうした建築文化の違いも大きそうだ。

　アイリはハイヅカに話しかけたい気もしたが、なんと声をかけていいのか言葉に迷う。

「あの、ハイヅカさん。部屋は近くにしてもらいましたけど、外に出たり離はなれるときには一声かけてくださいね」

　職務上相棒パートナーであるふたりは、距きよ離りができてしまうと、互いの体質を利用した吉きつ凶きよう相そう殺さい作用が薄うすれてしまう。

　以前にも一度、距離ができてしまったときにハイヅカの凶運が発動し、貴族の屋敷が半はん壊かいするという被ひ害がいがあった。そのため特に移動先では、お互いの位置に気をつける必要があった。

　ハイヅカは了りよう解かいというように軽く片手をあげると、そのまま自分の割り当ての部屋に入っていってしまう。

　アイリはどこか気がかりなまま、その背中を見送った。

　ふと自分の部屋がある方向の廊下をみると、先を歩いていくコーネル室長を見つける。

　アイリは思わず駆かけ寄ると、室長を引き留めてしまった。

「室長、いま少しだけお時間よろしいですか？　気になってたことがあるんですけど」

　アイリの声に、コーネル室長は「おや」と言いたげに眉まゆを上げてみせたが、それはどこか呼び止められるのを予測していたようにも思えた。

「あぁ、ではお入りなさい。少し話をしようか」

　招かれるままに部屋に入ると、そこには板張りの床ゆかにテーブルや椅い子す、寝しん台だいと、すべてセントパレスにあるものと変わらないような家具がおかれている。

　アイリの驚おどろいた顔がおかしかったのか、コーネル室長は細い目を線のようにして小さく笑った。

「灰塚のお家が、ゲスト用にこうして別棟を用意しているってことは、基本的に他都市からのお客をもてなすことも多いんだろうね。イスフェルド君、お茶を飲むかね？」

「あ……すみません！　室長に支し度たくをさせるわけには」

　アイリは慌あわてたが、コーネル室長は部屋におかれた茶器を手に取ると、手早くお茶の葉に湯を注ぐ。

　──なんか、室長って妙みように手慣れてるような。ミッドパレスにも慣れてるみたいだし、何度か来てたのかも？

　茶葉が湯にひたされると、すっきりとした独特の香かおりがただよい緊きん張ちようがほぐれていく。アイリにとって、緑の色が強いお茶は初めてみるものではなかった。

　会え釈しやくして茶器を受け取ったアイリは、その香りを吸いこみハイヅカの顔を思い浮かべる。

「このお茶、ハイヅカさんが飲んでました。やっぱり、ミッドパレスで飲まれてるものだったんですね」

「そうだね、彼は十四の歳としまではここにいたそうだよ」

　ハイヅカの過去について口にされ、アイリはひどく気になった。

「ハイヅカさんは、士官学校を出ているんですよね。それからずっとミッドパレスに戻もどらず七聖府ザインにいたんでしょうか？」

「あぁ、経歴書をみる限りはそのようだね。士官学校時代には、あの体質のせいもあって問題が多かったが、おおむね優ゆう秀しゆうな成績を収めてる。だがミッドパレスでこの家の跡あとを継つぐつもりはなかったようだ。さっきの挨拶でも、なんていうか他た人にん行ぎよう儀ぎだったろう？」

　問われて、アイリもそっとうなずく。

　──ハイヅカさんが子供の頃ころ、コゲツとの間に起きた出来事は聞いたけど、やっぱりそれが原因なのかな？

　アイリの脳のう裏りに甦よみがえるのは、漆しつ黒こくの艶つやめく髪かみと瞳を持つ怜れい悧りな美び貌ぼうの青年だった。

　彼は、かつて性別を隠かくされ、巫女みことして育てられた。

　ミッドパレスで信しん仰こうが篤あつい、月を呼ぶための儀ぎ式しきに必要とされていたからだ。

　だが座ざ敷しき牢ろうに押しこまれ、自分のおかれた現状に我が慢まんがならなかったコゲツは、まだ幼かったハイヅカをだまし、この都市から逃にげ出す計画を実行した。

　籠かごの鳥である少女の姿をしたコゲツは、ハイヅカが自分に淡あわい想おもいや同情を寄せていることを知り、それを利用したのだ。

　そうした事実を知ったのは、アイリたち対策室の一行が、ヘヴンリーパレスの星鎮守である貴族の屋や敷しきを訪おとずれたときのことだ。屋敷の当主のもとに、コゲツが占せん術じゆつ師しとして入りこんでいたことで真相を知らされた。

　幼い頃コゲツの脱だつ出しゆつのために、ハイヅカがわざと座敷牢の鍵かぎを閉めなかったことが、『黒の七星旅団』のミッドパレスへの侵しん入にゆうを助け、『落日の礼拝』に繫つながったのだと、ハイヅカは口にしていた。

　おそらく『黒の七星旅団』は当時から、特とく殊しゆな呪じゆ力りよくを持つコゲツの身み柄がらを手に入れたいと動いていたのだろう。

　結果、彼らの狙ねらい通り計画は実行され、ミッドパレスの巫女という立場から逃げ出したコゲツは、いまや『黒の七星旅団』の一員となっている。

　知らなかったこととはいえ、本来巫女を補ほ佐さする灰塚家の人間が、『黒の七星旅団』の計画に手を貸してしまったという事実は、いまもハイヅカに重くのしかかっているようだった。

　過去の事実を知らされたときの、ハイヅカの落ちこんだようすと後こう悔かいを思うと、アイリはいまもやりきれない気持ちにさせられる。

　胸に重たいものを感じつつ、アイリはコーネル室長に問いかけた。

「ハイヅカさんが七聖府にいくことに、ご家族は反対だったんでしょうか？」

　アイリ自身も七聖府を目指すことを養父母に反対され、心配をかけた身でもあるだけに、なんとなく想像してしまう。

　ハイヅカは対策室に配属される前には保安部隊に在ざい籍せきし、聖戦器フアランクスの使い手としても抜ぬきんでた能力の持ち主だと認められていた。

　当然生まれ持っての資質もあるだろうが、聖戦器を操あやつるのは容易なことではないのだ。

　大だい凶きよう体質でありながらいまの評価を得るためには、ハイヅカ自身が努力を積み重ねてきたことは想像に難かたくない。

　そうした部分にも、ハイヅカの七聖府ザインへの特別な思いがあるような気がしていた。

「どうだろうねぇ。もちろん、これだけ重責のある家の跡あと継つぎだったわけだから、はいどうぞってわけにはいかなかったんじゃないかな」

　いくら上司といえども、コーネル室長も対策室のメンバー個々の事情をことこまかに知っているわけではなさそうだ。

「今回の調査訪問で灰塚家の協力も得られたのはなによりだったけど、シアーズ君が同行できなかったのは、みんなも残念だったろう」

　口にされた上司の名前に、アイリもうなずいた。

「本当はシアーズ主任も一いつ緒しよに来て欲しかったです。出発の前日にお見み舞まいにいってきたんですけど、やっと調査許可が下りたのに同行できないなんて！　って残念がってました」

「まだ抜ばつ糸し前だっていうのに、やる気があふれ過ぎてるからねぇ、彼女も」

　そういって苦笑したコーネル室長は、ふいに真顔になってアイリを見つめる。

　めずらしく、暗く青い瞳ひとみがのぞいていた。

「そのシアーズ君から、少し気になる報告があってね。ここミッドパレスは十五年前に『落日の礼拝』の現場となった。七聖府や周辺都市からの助力もあるが、いまもまだ被害から立ち直り切れてはいない。でもねぇ、あれからもう十五年だ。少し妙だとは思わないかな？」

　なにげない口調で切り出されたコーネル室長の問いは、アイリには予期せぬものだった。

　微笑ほほえみを浮かべてはいるが、どこか含ふくみがあるようなその質問に、アイリも慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「それは、ミッドパレスの都市復興が遅おそすぎることに、なにか原因があるんじゃないかと、室長はお考えなんですか？」

「……考えているかもねぇ。シアーズ君が怪我けがを負った、七聖府の創立記念式典での襲しゆう撃げき騒そう動どうがあっただろう？」

「えぇ、あのときつかまった人たちは、『黒の七星旅団』と関係があったようですけど、組織の人間ではなかったんですよね？」

　現場でみた刃は物ものを振ふり回した数人は、まだ若い青年たちばかりだったと記き憶おくしている。

　アイリの問いに、コーネルはひとりごとのように、ぽそっともらした。

「あの子たちはさ、『黒の七星旅団』の人間ではなかったけれど、ひょっとするとミッドパレスの出身かもしれない……という予測もあってね」

「な、……そんな、どういうことです？　ミッドパレスの人たちが、『黒の七星旅団』を一番憎にくんでいるはずです。そんなはずありません」

　驚きのあまり声を荒あらげたアイリに、それでもコーネル室長はいつもの口調を崩くずさない。

「まぁ、普ふ通つうはそう考えるだろうね。実際、七聖府での取り調べも混乱させられたまま、確証はとれてない状態だ。おおむね旧市街にもぐりこんだ輩やからが、金で雇やとわれたっていいぶんを信じようとしてる」

　コーネル室長が口にするセントパレスの旧市街は、新市街と比べて整備が行き届かず、市民権を得ないまま他都市の人間が住み着いている場所だ。

　犯罪や不法な事件に関かかわるような人や物が行き交かうことも多く、捜査のため七聖府ザインが介かい入にゆうすることもしばしばだ。

「でも室長は、犯人がミッドパレスの人間である可能性が高いと思っておられるんですね？」

　尋たずねつつも、アイリは創立記念日の前日に、セントパレスで目にしたハイヅカの表情を思い出した。

　──祝祭だから他都市の人間の出入りも多いし、珍めずらしいことじゃないってあのときは思った。でも、ミッドパレスの守護物を持ってる人がいたってだけでハイヅカさんはすごく動どう揺ようしてて、なんか妙みようだったから覚えてる。

「そうだね、シアーズ女史の報告で、あの暴漢たちが壇だん上じように向かってきたとき、ナイフを手にしたひとりが『俺たちの七聖守護物ザインタリスマンを返せ』と口走ったと聞いている。七聖府に恨うらみがあるだけで、そんな言葉を口にするとは考えにくいだろう？」

　コーネル室長の話は、襲しゆう撃げき事件そのものの意味が大きく変わる内容だ。

「そんなことが……でも、そのことを取り調べの管かん轄かつ部署に報告されては…………いないんですね」

　ことが知れればコーネル室長にまで処分が及およびそうな事実だが、アイリは目の前の上司がそれを意図的に抱かかえこんだままにしているのだと気づく。

「確証もない以上、正式に上に報告はしていないよ。あまり褒ほめられたことじゃないけどねぇ。だがね、あそこでミッドパレスの関かん与よをほのめかすと、今回の派は遣けん調査は実現しなかっただろう。それにもし、彼らの言い分に正しいところがあって、七聖府がなんらかの事実を隠いんぺいしていたとすれば、事件そのものがもみ消される可能性だってある」

　大人の事情は面めん倒どうでねぇ、とつぶやくコーネル室長の笑え顔がおをみれば、七聖府上層部や連合議会が関わることは、すべてが明るみに出るとは限らないのだとわかる。

　そしてアイリがひっかかったのは、青年たちが「俺たちの」と口にしたことだった。

「もし襲しゆう撃げき者しやがミッドパレスの人なんだとしたら、いまミッドパレスにある七聖守護物が偽にせ物ものだと思ってるってことですよね？　でも、そんなことがあればすぐ……」

　魔ま術じゆつ師しウィッカが、アルステラ大陸の守護のために配置した七つの守護物タリスマン。

　そのひとつでも欠ければ、この大陸の上空を覆おおう『風の天窓』は壊こわれてしまうと人々に信じられている。

　そしていま現実には、大きな異常がアルステラ大陸で起きているという報告はないのだ。

「十五年前、『落日の礼拝』が起きたときに、この場所にあった七聖守護物が壊されたんですよね。そのあとは、どうなっているんでしょうか？」

　アイリの疑問ももっともだと、コーネル室長はうなずいた。

「当時の記録を確認すると、『落日の礼拝』でミッドパレスの七聖守護物ザインタリスマンは破は壊かいされかけたが、奪うばわれはしなかった。七聖府ザインの守護物に詳くわしい者たちが、試行錯さく誤ごで必死に修復して、再びこの地へ戻もどされたことになってる」

　すらすらと淀よどみなく答えるところをみると、すでにコーネル室長自身、過去の記録を確認済みらしい。

「でも、ミッドパレスの人たちは、都市の復興があまりに遅いことを不満に思っていて、その原因は、ここにある七聖守護物が偽物だからなんじゃないかって疑ってるんですよね？　うーん、きっかけは……壊れた七聖守護物を修理するとして七聖府に持ち帰った際、偽物にすり替かえられたとか、きちんと修復がされていないままなのかも……とか」

　そう考えると、確かに青年たちのやみくもな行動にも理由があるように思えた。

　思考をめぐらせているアイリに、よくできました、というようにコーネル室長はうなずいた。

「そうそう、記録があっても過去はねつ造されてしまうこともある。大事なのはミッドパレスにある七聖守護物が、実際にどうなっているのかを、この目で確かめる必要があるってことだ」

　そのためにはしばし事実を伏ふせてでも、今回の調査を決行しなければならなかったのだとアイリにもよくわかった。

　──七聖府もこの頃じゃ、連合議会で力を持つ星ほし鎮ちん守じゆに遠えん慮りよして、七聖守護物についての立ち入った調査や確認をしてこなかった。その結果が、『黒の七星旅団』につけこまれる原因になっているのは事実なのかも。

「あの、今回は調査の結果を早く知るために、研究室のトリニック室長が同行してるんでしょうか？」

　アイリの質問に、コーネル室長も苦笑いを浮うかべる。

「まぁ、ねぇ。うちのフロスト君ひとりでも、現地調査には十分な実力があると思う。ただやはり、七聖府ザインやミッドパレスのお偉えらいさんを説得するには、肩かた書がきを持つ人間の発言が必要になるだろう」

　コーネル室長の言うとおり、『研究室室長』の肩書きは役立つのだろう。しかしエルヴィン・トリニックという人物が、アイリは少し苦手だった。

　彼は研究熱心ではあるが、『ウィッカの予言』について執しつ拗ように持論を披ひ露ろうし、亡なくなったアイリの父がそれに関わっていた可能性があると、妙に気になる言動をする人物でもあるのだ。

　なによりトリニックの元部下であるダリウスが、彼を異様に嫌きらっているように思えるのも引っかかる。

「あの、先日トリニック室長が口にしていたんですが、コーネル室長は『ウィッカの予言』についてご存じですか？」

　その質問に、コーネル室長の表情がふっと消えたように見えた。

「……そうだね、噂うわさには聞いたことがある。真しん偽ぎはともかく、七聖府ではわりと知られた噂のひとつだからね」

「その、私もよくわかってはいないんですけど、トリニックさんの話では私の父が『ウィッカの予言』に関係していたかもしれないと聞いたんです」

　アイリは迷いつつも、自分の両親に関わる質問をどう切り出したものかと悩なやんだ。

　──いまから十五年前っていうと、室長もまだ二十五歳ぐらいかな……？

　コーネル室長の年ねん齢れいを父親と同じぐらいだろうと考えて、アイリはじっと室長を見上げる。

　だがコーネル室長は、いまはすっかりいつもの微笑みを浮かべており感情がよめない。

「そういえば、イスフェルド君のご両親は、ここへ十五年前に仕事できていたんだったね？」

「はい、ふたりとも外務省勤務だったそうです」

　そして当時三歳だった自分も、『落日の礼拝』に巻きこまれ助けられたのだと、養父母に聞かされていた。

「それで、ひょっとしてコーネル室長は、私の両親のこともなにかご存じじゃないかなと思ったんですけど」

　質問しながらも、その可能性は低いのではないかとアイリは思い始めていた。

　七聖府ザインはセントパレスの敷地内に各省庁がまとまって配置されているが、いくら年代が近かったとはいえ、アイリの両親は外務省、そしてコーネル室長は軍部にいたはずなのだ。

　アイリ自身が七聖府に勤務してみて実感できるが、部署によってはあまり接点がなかったのではないだろうか。

「君のご両親の名前は──」

「セオドア・モートンとケイト・モートンです。『落日の礼拝』で、ふたりとも亡くなったと養父母はいってました」

「あぁ……そうだったね。イスフェルド君は、ヘヴンリーパレスに養父母がいらっしゃるんだった」

　アイリの経歴を思い返しているのか、コーネル室長の暗青色の瞳ひとみがちらりとのぞく。

「あの事件に関わった職員の遺児が、こうして七聖府を志し力になってくれることを、僕は誇ほこりに思うよ」

　そう答えた室長の声こわ音ねにも、亡くなったふたりへの特別な感情があるようには思えない。やはり両親を知っていたわけではないのだとアイリは納なつ得とくした。

「とにかく、七聖守護物ザインタリスマンについての本格的な調査は明日からになる。フロスト君は調査準備にかかりきりになるからこちらに待機。それとは別に、ハイヅカ君とサイクス君のふたりには、明日神事が行われる予定の新神しん殿でんについて、警備上の問題がないか視察してもらう予定になってるから……」

　そのあとは聞かずともわかった。

「了りよう解かいです。私はハイヅカさんに同行ですね」

　アイリが七聖守護物対策室に配属された理由のひとつに、ハイヅカの大だい凶きよう体質というものがある。

　質たちの悪い冗じよう談だんのようだが、ハイヅカは自他共に認める、不運につきまとわれ、死に神に愛される男なのだ。

　現場に出ればハイヅカの近辺で火薬が暴発し、異常のなかった建物が不自然に倒とう壊かいする現象が起きるのはしょっちゅうだ。

　以前、対策室の任務で貴族の屋や敷しきを訪おとずれた際には、嵐あらしや落らく雷らいにまで見み舞まわれたのだ。

　そんなやっかいな人物を七聖府ザインが手放さないのは、ハイヅカが七聖府の開発した呪じゆ力りよくに対たい抗こうできる特とく殊しゆ武器、聖戦器フアランクスのまれにみる使い手だからだろう。

　ハイヅカが持つ負の体質と釣つり合いを取るために、アイリは凶運対策要員の相棒パートナーとして、七聖守護物ザインタリスマン対策室に配属されたのだ。

　いまやそのことに違い和わ感かんもなくなっているアイリは、午後からハイヅカと調査に出られると聞いて、少しだけ心が浮き立つ。

　椅い子すから立ち上がったアイリに、コーネル室長はさらに告げた。

「あと、調査が進んで情報がそろってきたら、またイスフェルド君にはいつものアレを使ってもらうことになるだろう。それもふまえて調査に加わるように」

「了解しました！」

　アイリ自身にも重大な仕事があるのだと告げられ、気を引き締しめて敬礼を返す。

　退室しようと扉とびらに手をかけて、アイリは振ふり返ると姿勢を正した。

「個人的なことでお時間いただきありがとうございました。失礼します」

　そんなアイリの言葉に、コーネル室長がいつものどこか間延びした声で返した。

「いや、僕こそお役にたてなくて申し訳なかったね」
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　部下であるアイリが退室すると、閉とざされた扉に向かって、コーネルはふうぅっと盛大にため息をついた。

「さて……噓うそつきも卑ひ怯きようもいまに始まったことじゃないが……知らぬ存ぜぬでどこまで通せるかな」

　つぶやくコーネルの脳のう裏りにあるのは、過去の友人たちの名だ。

　セオドア・モートン。アイリの父親だという人物と、自分は親しかったといえる距きよ離りにいた。

　その頃ころのことを思えば、ある男の存在抜ぬきには語れない。

　コーネル自身のなかで、かつて七聖府に同どう輩はいとして在ざい籍せきしていた男の名が、いまは『黒の七星旅団』にあるのではないかという疑いが、確信に変わりつつある。

　だが真実を確かめ、男の罪を暴あばき、モートンの願いを見つけるまでは、不用意にその名を口にするつもりはなかった。

「しかし……だからといって、旧友の娘むすめさんを利用するような真似まねをしてるって、やっぱり君なら笑え顔がおで罵ののしるだろうねぇ、『この卑怯な蝙蝠こうもり野や郎ろう』って」

　すっかり冷めてぬるんだお茶を手にしていたコーネルは、ぼんやりと湯ゆ吞のみに視線を注ぐと、深いオリーブグリーンの瞳が思い浮かんだ。

　それが部下のシアーズの面おも影かげに重なるものだと気づくと、予想外に心が波だつ。

　誰だれもいない部屋で、ひとしきりエホンゴホンと喉のどを鳴らしてしまった。

「シアーズ君がいないから、お茶は自分で淹いれ直さないと」

　ひとりでいると、いらぬことを考える。

　年寄りじみた独り言を口にしてしまい、我に返ってコーネルは再び盛大にため息をついた。

「まったく、そんなに懐ふところに入られちゃっても困るんだけどねぇ」
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　じゃり、と地面にちらばる黒い砂さ礫れきを踏ふんで、長身の男と頭ひとつほど背が低い細身の人ひと影かげが見える。

　だが華きや奢しやなほうの人影は、頭部に巨きよ大だいな角のついたヤギの頭ず蓋がい骨こつをかぶり、ずいぶんとバランスが悪い。

　まるで荒こう野やの上で息を吹ふき返した骸むくろのように、手をぶらぶらとさせていた。

　並んで立つふたりは、視線の方向は同じだが身に着けた衣服やその立ち姿があまりにちぐはぐだ。

　長身の男は、酷こく薄はくそうにみえる灰色の瞳をすがめて口をひらく。

「今朝の列車で客人たちも揃そろったようだ。それにしても、あいつときたら巧こう妙みように隠かくしたものだな。この私が十五年も探すはめになるとは……」

「あんたにとっちゃそうだろうね。結局は、あの女の星が回り始めるのに、十五年必要だったってことだ。それにいま、ここに私がいることも因いん縁ねんだねぇ」

　青年はどこかしみじみと口にすると、かぶっているヤギの角に手をかけてそれをぐいと引く。

　流れ落ちた黒くろ髪かみが風になぶられる。あらわれた白い顔は、身に着けた衣い装しようとあまりにもかけはなれた美しいものだ。淡あわく色づく唇くちびるが毒を含ふくんでつりあげられる。

　細い喉が動くと、すうっと空気を吸いこみ、晴れがましく笑った。

「この土地に十五年かけて染しみついた呪じゆ詛そが、私たちの力になってる。ミッドパレスの星ほし鎮ちん守じゆはいまも巫女みこが不在のまま、当主は病に冒おかされて無力だ。だから私が月を呼ぶ。呪のろわれたこの都市に、月の加護を引きずり下ろしてやろう」

「それはまた、楽しそうだ」

　つぶやいた男の声も、今日は少しだけ高こう揚ようしているようだ。

　日ひ頃ごろはあまり感情をあらわにしない男が、真昼の空にある白い月へと手を伸のばす。

「真実はじきに映し出される。そろそろ遊戯ゲームの顔かお触ぶれも揃ってきたことだ。愚おろかしいあの男も知るだろう、ウィッカの願いとその過あやまちを」
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　ひとり廊ろう下かを歩きながら、アイリは大きく肩かたすかしをくらった気持ちで、ついうつむきがちになる。

　コーネル室長に思い切って両親のことを質問してみたものの、すっきりした答えが返ってくることはなかった。

　──そりゃ、そんなに都合良く、室長が父さんのこと知ってるとは限らないんだけど。でも、トリニックさんが名前を口にしてたってことは、父さんが本当に『ウィッカの予言』に関かかわってた可能性もあるのかと思ったのに……。

　考え出すとキリがなく、アイリは迷う気持ちのまま部屋へと戻もどろうとして、ふと足を止めた。

「そうだ、ハイヅカさん……新神殿の敷しき地ち内の視察にいくって話だった」

　出かけるのであれば、おおよその場所や時間を聞いておこうと、アイリはその足でハイヅカの部屋を訪ねることにした。

　なにしろここで置いていかれるようなことがあれば、ハイヅカとの距離次し第だいで災害を招くかもしれないのだ。

　相棒パートナーという関係で共に仕事をしているものの、ときにお互たがいが起き爆ばく剤ざいのスイッチになっているような気がしなくもない。

　アイリがハイヅカの部屋の扉をノックすると、気配がありすぐに開かれた。

　上背のあるハイヅカに間近で立ち見下ろされ、扉越ごしに向かい合うと、なんだか懐なつかしい気がする。

「どうした？　入れ」

　不思議そうに首を傾かしげられつつ、ハイヅカに割り当てられた部屋に踏み入る。

「なんだか、いまみたいなの久しぶりだなって思って。最近はハイヅカさんところにご飯食べにいっても、勝手に入っちゃいますから」

「なんだ、お前人にメシ作らせといて、さらに迎むかえを要求すんのか？」

　冗じよう談だんめかした言葉に、アイリは苦笑する。

「いーえー、めっそうもございません。あ、お茶は私が淹いれてみましょうか？」

　そういって、先ほどコーネル室長の部屋で目にしたのと同じ、部屋に備え付けられている茶器のセットに手を伸ばす。

　紅茶用のポットをやや小さくしたような渋しぶい色の器うつわにお茶の葉を入れようとして、アイリは戸と惑まどった。

　──そっか、この緑のお茶って、いつもハイヅカさんが分量みてるんだった。

　正直なところ、自分では茶葉の加減がわからないと思いつつ、容器を傾かたむけようとしたアイリは、その手をとっさに握にぎられる。

「まて！　茶にはコツがある。お前はこの茶を扱あつかうのに向いてない」

「え、お茶に向き不向きとかそんな相性があるんですか？」

「繊せん細さいさと、適度な加減が必要なんだ。持ち合わせに乏とぼしいだろ」

　ずけずけと言われまくりだが、アイリもいまひとつ訂てい正せいできる気がせず、おとなしくハイヅカに茶葉を渡わたす。

　ハイヅカはまず最初に熱い湯をそれぞれの湯吞みに注ぎ、器を温めると茶葉を入れたポットへ湯を移す。

　もはや手になじんでいるのだろう手順を、なめらかにこなしていくハイヅカは、茶を淹れていても、フライパンを握っていても姿勢がいい。

　その指先の動きや、ときおり伏ふし目がちになる横顔を見ていることに気づかれたくなくて、アイリは呼吸を押し殺す。

　──あー、やっぱりまだ妙みように意識してるかも。ハイヅカさんとふたりでいると、ときどき息苦しいような……。

　差し出された湯吞みを受け取るにも、自分のうろたえている気持ちに気づかれまいと無理ににこやかになってしまう。

　ほどよく呼吸をおいて、再び湯吞みへと注がれた液体は、綺き麗れいな色と香かぐわしい匂においを放っていた。

「あの……さっき迎えにきてくれたカイさんて、ハイヅカさんとすごく似てましたよね？」

　迷いつつも、気になっていたことを口にしてみる。

　カイの方がやや年下なのだろうという雰ふん囲い気きはあった。だが駅の前でカイが口にしたきつい言葉や、ふたりが視線すら合わせることがなかったのは、妙に気になっていたのだ。

「似てると思うか？」

「そうですね、見た目はもちろんなんですけど、基本的に無愛想だったり、視線が鋭するどすぎたり、他人を寄せつけない感じが似てました」

　はっきりと答えたアイリに、ハイヅカが「お前な……」と眉まゆ根ねを寄せる。

「相棒パートナーの俺にいいたい放題じゃねぇか」

「すみません、噓うそが苦手で」

　だがハイヅカとて、周囲が自分をどう見ているのかはわかっているらしい。

「……今日迎えにきたのは、俺の弟だ。三つほど歳としが離はなれてるけど、そういやお前と同じ歳か」

　やはりという気持ちもありつつ、弟だというカイの年ねん齢れいに驚おどろいてしまう。

「私と同じ歳ですか!?　それにしてはすごく落ち着かれてるというか……」

　その言葉にハイヅカは「あぁ」と気づいたようにうなずいてみせた。

「まぁ、あいつは昔からしっかりしてるな。『落日の礼拝』のことはほとんど覚えていないはずなんだが、ミッドパレスの復興にも人一倍熱心だ。もちろん、この家の役目のせいもあるんだろうけど」

　そういって言葉を切ったハイヅカに、アイリもそれ以上質問を重ねられなかった。

　──灰塚家は、星鎮守を補ほ佐さする家なんだって室長もいってた……それなのに、ハイヅカさんがミッドパレスを出て、七聖府ザインに入った理由って……。

　だがそう考えてすぐに気づく。

　──そっか、つい三ヶ月前まで、ハイヅカさんは『落日の礼拝』のときに巫女のコゲツを助けられなかったって思ってたんだ。だったら、ここには辛つらい思い出が多いのかもしれない。それに、コゲツを助けたかったってことは、ミッドパレスの神事自体にも複雑な気持ちがあったかも。

　助けられなかった幼なじみの少女、そして壊かい滅めつ的な攻こう撃げきを受けた故郷。

　そうした環かん境きように残されて、ハイヅカがなにを思って暮らしてきたのかアイリにはわからない。

　ハイヅカの過去を思い、じっと湯ゆ吞のみからあがる湯気を追っていると、ふいに口元になにか差し出された。

　顔をあげると、ハイヅカが妙に生真面目きまじめな顔でこっちを見ている。

「どうした難しい顔して。考え事には甘いもんだ、だろ？」

　差し出されたものをみると、親指の先ほどの白っぽい固まりで花を象かたどってある。

　花びらの先がうっすらとピンク色に染められ、まるで飾かざりボタンのように美しい。

　唇くちびるに押し当てられたものが本当に食べ物なのかと疑って、アイリはつい口を引き結んでしまう。

　からかわれているのではないかと警けい戒かいして見上げれば、アイリが口をとがらせているのがおかしいのだろう。

　笑いをこらえるような表情で、ハイヅカはもう片方の手でアイリの頰ほおをぎゅっとはさんだ。

「うぅっ……ひゃにすん……」

　思わず目が泳いだが、その隙すきにハイヅカは花の形をしたものをアイリの口に放ほうりこんでしまう。

　慌あわてて口を押さえたが、そのときには口のなかいっぱいに品のいい甘さと、ほんのり花の香かおりが広がった。

「ふわっ、なんですかこれ……めちゃめちゃ美味おいしい！」

　驚くアイリを見てハイヅカがぷっと吹ふき出す。

「お前っ……その顔、輝かがやきすぎだろ」

　明かりをつけたように、一いつ瞬しゆんで表情を変えたアイリのようすが面おも白しろかったのだろう。

　あまりに笑われてアイリも思わずふてくされたが、ハイヅカがさらに菓か子しを手に取ると、思わず厳しい顔をつづけるのが難しくなる。

　そのときふいにハイヅカに問いかけられた。

「そういや、ここにくるまで列車で爆ばく睡すいしてたな。昨日、寝ねてないっていってたけどどうした？」

「……う。あ～、なんというか寝付きも悪かったというか……」

　思い出して眉根を寄せたアイリに、ハイヅカが案じるようにため息をつく。

「ひょっとして……両親を亡なくしたミッドパレスへくることになったからか？」

　そう聞かれて、アイリの記き憶おくが昨夜まで巻き戻もどる。

　両親のことも、ハイヅカの故郷に対する気持ちについても、気がかりだったのは本当だ。

　自分にとってもハイヅカにとっても、ここが因いん縁ねんの地であることは間ま違ちがいないのだ。

　──もちろん、ここへくるまでもそうだったんだけど……確かにそうなんだけど、なんか別にも気になることがあったっていうか……。昨夜は練習用タロットカードを机に置いて、占うらないを始めようとしたまま、気がつけば数時間経たってましたとか……うぅぅ、いえない。

　思い起こすとアイリは机に額を打ちつけたくなる。

　考え事の途と中ちゆうから、一晩中アイリの頭をぐるぐる回っていたのは、『ハイヅカに好きな人はいるのだろうか？』ということだ。

　いま思い出しても、真夜中ゆえの思考の混乱だということにしておきたかった。

　──ハイヅカさんも昔はコゲツとのこともあっただろうし、いまはお互いの生活にほぼ張り付いちゃってるから、つきあってる人はいないだろうなってわかってるんだけど。

　だが、ハイヅカの心の中に誰だれかがいるのなら……ふいにそんな考えが浮うかんでしまうと、おろおろとする思考を止められなくなるのだ。

　なにしろハイヅカは、コゲツのことをずっと引きずるほど一いち途ずな面と、反面女性の扱いに手慣れたところがあって、アイリの知らない時間を誰とどう過ごしてきたのかが想像しづらいのだ。

　──うわ、やだな。こういうのって、女学院のときにもよく話してる子がいたけど……なんかもう過去のことをウジウジするのってどうかと思ってたのに。

　いまならその不安がよくわかる。

　単にそのころの自分は、こんな気持ちになったことがないから、突つき放していられただけのことなのだ。

「どうしたアイリ、なんか顔が赤いぞ」

　ふいに指し摘てきされ、アイリは思いのほか動どう揺ようしてしまい思わぬ言葉が口をつく。

「……いや、あの呪まじないを解いたときの……」

　そう言いかけて、慌てて口をつぐんだが、ハイヅカはすぐに察したようだ。

「あぁ、キスの」

　ハイヅカの唇がその単語を紡つむぐだけで、アイリはぐらりと視界が揺ゆれた。

「えぇっと、あのときのハイヅカさんが、妙に手慣れすぎっていうか……ほんと手慣れすぎでしょう！　って思って、ひょっとしてたくさん遊んできたのかなとか、まぁ、そんないらぬことを考えたりしてたら、いつの間にか……時間が経ってて」

　自分でも支し離り滅めつ裂れつだとあきれながら口にすると、ハイヅカ自身には思わぬ言葉だったのだろう。

　困こん惑わくのあまり厳しい表情を浮かべるアイリの前で、銀灰の瞳ひとみの中心が収縮する。

「俺が、遊んできたかどうか気になるって……？」

　ハイヅカが面白がるように視線をめぐらせ、笑われるかと思いきや、ふいに意地悪な笑えみを浮かべられた。
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「つまり、俺に興味があるってことだな？」

　アイリはとっさに反論しかけて、いままさに否定できないことを自分で言ったばかりだと思いだす。

「そんなこと……わかりません」

　ハイヅカが手にした砂糖菓が子しを唇にくわえると、その瞳が艶あでやかに笑みに細められた。

「じゃあ、もう一度、自分で確かめてみたらどうだ。一番わかりやすいと思うぞ」

　ハイヅカは立ち上がると、アイリが座っている椅い子すの背もたれに両手を置く。

　気づけば、アイリは腕うでの間からどこへも逃にげられなくなってしまった。

　近づいてきた銀の瞳の鋭さは狼おおかみを思わせるのに、どこか甘やかさを感じてアイリの視線が縫ぬいとめられる。

　出会ったときからいつでも、ハイヅカのその瞳には惹ひきつけられてきたのだ。

　唇に砂糖菓子の端はしがふれて、ハイヅカとのキスの熱が甦よみがえった途と端たん、のぼせたようにさらに頰が赤らむのがわかった。

　持ち上げた指の先がハイヅカの肩かたに触ふれて、アイリは突き飛ばしたいのかしがみつきたいのかわからなくなる。

　緊きん張ちようのまま息を止めた上うわ唇くちびるをかすめられ、びくっと肩が揺れるとそのままハイヅカに抱だきすくめられそうになり、アイリは必死に意識を押しとどめた。

　──違ちがう。待って……大体なんでこんなことに!?……だって、見回りにいくからここに寄って……は、そうだった、見回り!!

　アイリが我に返った途端、部屋の扉とびらが叩たたかれ開かれる気配があった。

　だがそれも、一瞬ののちに慌てて閉められる音に変わる。

「うぁ……ちょ、まってください!!　いまのって、サイクスさんなんじゃないですか！　いまから見回りにいくって──」

　右手でハイヅカの胸を強く押し返し、砂糖がついた唇を手で押さえる。

　激しい後こう悔かいと、自分自身への困惑。

　なによりハイヅカの振ふる舞まいを拒こばまなかった自分に、アイリは呆ぼう然ぜんとしていた。

　アイリのあまりの剣けん幕まくとアダムの訪問に、ハイヅカもそれ以上ちょっかいを出すつもりはないのか、そのまま扉をあけにいく。

「サイクス悪い。別にお邪じや魔まじゃないぞ、ちょっとふざけてただけだから」

　悪びれない声でそんなことを口にして、ハイヅカはアダムを迎むかえる。

　それでもやや遠えん慮りよがちに、アダムは顔をのぞかせた。

「取り込み中、すみません。そろそろ案内役の方もご一いつ緒しよくださるというので、迎えにきました」

　アイリは思わず拳こぶしを握にぎりしめると、立ち上がり廊ろう下かへ向かった。

「いえ、すみません。ハイヅカさんの悪ふざけでご迷めい惑わくをおかけしました。私も同行するようコーネル室長からいわれてますから」

　まだ動どう悸きは収まらず、頰の赤みがひかない。

　だがアイリを一番動揺させたのは、自分自身の気持ちだった。

　──どうしよう……嫌いやじゃなかったのが、嫌かも。

　まだアイリは、ハイヅカに自分の気持ちを告げたわけでもない。

　ハイヅカからすれば単なるからかいか、悪ふざけの延長ぐらいのつもりなのだろう。

　だがこれまでの自分なら、悪ふざけであっても先ほどの振る舞いを許すなど考えられなかったのだ。

　そんなアイリの態度を見かねたのか、隣となりを歩くアダムが気づかうように助言をくれる。

「イスフェルドさん、あなたの相棒パートナーミスター無神経に失礼なことをされたら、ただちに上官であるシアーズ主任に申しん告こくして、この男を七聖府ザインから放ほうり出したっていいんですよ？」

　さらりと恐おそろしいことを口にするアダムに、後ろを歩いてきたハイヅカがつぶやく。

「サイクス……そりゃ自分のこと棚たなにあげすぎだろ。これまで俺が出で迎むかえにいって、どれだけ女のベッドで寝こけてるお前を拾ってやったと思ってる」

　だがアダムは浅い青色の瞳を冷たくして、ハイヅカをひたと見み据すえる。

「申し上げておきますが、私はお相手の方の同意がなければ、自分から指一本触れたりいたしませんからね」

　そんなふたりの会話を背に、アイリは急ぎ足で先に建物の外へと出た。

　手のひらがひどく熱くて、指先が震ふるえる。それはハイヅカの言うことに、いちいち振り回されてしまう自分への怒いかりもあった。

　それなのに、背後にいるハイヅカとの距きよ離りを意識している自分がいるのも本当なのだ。

　──こんなときでも、ハイヅカさんと距離ができたら凶きよう運うんが発動するなんて……なんかすごく理り不ふ尽じん。

　だが一番理不尽なのは、以前であれば確実に相棒パートナー解消を申し出ていただろうアイリ自身が、それを実行しようと思えないことだった。




　ハイヅカとアダムが互たがいの『大人の振るまい』を正当化しあうのをよそに、アイリが建物の外へ出ると、そこには思わぬ人物の姿があった。

「カイさん」

　ハイヅカの弟だというカイの姿が見えた。

　アイリの横からすっと前に出たアダムが、カイに向かって会え釈しやくする。

「私がお願いしてたんです。復興の途中にあるミッドパレスは常に状じよう況きようが変化しているはずですし、神しん殿でんだというなら詳くわしい方に案内いただいたほうがよろしいかと」

　アダムの言葉はもっともだったが、やはりカイは視界からハイヅカを排はい除じよするような不ふ機き嫌げんな表情だ。

　だがハイヅカも特に異論はないようで、うながすように出発したカイのあとをアダムと連れだって歩き出した。

　なんとなく気まずい空気のなか、アイリも小走りにあとにつづく。

　灰塚の屋や敷しきを出て一同が向かったのは、大きな木々が影かげを落とす、白い砂じや利りが敷しかれた道だった。

　あきらかに人の手で整えられたその空間は、どこかしっとりとした空気に心が落ち着き静かな気持ちにさせられる。

　誰だれもが黙だまったまま進んでいくと、垣かき根ねがめぐらされた敷しき地ちへと到とう着ちやくする。

　四人は、その先の玉石が敷き詰つめられた細い小道へ足を踏ふみ入れた。

　やがて目にみえてきたのは、白木造りの巨きよ大だいな神殿だ。

　ずっしりとした茅かや葺ぶきの屋根に、その棟むねの両りよう端たんを支える重じゆう厚こう感のある柱が見える。

　その高さも、使われている木々の大きさからも、見る者を圧あつ倒とうするような存在感が漂ただよっていた。

「前に……本でみたことがあります。ミッドパレスの史料にスケッチが載のってました。たしか月を奉たてまつる神殿だって──」

　ミッドパレスにまつわる文化について思い起こしながら、アイリはそれを自分の目で確かめることができる幸運に感謝した。

「この新しい神殿で、明日は神事があるんですよね？」

　アイリが尋たずねると、前を歩いていたカイが足を止め振ふり向いた。

「そうだな、『落日の礼拝』以来、ミッドパレスで月への神事は一度も行われてはいない。半年前にようやく、ここへ本ほん殿でんが建て直されたばかりだからな」

　その言葉がアイリは気にかかった。

「その、神殿を建て直したってお話ですけど、ここはもともと神事を行ってた場所なんですよね？」

「いいや、もとの神殿があった場所は、もっとも呪じゆ詛その広がりがひどくてね。いまもまだその土地に人は入れないよ」

「じゃあ、まったく別の場所に神殿を建て直したんですか」

　ここは過去に『落日の礼拝』が起きた現場ではないのだと聞かされ、アイリは少し気が抜ぬけた。

　──物心ついて、自分が『落日の礼拝』の孤こ児じなんだって知ってから、ずっとミッドパレスのことを知りたかった。父さんも母さんも、その日どこにいてなにをしていたのか、どうして命を落としたのかは、誰も詳しいことは教えてくれなかったから。

　カイは神殿そのものにアイリが興味を持つことが意外だという表情だったが、説明をしてくれる。

「破は壊かいされた神殿の周辺は、いまだに呪力から解放されていないからな。巫女みこも不在のいま、本殿だけをここに造り直すにも意見がまとまらなくて苦労した」

　その言葉にはミッドパレスの人々が長い年月をかけて、少しずつ前進してきたのだという実感がこめられている。

　──都市が半はん壊かいしたって聞いてたけど、このあたりはまったくそんな気配を感じさせない。これだけ復興に力を注いでる都市に、コーネル室長が思うような『黒の七星旅団』に荷か担たんするような人間がいるなんて信じられない気がするけど。

　しかし、アイリたちが話している間にも、ハイヅカとアダムは神殿を迂う回かいして、先へ歩き出そうとしている。

「あ、もう。ハイヅカさんてば勝手に──」

　新しく建てられたばかりの神殿だと言うのに、周囲のことがわかるのだろうかとアイリが不思議に思うと、隣で不ふ愉ゆ快かいそうにカイのつぶやく声がした。

『どうせあいつは、誰より月の神殿には詳しいよ。ったく、俺にこんな女を押しつけていくなよな』

　突とつ然ぜんの耳を疑う言葉と口調に、アイリは一いつ瞬しゆん表情が固まる。

　カイが口にしたのは、ミッドパレスでのみ使われる言語であり、土地の人間でなければほとんど耳にすることも、口にすることもないものだ。

　アイリはとっさに、カイと同じ言葉で質問した。

『それが、あなたの本心ですか？』

　ぎょっとした顔でアイリから一歩遠ざかったカイに、にっこり笑ってみせる。

『伝わらなければ、なにを口にしてもいいって訳じゃないですよね。この都市の信しん仰こうには〈言こと霊だま〉っていうものがあるって聞いてますけど？』

　実際のところ腹を立てているわけでもないアイリは、これはカイと話せるきっかけになるかもしれないと感じる。

「すみません、押しつけられた女からカイさんに質問です。あなたはハイヅカさんの弟さんなんですよね？　聞いてみたかったんですけど……お兄さんのこと嫌きらいなんですか？」

　いきなり核かく心しんに踏みこんだアイリに、カイはさらに嫌そうに顔をしかめた。

「ほら、そんな顔するとますますお兄さんに似てます」

「やめてくれ！　だいたいなんでそんなことを君に話さないとならないんだ」

　振ふり切るように歩きだすカイを追って、アイリも急ぎ足になる。

「まーまー、別にいいんですよ。私のことはなんと思ってくださっても。ただ家族の人からも、同どう僚りようの話を聞いてみたいなーと思っただけですから」

「俺はもう何年もあいつに会ってないからな。君の方が詳しいだろう」

　これ以上話すことはないとばかりに、歩み去ろうとするカイの手を、アイリはめげずにがしっと捕つかまえた。

「なっ、離はなせ！」

　手を振り払はらおうとするカイを、「まぁまぁ」と強引になだめ、先に歩いていくハイヅカとアダムに呼びかける。

「ハイヅカさん、サイクスさん！　私こっち側からカイさんと回りますから、ふたりともこの塀へいの外には出ないでください～」

　突然アイリが張り上げた声に、ふたりは少し不思議そうに顔を見合わせたが、了りよう解かいしたとばかりに軽く手をあげた。

　ハイヅカと多少距離はできるものの、神殿の敷地内であれば問題がなさそうな距離だった。

　アダムもハイヅカと並ぶ聖戦器フアランクスの使い手だ。アダムの聖戦器が発動する防ぼう御ぎよ能力とハイヅカの攻こう撃げき力を合わせれば、攻こう守しゆ一体の動きがとれ、現場では無敵ともいえる。

　このふたりがいれば、万が一なにかあっても切り抜けられるだろう。

「さ、じゃあいきましょう」

「人の話を聞かない、あまつさえ空気を読まない女だな……」

　アイリの言動にカイが相当いらついているのはわかったが、そのまま腕うでを引いてハイヅカたちと距離をとった。

　──あんまり離れるわけにはいかないけど、これぐらいなら大だい丈じよう夫ぶだよね。

「おい、人のいうこと聞いてんのか！」

「はい、聞いてますよ」

　だがカイが本気で足を踏みとどめると、さすがにアイリの力で動かせはしない。

　ハイヅカほどではないがやはり上背のあるカイを、アイリはにらむように見あげた。

「も～、ちょっと個人的に話がしたいなっていうだけじゃないですか。そんなに怯おびえないでくださいよ」

　挑ちよう発はつするようなアイリの言葉に、カイもぴくりと眉まゆをあげた。

「別に、君に怯える必要なんてない」

「だから、そんなに構えないでくださいって。ほら、カイさんがお兄さんのことそんなに知らないなら、私がいろいろ教えてあげますからー」

　そう口にしたアイリに、カイは拍ひよう子し抜ぬけしたのか、足あし下もとをぐらつかせ引っ張られるままに歩きだす。

「なにいってる、別に俺はあいつのことなんて知りたいとも思わないし、できれば関かかわりのないままにしておきたかったぐらいだ。今回のことは、七聖府ザインも関係しているうえ、父が神事の支し度たくに多た忙ぼうだから、嫌いや々いやつきあわされてるだけだ」

　さきほどまでのすました顔つきとは違ちがい、いまのカイはアイリと歳としも変わらない、どこかふてくされた表情になっている。

「だいたい、君はなんなんだ。あいつとは単なる同僚だろう、どうして兄のことでつきまとう」

　カイの言葉に、今度はアイリがグッと言葉につまったが気力で顔をあげる。

「違います。カイさんこそ、ハイヅカさんのこと……って、カイさんも同じ姓せいですけど……とにかく、カイさんがお兄さんのこと知らないっていうなら、知ってもらいたいと思うので、私とご一いつ緒しよしていただけますよね？」

　にっこりと笑え顔がおで詰つめ寄るアイリに、カイは嫌そうに眉を寄せた。

「……勝手にすればいい。ただし俺もそう暇ひまはない、ここを一周したら戻もどるからな」

「はい！」

　根負けしたようすのカイと連れだって、アイリはハイヅカたちとは反対方向に向かって塀沿いに歩き出す。

「じゃあ、こっちから聞くが、君は対策室の一員だろう。あいつとなにか特別に関わってるのか……まさか、つきあってるとかそういう──」

　思わぬ言葉を聞かされ、その質問にアイリはつい取り乱しかける。

「なっ、なんでそう簡単に物事片づけようとしちゃいますかね。私はハイヅカさんの仕事上の相棒パートナーですよ」

「……相棒と同僚は違うっていうのか？」

　一瞬不思議そうな目をするカイに、アイリは対策室でも自分たちの関係が特とく殊しゆなのだと改めて実感する。

　──それに、いまさらだけどカイさんは、ハイヅカさんの不運体質のこと知ってるのかな？　ハイヅカさん自身コゲツが原因だってわかったのは、私が相棒になってからだし……。

　そのことに気づいて、アイリは迷い始めた。

　もしハイヅカがそのことを故郷でも明かしていないのなら、彼のそうした事情を自分が勝手に話してしまうわけにはいかない。

「つまりですね、私とハイヅカさんは同じ対策室の同僚ですけど、そのなかでも常に行動を共にすべき相棒パートナー制度が導入されてるんです。なんでかというと、えーと……私が今年入省の新人で、いろいろと不慣れなことも多くて、特別見張ってもらう必要があるんですよ」

　無理があるか……と自分でも思いながらアイリが説明すると、カイは不可解ながらそういうものなのかと納なつ得とくしたようだ。

「つまり君がペーペーの新人だから、あいつが面めん倒どうみてるってことか」

「…………そう、とってもらっていいです」

　アイリとしてはかなり不本意だったが、やはりここでハイヅカの体質について勝手に口にはできない。

「でも、ハイヅカさんはすごいんですよ。聖戦器の使い手としてはずば抜ぬけて優ゆう秀しゆうですし、どんな現場でも手段を選ばず相手をねじ伏ふせて……まぁ、ときにいきすぎて現場が崩ほう壊かいして主任が始末書なんてことも……あぁ、そうでなくて、もとは保安部所属だったんですけど、その腕を買われたので、いまは対策室で大だい活かつ躍やくしているというわけなんです」

　カイになんとかハイヅカのことを知ってもらいたくて、アイリは必死に言葉を並べる。

　だが、ハイヅカよりもやや暗みがあるカイの瞳ひとみは鋭するどいままだ。

　──は、でもお兄さんのことなんだから、やっぱり私よりカイさんのほうがよくわかってるのかも？　そういえばハイヅカさんは士官学校へ入ったって聞いてるけど、いつまでミッドパレスにいたんだろ。

「あの、カイさんが知ってることも教えてもらえませんか？　ハイヅカさんていくつの頃ころまでここにいたんですか？」

　質問すると、やはり先ほどまでとは違って、カイは珍めずらしいものをみるような顔で見つめ返してくる。

「なんですか？」

「ちょっと聞くけど、君はすごく小さいのに七聖府ザインにいるってことは、俺と同じ歳ぐらいなのか？」

「小さいは余計ですけど、カイさんと同じ歳です。れっきとした社会人ですから」

「で、男所帯にいるとそんなに気が強くなるもんか？　さっきから君に大たい抵てい失礼なこといってるけど、へこまないよな？」

　カイが思わぬことを口にするので、今度はアイリがあっけにとられた。

「別に、これぐらいだったらへこまないですよ。でも、物理的になにかされたり、物隠かくされたり捨てられたら、やり返しますよ？」

　女学校時代の日々が甦よみがえり、アイリはつい物ぶつ騒そうに微笑ほほえむ。

　なにしろ持ち前の幸運体質がたたり、周囲の女性からはほとんどやっかみと鼻つまみ者扱あつかいされ、数々のいやがらせに不ふ愉ゆ快かいな思いをすることなど珍しくもなかったのだ。

「それに、カイさんは私のことを知りません。私もカイさんのことはほとんど知りません。そういう相手になにかいわれても、真に受けないでしょう？」

「……真理だな。ふぅん、七聖府の女性職員ってのはみんなそういうものか？」

「そりゃ、この大陸全土の皆みなさんの安全を預かる場所ですからね。気持ちもしっかりした人が多いと思います。それに、私のことは『君』じゃなくて『アイリ・イスフェルド』って名前がありますから、いいですよ名前で呼んでくださって」

　カイがずいぶん砕くだけた口調で話すのは、自分がなめられているからなのだろうが、いっそそれなら懐ふところに飛びこみやすい。

　アイリは挑ちよう戦せん的な笑みを浮うかべてカイを見つめた。

「じゃあ、『アイリ』。俺がここを案内してやるついでに、あいつの話も聞かせてやろう」

　どこかきかん気な笑みで返されたカイの声に、名を呼ばれたアイリは少しだけどきりとする。

　──やっぱり兄弟だからかな。ハイヅカさんと声も似てる。

　そんなことを思いつつも、カイについて神しん殿でんの脇わきを回って歩く。

「あいつは……兄は、十四歳までここにいた。『落日の礼拝』のあと、巫女みこが不在になって、灰塚家は一時期神職としての役目を失った。ミッドパレスで暮らす人間にとっては、信しん仰こうが奪うばわれたことも心細かったはずだ」

　カイが話してくれるところによると、ミッドパレスの人々は、災さい厄やくに襲おそわれた土地の片づけや復旧をひたすら優先した。そしてようやく自分たちが暮らしていく場所をある程度取り戻した時点で、月の神殿の再建を願ったらしい。

「いまも星ほし鎮ちん守じゆでもある満守家の巫女は不在のままだが、それでも月に捧ささげる祈いのりや奉ほう納のう舞まいぐらいは毎年つづけていきたいって希望だった。もともと神殿があった土地はまだ強い呪じゆ力りよくが働いているから、新たに場所を占うらなってここに再建することになったんだ」

「呪力が残ってるって、それも『黒の七星旅団』のせいなんですか？」

　ミッドパレス復興に関しては、七聖府ザインの他ほかの都市からも支し援えんがあり、進しん捗ちよく状じよう況きようは連合議会へも提出されていたが、当初の予定よりはかどっていないと聞く。

「そうだな、奴やつらがふりまいた呪物が原因の災厄で、神殿付近の土地が病やんでるんだろうな。植物が育たない。神が宿っていたはずの岩が割れたり泉が涸かれたりしたことで、神事を行うにもふさわしい場所じゃなくなってる」

　カイが口にするミッドパレスの信仰は、アルステラ大陸に浸しん透とうする占いや呪まじないとはまた違った様式を取るのかもしれないが、本質はそれほど違わないように思える。

　ウィッカが七聖守護物ザインタリスマンを配したことで、この大陸に存在する守護物タリスマンは、雨を降らせたり病を治したりと、物理的な効果を持つようになった。

　だが、そうした作用ももとは同じ、人の信じる気持ちや願いがこめられたものなのだ。

　ミッドパレスの人々は、自然のなかに神をみるのだと聞いていたが、大きな木々に囲まれ、すべて木材で組みあげられた神殿をみれば、確かにこの場所に特別な力が注がれていると感じられた。

　いまこうしてカイと歩いている神殿の周囲には、樹じゆ齢れいの長そうな太い木々が目立ち、比ひ較かく的てき被ひ害がいが少なかった土地なのだとわかる。

「それと、ひとつ気になることがありまして、ミッドパレスの復興が、思うようにいってないという話を聞いてきたんですが」

　なるべく特別な質問に聞こえないようさらりと口にしたアイリに、カイがはっとしたように鋭い視線を向ける。

「でも、こうして新しい神殿を見ていると、災厄のあともわからないぐらい綺き麗れいに整えられてますよね。復興が遅おくれてるって印象もないし、なんだか『落日の礼拝』がどういうものだったのか、想像がつかないぐらい……」

　無神経なことを口にしているかもしれないと、アイリにも自覚はあったが、ここはあまりにも清すが々すがしい気配にのみ満ちている。

「だろうな。それはまだアイリたちが問題の場所をまったく見てないからだ。それにミッドパレスも、災害の記録をほとんど非公開にしてきた。それに七聖府ザインも『落日の礼拝』について詳しよう細さいを発表しなかった。その理由はわかってる。『黒の七星旅団』の存在をこれ以上世間に知らしめたくないからだ。だから、俺たちは……いや、ミッドパレスの一部では七聖府に対して根強い不信感がある」

　はっきりと含ふくむところがあると告げられ、アイリの胸がずきりと痛む。

「……お気持ちもわかります。私も七聖府のすべてを知ってるとはいえません、それでも信念があって入省しましたし、今回の調査もミッドパレスの復興への手がかりをつかむためにきたという気持ちに、まったく噓うそはありません」

　臆おくすることはないと胸を張って口にしたが、カイの抱いだく気持ちもわからなくはない。

　いまアイリが所属する七聖守護物ザインタリスマン対策室は、近年になり、再び『黒の七星旅団』の動きが活発になったことで新設された。

　だが、それまでの七聖府ザインが、政府を脅おびやかそうとした『黒の七星旅団』の存在を公おおやけにすることに積極的でなかったのは確かなのだ。

　人々に不安を与あたえまいという配はい慮りよもあるのだろうが、カイをはじめミッドパレスの人々には、もどかしい思いがあったのに違ちがいない。

「それに、私にとってもミッドパレスは特別なんです。両親を『落日の礼拝』で亡なくして、物心ついてそれを知ってから、調べようとしたけど難しかったです。本当に当時の記録や資料が少なくて、結局養父母から聞き出してふたりが七聖府にいたことがわかったんです」

　アイリの言葉にカイははっとしたようだ。

　七聖府からきたアイリに『落日の礼拝』に関かかわる過去があるとは思ってなかったのだろう。

「俺たちの年ねん齢れいだと、当時のことはあまり覚えていない。しかももともとミッドパレスの人間は、あまりこの都市を出ないから話が伝わることも少なかったと思う。あのときのことを、外で知る手段はほとんどなかっただろうな」

　少しだけカイの声がやわらかみを帯びたのは、アイリが単に公務としてだけの理由でミッドパレスを訪おとずれたのではないと知ったからだろうか。

「けど、当時は俺たち子供でも、周りの大人がミッドパレスの再建に必死になっていることはわかってた。もともとここは優ゆう秀しゆうな術者も多くて信仰心も篤あつい。だからこそ、木々と月に見守られた生活を取り戻もどすことに、みんな懸けん命めいだったんだ。それなのに兄貴は、十四になるなり、ここを出て行くっていいだした」

「それは、ハイヅカさんが自分で決めたことだったんですか？」

「だろうな。その頃には復興も一段落して、そろそろ神殿のことも考えたいって声が周りからもあがってるときだった。兄貴は跡あと継つぎだったのに、それを投げ出すなんて裏切りだ。それを、父もどう思ったか……」

　カイの声が沈しずんでいくのに、アイリもようやくわかってきた。

　そうした実家の事情のなか、ハイヅカは飛び出すように故郷を出てきてしまったのだ。

「それでも、父だけは止めなかった。好きにさせろといって、結局いまは俺が代理で立ってる」

「カイさんは、跡継ぎになるのは嫌いやだったんですか？」

「違う……！　そんな理由じゃない。俺はこの務めに誇ほこりを持ってるし、まだまだミッドパレスが元通りになるためにも、するべきことが多いんだ。そのことは誰よりもわかってる」

　やはり話がハイヅカのことに触ふれると、カイはひどく不ふ機き嫌げんになるようだ。

　──でも、これだけ反発するってことは、本当はお兄さんのことが好きだったからじゃないのかな。裏切られたって強く思うのは、それだけハイヅカさんのこと信じてたってことだよね？

　アイリにはそうとしか考えられない。だが、カイもまたハイヅカと兄弟だからこそ、素す直なおに気持ちをあらわすとも思えなかった。

「もう、仕方がないですねぇ。いいですよ、なら他のご家族の方にでも聞いちゃおうかな。どうしてあんなにハイヅカさんが料理上手なのかなとか、実家でも猫ねこ飼ってたんですかとか……」

　ついそう口にしたアイリは、カイに手を取られて驚おどろく。

「いま、なんていった？」

「え……あのハイヅカさんて、わりとなんでもできちゃうじゃないですか。聖戦器フアランクスだけじゃなくて、ナイフの扱あつかいもすごいもんですよ～。こないだ食べたサラダでは、トマトで薔[image: ]ばらをつくったりしてましたよ」

　アイリの話に、カイはあっけにとられたように口を開けている。

「……なに、してんだ一体。しかもアイリがそれ食べてるのか!?」

「ほかに果物にも細工できるっていってましたけど、まさかミッドパレスの男性はそういった技能を身に付けたりする習慣が……」

「あるわけないだろ。しかし、あの兄貴が料理。しかも同どう僚りようの女に食べさせてるとか……人格崩ほう壊かいしたのか!?」

　あまりの驚きぶりに、アイリもそのことを意外に思う。

「ははぁ、じゃあハイヅカさんは、ご実家では料理はしてなかったんですね」

「当たり前だ。基本的に男子が厨くりやに入ることもないぞ。しかし、アイリはみかけによらず恐おそろしいな。あの兄貴が料理を食べさせる女……」

　どうやら本気で驚きおののいているようすのカイに、アイリは首を傾かしげる。

　──私も最初は、士官学校時代に現場実習とか野外演習があるから、食料の現場調達と調理ぐらいしたんだろうなって思ってたけど。それにしちゃハイヅカさんの手慣れすぎなとこは、あきらかに好きでやってるとしか思えないって、途と中ちゆうで確信したんだっけ。

「一応、食費はいれてますよ？」

「……やめてくれ、ますますわけがわからん」

　だがそんな会話をしながら歩いているうちにも、アイリとカイは神しん殿でんの敷しき地ちをほぼ半分ほどまできたようだ。

　前方からハイヅカとアダムがやってくるのが見えると、二組は合流し歩いてきた道を戻ることにする。

　背後を振ふり返りながら、アダムがカイに話しかけた。

「すみません、カイさんに神殿の敷地内にある他の出入り口と、神事で運び込まれるものについてお伺うかがいしたいのですが」

　そう申し出たアダムに、カイはうなずくとふたりで並んで歩きだす。

　ハイヅカはアイリの隣となりにきたかと思うと、ぼそっともらした。

「あいつと話すことなんてあったのか？」

「そうですねぇ。話してみたら、私がぺーぺーの新人でハイヅカさんに迷めい惑わくかけてる、小さくて気の強い女だってことが伝わったみたいですけど」

　先ほどのカイとの話をかいつまんで口にしてみると、まったく内容が違ってしまった気がしてアイリは顔をしかめる。

「……なんだその話は。でも、あいつは言葉がキツイからな、いいたい放題いわれたんじゃないのか」

　なにをどう訂てい正せいしようかとアイリが言葉を探していると、ハイヅカの手がぽんと後頭部を押した。

「戻ったら、会食になるだろうから、冬とう眠みん前の熊くまぐらい食っとけよ」

「な、出張先で大食い推すい奨しようってどういうことですか」

　ハイヅカが自分のペースで歩き出すと、アイリはなかなか追いつけない。

「たぶん、神事の前だから特とく殊しゆな献こん立だてになるはずだ。お前は物足りないだろうし、ダリウスは……ちゃんと食えるのかあいつは……」

　どうやらここでの食事は、普ふ段だんハイヅカが作る料理ともずいぶん違うらしい。

　──そういえば、ミッドパレスの人はやたら穀類を食べるってなにかで読んだ気がする。

　その言葉に、アイリはすでに会食に心奪うばわれながら、ハイヅカと一いつ緒しよに屋や敷しきへと戻った。
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　それぞれが一度部屋に戻ると、案内役の女性があらわれ会食用の広間へ通された。

　コーネル室長をはじめ、アイリたちもそれぞれが用意された席へつく。

　室長と共にあらわれたダリウスが、ひとり思いつめた表情で口をつぐんでいるのが気になった。

　元上司でもあるトリニックと一緒の仕事ということもあり、やはり気が重いのかもしれない。

　しかしそのトリニックは、明日までにまだ準備や調べ物があるらしく、会食には欠席とのことだった。

　会食用の部屋を眺ながめると、やはり他都市からの来客用なのか、広い長机に椅い子すがいくつも並べられている。

　どうやら食事の様式を、ある程度セントパレスに合わせているようだ。

　それでも広間と厨ちゆう房ぼうを行き来している給きゆう仕じ担当の人間たちは、カイが身に着けているのと似たような前合わせの衣い装しようだ。

　全員が席に着くと、灰塚家当主であるコウ氏が広間を見み渡わたして会え釈しやくをし、口をひらいた。

「明日には、対策室の皆みなさんで七聖守護物ザインタリスマンの調査に向かわれると伺っております。ですが、神事の直前ということもあり、我々の協力は限られてしまうでしょう。場所については以前の神しん殿でん跡あとということですので、エンの案内で不便はないはずですが、我々の不在をお詫わび申し上げておきます」

　当主であるコウ氏の淡たん々たんとした言葉に、コーネル室長がうなずいてみせる。

「えぇ、承知しております。こちらもご迷惑にならぬ範はん囲いで、ミッドパレスの皆様のお役に立てる結果を持ち帰るため最善を尽つくします」

　腹のさぐりあいがにじむような大人のやりとりを耳にしつつ、アイリはコウ氏の視線が気に掛かかって仕方がなかった。

　彼はハイヅカにとって父親のはずだが、恐ろしいことに弟のカイよりも自然に息子むすこの存在を視界に入れていないようなのだ。

　それは怒いかりや憎にくしみがあるからというよりも、そこに息子がいるという認識がないような自然な態度だった。

　──さっき、ハイヅカさんにも案内できるって、名前まで口にしたのにちらりとも見なかった。こういうのって、寂さびしくないのかな。それとも、特別なお家うちだからそれが当たり前だったりするの？

　ひとり気をもむアイリをよそに、今度はカイが立ち上がるとその場の全員に会釈をして告げた。

「対策室の皆様も明日は調査のあと、神事の会場へ立ち入られるとのこと。申し訳ございませんが、禊みそぎのひとつとして今日は我々と同じ食事を召めし上がっていただきます」

　そう説明されて運ばれてきたのは、漆うるし塗ぬりの椀わんの載のせられたお膳ぜんだった。

　ヘヴンリーパレスの貴族たちが催もよおす正せい餐さんとも違ちがい、並べられた器うつわはどれも朱しゆ塗りや金きん箔ぱくで彩いろどられた端たん正せいなもので、どこか丸みを帯びた印象がある。

　皿に並べられる料理も初めて目にするものばかりだったが、どれも綺き麗れいに形を整えられ、色味や盛り合わせに細心の心配りがされていた。

　白く四角いものの上に、鮮あざやかな菜の花がのせられた小皿。

　他ほかにもスープの中に饅頭まんじゆうのようなものが沈しずんでいたり、煮に込んだ根菜らしきものがゼリーで固められ綺麗に並べられている。

　当然、ハイヅカをはじめとしてコーネル室長やアダムも、戸と惑まどうこともなく料理を口に運びはじめた。

　アイリはどれから口にしようか迷ったすえ、白くふわふわとしたものが浮うかぶ器を手に取った。

　口に含ふくんだ途と端たん、ふわりと香かぐわしい柑かん橘きつ類るいの匂においが抜ぬけ、やさしい旨うまみが広がる。

　思わず目を輝かがやかせて、煮込みや野菜の焼き物を口に運びつづけていてようやく気づいた。

　──あ、そうかこの食事って、肉や魚が全然使われてないんだ。禊っていってたけど、これはミッドパレスの神事用に食べる特別料理なんだろうなぁ。

　アイリの故郷でも祭事のときにだけ焼くパンケーキや、鳥を焼いて食べる習慣がある。

　つまりこれも、そうした習慣のひとつなのだろう。

「は……」

　白いやわらかな物体を木のさじで口に運んだ途端、とろけるような食感に、アイリは思わず声をもらしてしまった。

　他のメンバーの視線が集まる中、恥はずかしくなって照れ笑いをする。

「すみません、美味おいしくて。これは甘くないプリンみたいですね」

　小声でそういうと、向かいの席についているコウ氏が、目元を和なごませて説明してくれた。

「それは、豆から作られているのですよ。滋じ養ようもありますし、ここでは日常的に食べられているものです」

「豆！……全然わかりませんでした」

　驚おどろきつつも笑え顔がおを返して、アイリは感心していた。

　これまで自分が口にしてきた豆料理とは、まったく違う食感が気に入った。

　気になってちらりと隣をみると、さすがにダリウスも仕事先で好き嫌きらいを発揮することはないのか、もくもくと料理を口に運んでいる。

　──すごい。ダリウスさんがこんなに野菜を食べるのはじめてみたかも……しかもあのペースだと、実はかなり美味しいと思っているはず。

　普段から職場で昼食をとるときも、淡々と手早く食物を胃に収めている感があったダリウスだが、今日はひとつひとつ口に入れては味を確認しているようだ。

　──このお料理って、どれも薄うす味あじなのにちゃんと野菜の匂いがするし、さっぱりしてるけど味が複雑な気がする。

　アイリ自身はおかわりをしたくてたまらなかったが、仕事の場でもあるだけに食しよく欲よくをぐっとこらえた。

　食事を終えると、当主であるコウ氏は明日の支し度たくがあることを詫びて、カイを伴ともなって先に退室していく。

　残されたアイリたちは、そのままコーネル室長から明日の予定を聞かされることになった。

「明朝は、早くから全員で以前の神しん殿でんがあった場所を訪おとずれます。まず現場で七聖守護物ザインタリスマンの調査を終え、必要な情報をまとめます。七聖守護物は新しい神殿に移されます。我々も護衛をかねて新神殿へつき添そう予定だから、月への奉ほう納のう舞まいを見学できるかもしれないね」

　朝から動くとはいえ、一日の間に調査から七聖守護物の移動までを済ませてしまうという日程に、思った以上に時間がないことを知らされる。

　さすがに対策室全員が、とまどいながら視線を交かわしあった。

　中でも七聖守護物に一番詳くわしいダリウスが、深刻そうに口をひらく。

「明日は、旧神殿跡で必要な数値をとることになっています。不本意ですが研究室室長も同行でね。じつは外部の人間が、七聖守護物の設置場所へ入るのは前ぜん代だい未み聞もんですが、ミッドパレスの七聖守護物とその効力について、この都市の人たちも不安を募つのらせている面がある。とにかく明日は、間ま違ちがいのない結果を持ち帰ることが目的です」

　ダリウスが口にした内容は、その場の誰だれもが心の底にひそませている不安だ。

「あの……これはあくまでもしもの話ですけど、七聖守護物が偽にせ物ものだったりすると、もっと早くに他の都市の七聖守護物や、それが作ってる『風の天窓』に異常がでるんじゃないんですか？」

　アイリの疑問にダリウスは小さく首を振ふった。

「わからない。それは以前から危き惧ぐされてきたことだけど、まだ七聖守護物ザインタリスマンが完全に破は壊かいされたり、奪うばわれたりした例はないんだ。もしミッドパレスの七聖守護物に異常があったせいで、この土地の復興が遅おくれてるんだとすれば、それもまた研究が必要な事実だね」

　研究者としての顔をのぞかせるダリウスの言葉に、「頼たのもしいねぇ」とコーネル室長が応じる。

「それと調査結果に関かかわらず、明日はイスフェルド君にも現場でタロットを使ってもらいたい。いろいろ気になることもあるからね」

　そういったコーネル室長の表情が日ひ頃ごろより硬かたくなるのも無理はない。

　七聖守護物の実物を前に、ウィッカの遺産と言われる特別なタロットカードを使うのは、はじめてのことなのだ。

　アイリはその予兆ともなった、夢のことを思いだして口をひらく。

「そうですよね。私の夢に二度目にコゲツがあらわれたときに、『招待状を手配済み』だといって、そのあと創立記念式典の襲しゆう撃げきでシアーズ主任が怪我けがをしたんです。あの襲撃にコゲツが関わってたことからしても、『黒の七星旅団』は、対策室がここへきていることを知ってる可能性がありますよね」

　そのときコゲツが口にした、『君と一いつ緒しよに真実を確かめたい人がいる』という言葉がアイリは気になっていた。

　アイリの話に、ハイヅカと並んで座っていたアダムが口をひらく。

「新神殿への襲撃に備えて、今日はカイさんに新しい神殿の周辺を見せていただきました。……幸い出入り口は少ないですし、神事の本番にはミッドパレス側でもかなりの数の人間を警備に立たせる予定だそうです。仮に『黒の七星旅団』が七聖守護物を狙ねらって動くとしても、かなり周しゆう到とうな用意がなければ難しいでしょう」

　そんなアダムの言葉のあと、すぐにハイヅカが軽く手をあげた。

「室長、明日の調査と神事の間、俺とサイクスに聖戦器フアランクスの所持許可をいただけませんか？」

　席を立ち上がったハイヅカの顔は真しん剣けんだ。

　ほんのしばし、ふたりの間に沈ちん黙もくが流れると、コーネル室長から気の抜けた返事があった。

「いるかなぁ？……聖戦器」

「用心にこしたことはありません。私たち外部の人間が各所に出入りすることになりますし、神事の警備の足しにもなるでしょう」

「私からも、お願いいたします」

　アダムも言葉を添えるのに、コーネル室長は目を閉じて深くうなずいた。

「了りよう承しようした。なにより、ミッドパレスで再び『黒の七星旅団』による被ひ害がいがあれば、七聖府ザインも連合議会に責任追つい及きゆうされることになる。イスフェルド君の夢での話もあることだし、油断はできない状じよう況きようだ」

「それでは明日」と解散を告げたコーネル室長に、ハイヅカが敬礼を送ると、同じく立ち上がった全員がそれにならう。
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　各自部屋に引き上げ、明朝に備えて早めの就しゆう寝しんをしようと思っているのに、アイリは意識が冴さえてなかなか眠ねむりに落ちることができない。

　明日はいよいよ災さい厄やくの中心地となった場所へ向かうと思うせいなのか、アイリの気持ちは複雑だった。

　現場をみてみたいという思いと、なにか辛つらい気持ちが押し寄せるだろうかという不安。

　──やっぱり自分で思ってるより気にしてるのかなぁ。いままで場所が変わったぐらいで眠れなくなったりしたことないのに。

　今夜はダリウスにもらった守護物タリスマンをしっかり寝しん台だいの端はしに吊つるしてある。これでもう、夢にコゲツがあらわれることもないはずだ。

　その心配がないだけでも、いまのアイリには心強かった。

　いつの間にか、意識が目覚めと眠りのはざまを行き来しつつあるなか、アイリの視界に見たこともない風景が広がっていく。

　どうやら立っているのは、暗く幅はばの狭せまい石段のようだ。ずいぶんと急な階段を下りて進むと、先にも明かりがなく周囲の薄うす暗ぐらさに目を凝こらす。

　壁かべは自然な岩がん盤ばんのようだが、石段や空間はあきらかに人工的に作られた地下室のようだ。

　目の前には、ミッドパレスで目にした木製の格こう子し戸が見える。

　アイリの目の前でそれが天てん井じようへと引き上げられると、その先にもかなりの広さがある地下空間が広がっていた。

　下りてくるまでの石段と違ちがい、そこには背の高い棚たながいくつも並んでいるのがわかる。

　あまりの視界の利きかなさに、アイリが手で壁に触ふれようとした瞬しゆん間かん、周囲を轟ごう音おんが包んだ。

　突とつ然ぜんの揺ゆれと衝しよう撃げきに動けなくなると、頭上で人の騒さわぐ声や、あらゆるものが破壊される音がたてつづけに聞こえる。

　──なに、なにが起きてるの!?

　やはり周囲はよく見えぬままだが、アイリは必死に目を凝らす。

　すると耳を覆おおわんばかりの騒そう音おんのなかに、妙みように浮うき上がった音が混じった。

　ホワァ、ギャァァ、と不安定に高く揺れて、引き絞しぼるように泣く声は赤ん坊ぼうのようだ。

　暗がりが恐こわいのか、他ほかに理由があるのか尋じん常じようでない泣き声がつづいている。

　この騒ぎのなか、暗がりに赤ん坊がいるとは信じがたいが、アイリは壁に手を這はわせ歩きだした。

　──どうして、こんな場所に赤ん坊が……!?　誰かが抱だいてるの？

　そのとき、視界の隅すみにぽぅっと灯ともる小さな灯あかりが見えた。

　人の握にぎり拳こぶしほどの光は、ぼんやりとごく狭い範はん囲いしか照らし出さないようだ。

　だが、その光が移動するにつれて、人の吐はく荒あらい息づかいと、赤ん坊の頼たよりない泣き声が移動する。

　アイリはその声の出所を確かめなければという思いにかられ、小さな灯りに向かって暗がりに足を踏ふみ出す。

　やがて、その人物がすぐ近くを急ぎ足で進むのが見えた。

　ほんのりとわずかな灯りに照らし出されたその横顔は、ひどく鋭するどい表情を浮かべた金きん髪ぱつの男だ。

　火がついたように泣く赤ん坊を、片かた腕うでで深く抱きかかえている。

　不思議なことに、男は同じ暗くら闇やみにいるアイリの存在にはまるで気づいていないらしい。

　そのとき、にらみつけるように背後を振り返った男の瞳ひとみが、ややくすんだ紫むらさき色いろだと気づく。

　男は誰かに追われているようだ。

　──あ、この人の顔……どこかで……。

　アイリがはっと我に返った瞬間、追っ手らしき人間が複数駆かけてくる靴くつ音おとがする。

　男の腕のなかにいる赤子はいっこうに泣き止やむ気配はないが、男はかまわずくるんでいる布をかぶせてしまったらしい。かん高かった泣き声がわずかにくぐもる。

　とうとう手元の灯りも消したのだろう、あたりはまったくの暗闇に包まれてしまった。

　足音が増え、それは緊きん張ちようを強しいるように慌あわただしく乱れたものになっていく。

　暗闇がどんどん深くなり、アイリ自身もこの状況に恐きよう怖ふを感じはじめた。




　リィィ──ン




　まったく予期せぬ澄すんだ音が耳に響ひびいたかと思うと、一いつ瞬しゆんにして意識がすぅっと浮かびあがる。

　はっと目を覚ますと、寝台の脇わきにつり下げたダリウスの守護物タリスマンが涼すずやかな音を立てた気がした。

　だが実際には、息をひそめてみても鈴すずの音が現実のものだったのか、夢のなかだけのことだったのかわからなくなっていた。

　寝台に身を起こし、自分が眠っていたことを知る。

　──もし、本当に鈴が鳴ってたなら、さっきの夢に誰だれかが干かん渉しようしようとしたってこと……？

　そう考えた途と端たん、背筋がぞっとして、アイリはいてもたってもいられなくなる。

　夢の内容を詳くわしく振り返る間もなく、外套オーバーコートをはおるとそのまま部屋から外へ出た。

　いまは暗い部屋よりも、闇やみの底のような夢の記き憶おくがなにより恐おそろしかったのだ。

　赤ん坊を連れた誰か。

　一瞬だけ、浮かびあがった横顔はアイリがよく知っているはずの顔だった。

　──あれは……たぶん父さんだった。

　幼い頃ころから両親の写真は一枚だけ持ち歩いているものがある。

　養父母がアイリを孤こ児じとして引き取る際に、亡なくなったふたりの所持品が七聖府ザインに回収される中から、手に入れてくれたものらしい。

　端がよれてしまっているその一枚は、父か母が常に持ち歩いていたものなのだろう。

　まだ生まれて間もない赤ん坊を抱いて、嬉うれしげな笑えみを浮かべる若い男女。

　艶つややかな栗くり色いろの髪かみの女性と並んで、金褐かつ色しよくの髪の男性が満面の笑みを浮かべている。

　その細められた瞳は、間ま違ちがいなく先ほど夢に見た鋭い視線と同じものだった。

　では、あの腕に抱かれていた赤ん坊は自分なのだろうか。

　アイリは疑問に思ったが、夢で自分がいた場所はミッドパレスのようにも思える。

　──でも、だとしたら私はそのとき三歳だったはず。あんなに小さな赤ん坊じゃなかった。それとも、私がまだ赤ん坊の頃にもここへきたことがあるとか？

　考えても答えは見つからなかったが、うずまく疑問にアイリはもう一度自室へ戻もどって練習用のタロットカードをめくってみようかとも迷う。

　廊ろう下かの途と中ちゆうで足を止めていると、近づいてくる足音が聞こえ、建物の出口のほうから歩いてくる人ひと影かげがみえた。




[image: ]




　明日の旧神しん殿でんへ向かう前に用意しておきたいものがあり、ハイヅカはひとり夜半に別べつ棟むねへと出向いていた。

　この屋や敷しきを出てずいぶんと経たつが、もちろん位置や間取りに変わったところはなく目指す場所へはすぐにたどりつける。

　そのぐらいの距きよ離りならば、アイリの凶きよう運うん相そう殺さい効果にも影えい響きようはないはずだった。

　引き戸になっている木製の扉とびらを開け、暗がりのなか持ってきた手しゆ燭しよくに明かりを灯す。

　そこは天井が高い木造の酒蔵だった。ハイヅカは持ってきた瓶びんに、目当てのものをつめるとすぐに外へ出ようとした。

　だがそこに人の気配を感じて、はっと身構える。

「……こんな時間に盗ぬす人つとみたいな真似まねして、みっともないもんだね」

「カイ、どうしてお前が」

　あきらかに刺とげ々とげしい空気をまとった弟の姿に、ハイヅカはやっかいだなと内心嘆たん息そくする。

　いまになってミッドパレスに自分があらわれたことで、どれほどカイがいらだっているのかはわかっている。

　どれほど弟にうとまれようと、自分に非があると自覚しているだけに、弁明するつもりはなかった。

　だが、カイはまっすぐに歩みよってくると、ハイヅカの手前で引き戸に向かって足をかける。

　昼間の振ふる舞まいからは想像もつかない乱暴な仕草だが、表情をみればまだこれでも怒いかりを抑おさえているのだろうと感じる。

「俺は誰かさんの代わりに灰塚家を任されてるから、屋敷の管理にも責任がある」

　挑ちよう発はつするかのような口調にも、言い返すことはできない。

　カイの怒りや不満、その反発もすべては自分に向けられて当然の感情だからだ。

　言葉も見つからないまま、ハイヅカは行く手を遮さえぎるカイの足を軽く手ではらい落とすとその間をすり抜ぬける。

「悪いな。明日は調査に向かうから、神殿に入るための清めの御お神酒みきを取りに来ただけだ」

　そう言って立ち去ろうとした背中に、カイの鋭い声が投げかけられた。

「七聖府ザインの人間なんて……信用できたものじゃない。父さんが立ち入りを許可したのだって、星ほし鎮ちん守じゆの代理としての立場があるからだ。自分の行動が正しかったのかどうか、明日その目で真実を確かめてみればいい。それでも恥はじるところがないなら、仕事でもなんでも勝手にして、二度とこの土地に戻らないでくれ」

　投げつけられた言葉に、思わず振り返る。

「どういうことだ？」

　まるでなにかを確信しているかのようなカイの言葉が気にかかる。

　だがそれ以上説明する気はないのか、カイは兄と同じ銀灰の瞳で軽けい蔑べつをこめた一いち瞥べつだけを残して立ち去ってしまった。

「…………ちょっとみない間に、ずいぶん生意気に育ったじゃねぇかよ」

　ハイヅカはぎゅっと拳を握ったものの、そのままカイに背を向けると、もときた建物へと戻る。

　仕事で戻ってきたというのに、夜半に兄きよう弟だい喧げん嘩かをしでかすのはさすがに大人げないというものだ。

　だが廊下を歩く間にも、カイの口調や視線を思い出すと、日中に新神殿でアイリと楽しげに話していたようすが甦よみがえった。

　──だいたい、アイリのやつも昼間の調査で、カイなんかとなにをあんなに話しこんだりすることがある？

　アイリに対してまで理り不ふ尽じんないらだちがわき上がり、自己嫌けん悪おにうなだれる。

　思えばその見回りの前に、部屋でアイリに仕し掛かけた悪ふざけはいきすぎたという反省もあった。

　アイリが色いろ恋こい沙ざ汰たにうといだろうことは、以前の呪まじないをキスで解くという一件での混乱ぶりでわかっていた。

　呪いを放置することで仕事に差し支つかえるという義務感と、周囲からの冷やかしや己おのれの気持ちに、気分があがったりさがったりしているのは明らかで、いじらしくも可愛かわいらしいものだった。

　今日の自分は、それを重ねて試ためすような真似をしたのだ。

　──……って、試す？　なにを？　違ちがうな……あいつの反応があんまりわかりやすいのが悪い。

　もはや開き直りの感すらあるが、ハイヅカとしては呪いのキス事件以来、それなりに気づかいはしていたのだ。

　職務中はともかく、凶運相殺の相棒パートナーとして四六時中行動を共にすることになる。

　食事のために部屋でふたりきりになることも多かったが、自分への接し方にうろたえているアイリのためにも、なるだけ気にしないで済むよう距離を置いて振る舞った。

　大きく仲なか違たがいすれば、仕事にも重大な支障がでかねない。

　そう意識はしていたものの、妙みような呪い騒そう動どう以降、部屋にいてもアイリの長い髪が揺ゆれれば目がいき、食事中笑顔がみられれば心が満たされる気がする。

　移動の列車でも、アイリが寄り添そうように隣となりに座ったあと、触ふれそうな距離にある腕うでや肩かたからほんのり伝わる体温が心ここ地ちよかった。

　だがその反面、眠ねむりこんでしまったアイリの頭が肩にあずけられ、安心しきったような寝ね息いきと、やわらかな唇くちびるが間近にあるのを意識すると、今度は自分が眠れなくなってしまった。

　列車が大きく揺れて姿勢を崩くずしたアイリを、寝ねかしつづけることにしたのは自分だ。まぶたの先に、長く揺れる金褐色のまつげを見ていて飽あきなかったせいもある。

　──あぁ、くそ。でも昼間のはやめときゃよかった。

　しかもアイリは、自分の言葉に慌あわてたり赤くなったりするのだ。

　砂糖菓が子しを近づけたときにも、さすがに拳こぶしぐらいはとんでくるかと思ったのに、初うい々ういしく動どう揺ようされてしまい、やめるのをやめてしまった。

　──そういや、いままでこんなことあり得なかったからな。

　十四歳で故郷を出て以降、ハイヅカは士官学校に入るまでの一年の間を、旧市街で過ごした。

　バラックのような家々が建ち並ぶなか、建築用の資材をかき集めるような仕事をし、その日の暮らしをしのぐだけの生活もした。

　そうした場所では、若い男をからかい半分に相手にするような大人の女性もいる。

　士官学校時代や七聖府ザインへ入省してからも、何度か女性に想おもいを寄せられたり気持ちを告げられたりしたこともあった。

　だが、どんな状じよう況きようでも、自分のこの体質と過去の記き憶おくに思い知らされてきた。

　自分は人を好きになったり、好かれたりする資格はないのだと。

　そばにいるだけで相手を危険な目に遭あわせるようでは、どんな気持ちも長つづきするものではない。

　七聖府では、この不運体質が知れ渡わたることで周囲から敬遠されたが、いっそ危険に巻き込まれる人間が増えずに済むとも思ったほどだ。

　そうした環かん境きようもあるせいか、いつしか仕事のことだけ考える殺さつ伐ばつとした日々を送っていたような気がする。

　アイリ・イスフェルドという相棒パートナーをあてがわれるまでは。

　そんなことを考えつつ、ハイヅカは自分の泊とまっている部屋まで戻ってくると、廊下に白い人影を見つけて足を止めた。

「アイリ……どうした、腹がすいて眠れないのか？」

　つい普ふ段だんの調子で言葉が出たが、アイリはぴくっと肩を揺らすと、すぐにムッとした表情でにらみ返してきた。

「こんな真夜中に、人を見つけるなり他ほかにいうことはないんですか」

　不安げだった表情は一いつ瞬しゆんで塗ぬり替かえられたが、それでもまだわずかに残る違い和わ感かんにハイヅカは気づいた。

　──ひょっとしてこいつ、なんか怯おびえてないか？

　廊ろう下かに等とう間かん隔かくに設けられた照明の下でも、アイリは顔色が白く血の気が引いてみえる。

「空腹じゃないなら、さすがに寝てる時間だろう」

「ちょっと……夢見が悪かったんです。それにダリウスさんがくれた守護物タリスマンが、作動したかもしれない感じがあって」

　なにを思い出したのか、アイリは寒気がするように自分の体をぎゅっと抱だいた。

　普段は呪じゆ物ぶつ蒐しゆう集しゆうをするほど、剛ごう胆たんなところがあるアイリにしては珍めずらしいことだが、やはり他人が侵しん入にゆうしてくる悪夢は嫌いやなものだろう。

　このままひとりで部屋に帰すのも可哀かわい想そうな気がして、ハイヅカは手にした小さな硝子ガラスの瓶を思い出すと決めた。

「悪夢でまだ眠れそうにないなら、ちょっとつきあえ」

　アイリはすんなりとついてきたが、部屋に入れてしまってからハイヅカは少しだけしまったと思う。

　──お前、昼間もたいがい無防備すぎだったけど、もう少し用心ってものをだな……。

　内心つっこみかけたが、椅い子すに腰こし掛かけたアイリはやはり心細そうで、ハイヅカはそっとため息をつくと、部屋に置かれている小さな湯ゆ吞のみを取り出した。

「寒くないか？」

　聞けば小さく首を横に振ふる。

　ハイヅカは、外から持ってきたばかりの液体を湯吞みに注いで差し出した。

　透とう明めいな水のように見えるそれを、アイリは不思議そうに眺ながめる。

「なんですか、これ」

　しかし鼻び孔こうにふわっと香かおった匂においに気づいたようだ。

「まさか、お酒？」

「そう、さっき蔵からもらってきた。ほんとは明日の調査に持って行く清めのためのものだが、もちろん美味おいしく飲めるぞ」

「じゃあ、これは神様のお酒なんじゃないですか」

「まぁ、本当なら神しん殿でんに捧ささげてからいただくっていうありがたいもんだけどな。お前が飲むなら罰ばちがどっかいっちまうだろ」

　そういって御お神酒みきの入った瓶びんをテーブルに置くと、アイリは「すごい理り屈くつですね」といって笑う。

　少しだけ迷ったようだったが、結局アイリは湯吞みに口をつけた。

「なんだか、初めての味です。すっきりしてるのに、少し甘い」

　思いのほか気に入ったのか、口元にようやくいつもの笑えみが浮うかんでハイヅカはほっとした。

　少しだけ話し相手になってやるかと、ハイヅカ自身も御お神酒みきを湯吞みに注いで口にする。

　アイリが座るすぐ横の壁かべに立ったまま背をあずけた。

　艶つややかな金褐かつ色しよくのつむじを見ていると、昼間の神殿での光景が甦り思わぬ言葉が口をついた。

「そういや、昼間の見回りであいつとなにを話してた？」

「あいつって……もしかしてカイさんのことですか。……気になります？」

　椅子に座ったアイリが見あげてくると、やや楽しそうな口調に、ついムキになってしまう。

「どっちかというと、お前がなにを話したかが問題だろ」

「もちろん、私はほんとのことしかいってませんよ。あ、七聖府ザインの内部機密に関わるような話は、いっさいしてないですからね。ただ……」

　そこまで口にしかけて、アイリは言葉をとぎれさせた。

「……あの、ハイヅカさんが十四歳で家を出たって話を聞いたんです。ひょっとして、その不運体質のことも関係あったのかなって思ったんですけど」

　遠えん慮りよがちな口調に、ハイヅカは「あぁ」と軽く応じた。

「そうだな。それもひとつの理由だったけど、七聖府に入りたかったのも本当だ」

「七聖府に……？」

　ミッドパレスを出るまでは、自分の身に起きる不幸や災い自体が、この都市にさらなる呪じゆを投げかけ縛しばりつけているようにも思えた。

　誰だれよりもミッドパレスの復興を願っていただけに、その感覚は日増しに強くなり、自分にできることを探して新しい道を選んだのは事実だ。

　両親を亡なくしたアイリもまた、志は違ちがえどやはり思うところがあり、七聖府を目指したということに共感する。

「アイリが七聖府を志望したのは、両親が七聖府にいたってこともあったんだよな。幼い頃の俺は、コゲツが死んだと信じこんで、ミッドパレスの復興のために力を尽つくそうと思った。でも結局時間が経たつにつれて、できることに限界を感じたんだろうな。それに、『黒の七星旅団』が、他の都市やセントパレスにまであらわれてるって聞いて、余計に我が慢まんならなくなったのもある」

　各都市の議会や七聖府は、ミッドパレスの現実をどうとらえて動いているのか。

　気がかりなことは増えるばかりで、外からの情報も思うように入らずもどかしい気持ちが強くなったのだ。

「なんだか、ハイヅカさんらしいですね」

「そうか？」

　すると、アイリはなにか思い出したように口をひらいた。

「今日、カイさんと話してて気づいたんですけど、ひょっとしてご家族の方はハイヅカさんの体質のことは知らないんですか？　カイさんはずっとお兄さんに裏切られたって思ってるみたいでした」

「俺のこの体質については、父親にだけはいってある。でも母とカイは知らないままだろう」

「お母様も……？」

　はじめてその言葉を耳にしたといいたげなアイリに、ハイヅカも気づく。

「あぁ、母も同じ敷しき地ちにいるはずだ。ミッドパレスじゃ女性はほとんど表のつきあいに顔をださない。灰塚家の役割もほぼ当主の父親がすることで、母は父を助けるのが役目だ」

　七聖府ザインのように男女でそれほど差異なく仕事が選べる場所にいると忘れそうになるが、ミッドパレスはいまだ封ほう建けん的であり、女性の社会進出はほぼ認められていない。

　故郷を離はなれることで見えてくるミッドパレスの新たな一面に、当時はずいぶん戸と惑まどった。

「『落日の礼拝』のあと、月を呼ぶ巫女みこを失ってミッドパレスの被ひ害がいも大きいなかで、神事を支える灰塚の嫡ちやく男なんが俺じゃ、他の者たちにもいい影えい響きようはないからな。で、勝手に家を出たことにしてあるが、父は了りよう承しよう済みだ。もう、灰塚家の人間とはみなさないといわれてる。だから、ここにいる間も俺の体質のことは周りに知られないほうがいいだろうな」

　そう口にして、無意識に手を伸のばすとアイリの髪かみに触ふれた。さらりと指からこぼれていくその感かん触しよくについ言葉が口をつく。

「……だから、俺から離れるな」

　アイリがうなずくと、艶つやめいた髪が滑すべって指をすり抜ぬけていく。気づけば、アイリの青あお紫むらさきの瞳ひとみはまっすぐ自分に向けられていた。

「離れません。私は、ハイヅカさんの相棒パートナーですから。でも……家族じゃないって、それはハイヅカさんが嫡男だったからですか？　でもその体質のことはハイヅカさんだって、どうしようもないことじゃないですか」

　まるで我がことのように納なつ得とくできない口調のアイリに、ハイヅカはくすぐったいような気持ちにさせられる。

「いや、ここじゃ普ふ通つうのことだ。だからコゲツも巫女の座から逃のがれられないと覚かく悟ごしてたんだろう。別に父も俺のことを憎にくんだり嫌きらったりしてるわけじゃない。あくまでも灰塚家の当主として、示しをつけなきゃならないってことだ」

　自分でそう口にしても、いまや胸が痛むことはない。

　なにより灰塚家はその役目を全まつとうするために、務めを果たすべき義務がある。それをカイが立派に背負っているというのなら、誇ほこらしいことでもあった。

　目の前の現実は、すでにハイヅカ自身が受け入れて、前に進むことに決めたから存在するものなのだ。

「当時のカイはまだ十一歳ぐらいだったし、俺の体質のことなんて聞かせて楽しいことじゃないから黙だまっておいたんだが……しっかし、久々に会ったら生意気になってたな」

　駅舎に迎むかえにきたときから、自分に対して発せられるカイのピリピリとした意識は相当なものだった。

　だが、アイリは一瞬きょとんとしたあと、おかしそうに吹ふき出した。

「生意気って……ハイヅカさんにはそうなんでしょうけど、弟さんでしょう。それにカイさんとハイヅカさんって雰ふん囲い気きそっくりじゃないですか」

「……そうか!?」

　自分ではまったく気づかなかったが、アイリがこれほど笑うのならば周囲からはそう見えるのだろう。

「しかも、カイさんは、ああ見えてお兄さんのこと大好きですよ。最初は私のことなんか興味なしな扱あつかいでしたけど、ハイヅカさんの話をし始めたらすっごく熱心に聞いてましたから。きっとハイヅカさんのこと大好きで尊敬してたから、急に出て行かれてショックだったんですねぇ。でも、もうひとつ気になるんですけど……カイさんは灰塚のお家うちにずっといるのに、意外と言葉が乱暴なときがあるのが不思議でしたねー」

　話しているうちにアイリの言葉は語ご尾びが間延びし、ろれつもやや怪あやしくなっている。しかし最後の言葉はハイヅカの印象に残った。

　さきほども酒さか蔵ぐらで、気になる言葉を聞いたせいかもしれない。

「カイが……？　そういや確かに、近所の悪ガキともつきあいはあるだろうが……」

「それかカイさんだって外に出ることもあるんじゃないですか？　七聖府ザインのこともわりと知ってるみたいでしたよー。それにしても……」

　アイリはまだ小さく肩かたをふるわせて笑っている。

「なにが、そんなにおかしい……」
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「だって、兄弟そろってめちゃくちゃ近づきにくい空気満まん載さいなのわかってますかぁ？　ふたりとも自分で思ってるより、ずっと似たもの同士だと思いますけど」

　そういって、まだけらけら笑っているアイリのやや色づいた頰ほおの赤みに、ハイヅカははたと気づいた。アイリが持っている湯ゆ吞のみのなかはすでに空っぽだ。

　──まずい、こいつ酔よったな。しかも笑い上戸か。

「は～、あんまり笑ったら暖かくなってきちゃいました。それに、なんか眠ねむく……」

　アイリは湯吞みをテーブルに置くと、そのまま椅い子すにこてっと頭をあずけようとする。

　ハイヅカは壁から体を離すと、アイリを寝ねかせまいと焦あせった。

「ちょっと待て、お前。ここで寝るな、ここで」

「……無理れす、もう落ちます」

「……とんだ不思議モノだなお前は！　あんだけちょっかいかけられて逃にげ出したくせに、同じ部屋で酔って寝こけるとはたいした神経だ」

　だが酔いのせいか、昨日もあまり寝ていなかったという反動か、アイリにはすでにハイヅカの声も届いていないようだ。

「だって……恐こわい夢みたんですよ。たぶん……あれは、父さん……」

　語尾は寝ね息いきにまぎれて聞きとりづらかったが、父親の夢をみたらしいということがわかり、ハイヅカもそれ以上なにも言えなくなる。

「なんつー、反則技だ」

　苦り切った顔で眉まゆを寄せたが、仕方がないとアイリの体を抱だき上げる。

　結局、今夜は自分の寝しん台だいに寝かせてやるしかなさそうだ。

　一晩ぐらい自分が椅子で寝るしかないと、ハイヅカも腹をくくる。

「おいこら、アイリ」

　おとなしく運ばれて、すでに眠ってしまったかと思ったアイリの腕うでが、首に回されたままでハイヅカは身を起こせなくなった。

「……ハイヅカさんが……」

　うっすらとまぶたが開かれ、金のまつげ越ごしに青紫の瞳がゆらりとこちらを見あげる。

　誘さそわれるように唇くちびるでまつげに触れそうになり、直前でハイヅカは思いとどまった。

　──待て、待て待て俺。こいつは酔ってるうえに、とんでもない奴やつだぞ。

「俺が、なんだ」

「ものすごい凶きよう運うんの持ち主だから……」

「だから？」

　相手は酔っ払ぱらいなんだぞと、ハイヅカは心を鉄に鍛きたえ、理性を凪ないだ湖面にして、辛しん抱ぼう強く聞き返してやる。

「さっきの悪夢も帳消しになる、ものすごい悪夢がみられると思うので……安心かなって……」

　そう口にしてふにゃりと笑ったかと思うと、すでにまぶたは落ちている。

「アイリ……前から知ってるけどな、お前の思考回路ヘンだぞ!?」

　結局、アイリを首から引きはがして掛かけ布に埋うずめてやると、激しい疲ひ労ろう感かんに包まれつつ、ハイヅカは椅子に背をあずけた。

　保安部での仕事を思えば床ゆかでの就しゆう寝しんも苦ではないが、ある種の敗北感と理性の勝利に賞賛を送りつつまぶたを閉とざした。
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「起きろ」

　耳に届く声に、アイリはやや重たい気がするまぶたを開く。

　すると目の前にハイヅカの顔があり、鋭するどい銀灰の瞳ひとみにみとれながら、ほんの少し前にもこんなことがあったような気がするなどと、のんきに思い浮うかべてから我に返った。

「……あれ、ここって列車じゃないですよね？」

　慌あわてて身を起こすと、頭がずきっと痛み体がだるい。

「そーだな、揺ゆれてなけりゃ車窓もねぇぞ。ここは俺の部屋で、そこは俺が寝る予定だった寝台だ」

　うらみがましいハイヅカの表情に、アイリは昨夜の自分の行動を徐じよ々じよに思い出した。

「わ、私……あのまま戻もどらずに寝ちゃったんですか!?　それは、ほんと申し訳なかったです」

　冷や汗あせがにじむ思いで寝台から下りると、寝ね起おきの顔をみられるのが嫌いやで、髪かみで隠かくすようにうつむいてドアに向かった。

「いいか、反省は今度ゆっくり聞くとして、集合時間まであと数十分ってところだ。速そつ攻こう自室で制服に着き替がえて、神速で集合場所へかけつけろ！」

「……は、はいぃ！」

　ハイヅカに気合いをこめられ、アイリは一気に目が覚める。

　慌てて廊ろう下かに出ると必死に部屋まで走って戻り、軽い頭痛に首を傾かしげながら、とにかく急いで支し度たくを始めた。

　早朝出発ということもあり、部屋の前には木の箱に入れられた朝あさ餉げの支度が届けられていたが、慌てているせいもあって食しよく欲よくがわかない。

　結局食事はとらずに、洗面を済ませ、制服に着替えるとリボンタイを留めながら廊下を急ぎ歩いた。

　慌ただしく集合場所となっている玄げん関かん口へ向かうと、コーネル室長やアダムの姿も見え、ハイヅカも身支度を終えて到とう着ちやくしている。

　ハイヅカはアイリを見つけると、近づいてきて髪をつまんだ。

　慌ててブラシを通してきただけに、ほつれていたらしい。慌てて手でなでつける。

「少し頭が重いんですけど……私、なにかしましたっけ、寝ね不ぶ足そく？」

　しかし睡すい眠みんならば、ハイヅカの寝台を奪うばいしっかり眠っていたのだからそんなはずはない。

「その件は悪かった。お前がどのぐらい酒がいけるのか、把は握あくしないまま飲ませちまったしな」

　そういって、ハイヅカは小さな包みをごそごそやると、アイリの口元に持ってくる。

　つい条件反射で口をひらいてしまい、カリンとした感かん触しよくが歯に当たってそれがキャンディだと気づく。

　しかしすぐにアイリの眉は驚おどろきにわなないた。

「なっ……っぷわ！　これ、すっぱっっ……!!」

　ほんのり蜂はち蜜みつの香かおりがしたかと思うと、すぐに強きよう烈れつな酸味が口を襲おそったのだ。

「練った梅が入ってるんだ。少しは頭痛もマシになるだろうから、我が慢まんして舐なめとけ。出すな、泣くな」

「うぅぅ、ふぁい。すっぱい」

　自然とにじむ涙なみだをこらえつつ、確かにこれだけ口のなかに意識を持っていかれると、わずかな頭痛など忘れられる気がする。

　そのとき、ふっとハイヅカが髪に触ふれて顔を寄せたのに驚くと、鋭い視線がじっと顔をのぞきこみうなずく。

「よし、酒くささは残ってないな。さすがに相棒パートナーを二日酔いで現場につれてったとなれば、問題だからな」

　確かにその通りだと、アイリは慌てて自分の腕や髪を嗅かいでみたが、よくわからなかった。

「量はそんなに飲んでないし、本来そんなに残るような酒じゃないからな。なにしろ神に捧ささげる御お神酒みきだ」

　そう言ってハイヅカが手にした荷物には、昨晩みた御神酒の入った青い硝子ガラス瓶びんが納められていた。

　車両に聖戦器フアランクス用の固定具とベルトを装着しているところをみると、武器の携けい帯たい許可もコーネル室長から下りたのだろう。

　ハイヅカが持つ聖戦器は、柄えが当人の背せ丈たけほどある槍斧ハルバートの形をしたものだけに持ち運ぶにも支度がいるのだ。

　同じく聖戦器を持っていくアダムも、今日は自力でちゃんと起きてきたらしく、石のはめこまれた短い杖つえを手にしている。

　──は、そうだ。シアーズ主任がいないから、今日は私がサイクスさんの身だしなみチェックをしないと！

　果たして今日の自分に人さまのことを言えるだろうか、アイリは冷や冷やしながらアダムに「おはようございます」と挨あい拶さつをする。

　そしてさりげなく背後に回ると、さっそく外套オーバーコートの端はしがベルトにはさまったままめくれ上がっているのを直した。

「サイクスさん……すみませんが、その後頭部の逆上がりしちゃってる髪の毛は、私の手じゃ直せそうにないです」

　するとアダムは、おもむろに自分の手を髪につっこむと、ぐしゃりと髪を握にぎりあまりにも適当にかきまわした。

「こんなもので、いかがでしょうか」

「はっ、なんでそんな適当すぎる手ぐしで、ごく自然な無造作ヘアに……いえ、あの大変結構だと思います」

　──サイクスさんてずるいなぁ。でも美男子って、こんなにざっくり生きてても美男子だから許されるのか……。

　理り不ふ尽じんなものを感じつつ、それでもここにはアダムに群がってくる女性がいないことに感謝する。

　さすがにアイリだけでは、アダムに言い寄る大勢の女性をシアーズのようにかわしてやれる自信はない。

　こうして遠方の現場にきてみると、日ひ頃ごろからシアーズが対策室の全員に注意を向け把握していたことに気づかされて感かん嘆たんする。

　アイリにとって、唯ゆい一いつの女性の同どう僚りようであり、上司でもあるシアーズがいないことがどこか心細くはあったが、ようやく念願の場所に向かえるのだと心を奮ふるい立たせた。

　新しい神しん殿でんでの神事のために同行できない灰塚家からは、日頃旧神殿の手入れと管理を任されているという老人が付き添そってくれることになっていた。

　移動のため用意されたのは、ミッドパレスには珍めずらしい中型車両だった。

　聖戦器フアランクスを運ぶということもあり、コーネル室長の手配で、ミッドパレスの七聖府ザイン駐ちゆう在ざい所しよから借り受けることができたらしい。

　車両に荷を積みこみ支度が進むなか、アイリはダリウスを視線で捜さがしていると、ようやく宿しゆく泊はく棟とうからあらわれた。

　両手に荷物を持ったその姿に駆かけ寄る。

「おはようございます。どうしたんですか、なんか……顔色がすごく悪いですけど」

　うつむき加減だった顔をキッとあげると、ダリウスは眉まゆをつり上げた。

「ちょっと、夢見が悪かっただけだ」

「……ダリウスさんも!?」

　驚いたアイリに、ダリウスが怪け訝げんそうな顔になる。

「じつは私も、昨夜の夢でダリウスさんにもらった守護物タリスマンが鳴ったような気もしたんですけど、確信がもてなくて……」

「夢に、またコゲツが出てきたっていうのか？」

「いいえ、それとはまた全然違ちがうんです。単なる夢だったのかもしれないけど、妙みように重苦しい夢で、なんか気になっちゃって」

　アイリ自身にも説明がつかず、夢のことをうまく話しかねていると、ダリウスが真しん剣けんな表情で尋たずねた。

「でも、君は悪夢だと思うような夢だったんだな？」

「そうです。具体的に説明できないんですけど、死んだ父さんに似た人が出てきて、あと赤ん坊ぼうの声も聞こえたりして。ミッドパレスにきてるから、私の意識がいつもと違うだけなのかもしれないですけど」

　その言葉を聞いたダリウスは、しばらく考えこむようすでうつむく。

「夢の話は、あとで詳くわしく聞かせてもらうよ」

　そう言うと、きりっと顔をあげ、いつもの強気な眼まな差ざしになる。

「僕のことはともかく、君こそ今日は現場でタロットを使う予定もあるんだぞ。大だい丈じよう夫ぶなんだろうね」

　その言葉にアイリは一いつ瞬しゆんひるみそうになり、すぐに気を引き締しめた。

「はい、大丈夫です」

　もう自信がないとは言いたくなかった。

　いまから向かうのは『落日の礼拝』が起きた中心地であり、ミッドパレスで自分の両親に関かかわるなにかが、わかるかもしれないのだ。

　アイリ自身も、今日の調査には特別な思い入れがあった。

　それでもまだダリウスの目が赤い気がするのが気がかりだったが、今日は研究室室長のトリニックがいることで、いつもより神経が張りつめているのかもしれない。

　だが調査のための準備はぬかりないのだろう。ダリウスが両手に持った鞄かばんから、見たこともない棒や盤ばんのようなものがのぞいている。

　最後に大荷物を手にしたトリニックがあらわれ全員が揃そろうと、ようやく車両に乗りこんだ。

　移動中、コーネル室長が今日の手順について説明を始める。

「これから向かう場所では、手早く七聖守護物ザインタリスマンの検分をする必要がある。昼過ぎには新しい神殿へ移されることになるからね」

　その言葉に、アイリは少しだけ不安を感じて表情を曇くもらせた。

　──でも、シアーズ主任が襲われたとき、犯人たちは「七聖守護物を返せ」って口にしたっていう話だった。ひょっとして、七聖守護物が本物じゃないなんて……噂うわさ通りのことがあったら……。

　その気持ちは誰だれの胸にもあったのだろう。

　車中に微び妙みような空気が流れるなか、コーネル室長は隣となりに座るトリニックに視線を移す。

「すまないが、ミッドパレスの七聖守護物について、詳しよう細さいな説明をお願いできますか？」

　その言葉に、トリニックの眼鏡の奥でちらりと視線が動くと、手元にある書類をめくりもせず口をひらいた。

「では、説明申し上げましょう。ミッドパレスに配置された七聖守護物は『大鏡』とされています。これは、守護物としては少し変わっているかもしれませんが、守護の力というよりは、災わざわいや呪いをはね返し、さらにさまざまな真実を呼びこみ映す力を持つというものです。大きさは、私が両りよう腕うでを広げたほどでしょうか。ただ、その『大鏡』は『落日の礼拝』で深刻な損傷を受け、修復のため一度七聖府へ運びこまれたという記録が残されています」

　そこまで口にした後、トリニックはちらりと同乗している老人を見ると声をひそめてつづけた。

「あなた方が、七聖府ザインでささやかれている噂を信じているか、またそれが真相なのかはわかりませんが、今日ようやくそれもあきらかになるでしょう」

　トリニック自身はそれを楽しみにしているかのように、普ふ段だんは感情の見えない顔が、いまは生き生きとしている。

　反対に、普段ならこうした知識を対策室で披ひ露ろうしてくれるはずのダリウスは、ひとり顔を背そむけるようにふさぎこんでいった。

　道が悪いのかやたらと車は揺ゆれたが、しばらくするとガタつくような音を立てて車両が止まる。車を下りた一同は、石いし垣がきが低くめぐらされた場所へと案内された。

　目の前に広がる大地には、立ち木一本見当たらない。

　乾かわいた土に、かさついた草がぽつぽつと見えるぐらいだ。

　人の膝ひざの高さまで積まれた、ごつごつとした石垣は、連なって伸のびていくなにかの死し骸がいにも見える。

　その石垣の外側には、細い荒あら縄なわが幾いく重えにもめぐらされ、おびただしい数の呪じゆ譜ふが貼はられて揺れていた。

　想像以上に禍まが々まがしい光景に、はじめは誰も言葉がなかった。

「なんだか、さっきまでいた場所とまったく眺ながめが変わっちゃいましたね」

　アイリがそうつぶやくと、ダリウスがはっと我に返ったのか荷物をさぐりはじめる。

　鞄から取り出された複雑に折り畳たたんだ紙し片へんを、コーネル室長から、ハイヅカ、アダム、アイリとそれぞれの首の後ろにあてると、聞きなれない言葉をつぶやいた。

「念のためだけど、護身用の札だ。ここにある呪じゆ詛そからも、めぐらされた呪譜からも影えい響きようを受けることはないと思う」

　トリニック自身は、数珠じゆずを幾重にも手首にまきつけているようだ。

「まだ、ここに広がった呪詛は解けてないんだな」

　ハイヅカのつぶやきに、同行した老人が深くしわの刻まれた顔でため息をついた。

「ミッドパレスの術者が何年もかかって、こうして護まもりを施ほどこして……やっとここまで小規模なものにできましたのじゃ。それでも、七聖守護物ザインタリスマンがあるからこそ呪詛の広がりもこの範はん囲いで済んでいると申す者もおります」

　何度もこの地を清めて、再び神殿を建て直そうと人々は願ったが、それも叶かなわず結局新たな地に月を呼ぶための神殿を設けたのだという。

「じゃあ……ここはもう」

「そうですな。今後も呪詛を封ふうじ込める必要はありましょうが、神殿としては新たな地に月をお招きするしかないでしょうな」

　そう答え、案内役の老人はここまでだと足を止めた。

「そこの石垣には地下と繫つながっている鐘かねが設置されております。なにかあれば、仕し掛かけを使って知らせてくださいませ。昼過ぎには、術者たちが大鏡移設のために、お迎むかえに参りますので」

　大体のことはハイヅカが知っているせいもあるのだろう。

　簡単な説明を言い渡わたされ、アイリたちは送り出された。

　区切られた敷しき地ちに足を踏ふみ入れるときは緊きん張ちようしたが、ダリウスの準備があったおかげか、特に大きな違い和わ感かんはない。

　旧神しん殿でんと聞き、なにか建物が残っているのだろうと思っていたアイリには、荒こう涼りようとしただだっ広い場所に、七聖守護物ザインタリスマンがあるとは信じがたかった。

　だが、ハイヅカは迷うことなく足を進めると、乾いた土に折れた木が突つき立てられたような場所に近づいていく。

　真っ黒く炭化しているそれは、建物の柱の一部だったようだ。

　ささくれだったそれは、ハイヅカの腰こしよりも低い位置までしかなく、岩で囲まれたこの場所にただひとつある墓標のようにも見えた。

　ハイヅカはその場に膝をつくと、ここまで持ってきていた御お神酒みきの入った硝子ガラス瓶びんをその上で傾かたむける。

　注がれる透とう明めいな液体は、黒い柱を濡ぬらして地面へと吸いこまれていった。

　そしてハイヅカの唇くちびるから、ミッドパレスの神しん儀ぎで使われるような、不思議な音の連なりがつぶやかれる。

　ダリウスが傍かたわらで興味深そうに、手帳になにか記しているところをみると、ミッドパレスのこうした文化はやはり外に知られてはいないらしい。

　全員の視線がその黒い柱に注がれるのに、ハイヅカが教えてくれる。

「これは、忌いみ柱って呼ばれてる。これ以上ここに災わざわいがもたらされないよう、わざと残してあるものだ。悪いが、サイクス一いつ緒しよにきて手伝ってくれ」

　そしてハイヅカは、柱からやや歩いていったところでしゃがんだかと思うと、アダムとふたりでなにかを引っ張りあげるような動作をした。

　足あし下もとにあったらしい、大きな鉄の板が持ち上げられるのに近づくと、その下には木製の格こう子し戸がある。

　そこにつけられた鍵かぎを取り外してしまうと、下へとつづく石の階段が見えた。

「神殿の下に地下があるのか」

　トリニックが興味を持ったようにのぞき込む。

　一同は、角灯を手にしたハイヅカを先頭に暗がりへと下りていった。

「ここは一体なんだ？　まるで洞どう窟くつのようだな。岩いわ肌はだが鍾しよう乳にゆう石せきみたいになっている。水源が近いな。だが、神殿自体が地下にあるわけじゃないんだろう？」

　研究者の性さがなのか、やたらと口数が増えたトリニックに、ハイヅカが淡たん々たんと答える。

「そうです。神殿はこの上にありましたが、ここは昔から儀式で使うためのものを納めておく宝物庫の役割をしていました。地じ盤ばんはしっかりしているので、そうそう崩くずれることもありませんし、炎ほのおにも強いですから」

　ハイヅカの声がやや響ひびいて聞こえる地下の空間は、しっとりと空気が冷たく澄すんでいる。

　だが、アイリの意識は人の靴くつが立てる音に向かっていた。

　──この音って……聞いたことがある。どこで……。

　行き止まりかと思われた先は格子の扉とびらになっていたようで、ハイヅカが扉に手をかけると、それは滑すべるように持ち上がり、天てん井じようへとつり上げられる。

「以前はここに、神事やミッドパレスで伝えられてきた占せん術じゆつに関する史料や記録やなんかが収められていた。『落日の礼拝』を境に移されたけどな。この先に、七聖守護物ザインタリスマンになる『大鏡』がある」

　その言葉に、緊張の面おももちでトリニックとダリウスが踏みいると、ハイヅカが角灯の明かりを、壁かべに備え付けられた燭しよく台だいへと灯ともして回った。

　ジジジ……と、灯とう芯しんが燃える音が響くと、地下内部が明るく照らし出された。

　入り口の正面の壁に、どっしりとした祭さい壇だんが設けられている。

　白木で組み上げられた高さのある祭壇は、段がいくつかあり、下段から中段、上段と置かれているものにも、それぞれ意味があるようだ。

　一番高さのある場所にかけられた白い布をハイヅカがふわりと舞まいあげるように引くと、その下に巨きよ大だいな鏡があらわれた。

　まるで巨大な絵画の額のようにも見える、飾かざり縁ふちは銅製で、蔦つたや花を織り交ぜた精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施されている。

　しかし不思議なことに、その鏡面は結けつ露ろしたようにさざなみ模様が浮うかびなにも映してはいない。

「これが、大鏡」

　ハイヅカとアダムが両側からそっと抱かかえあげておろした大鏡をトリニックとダリウスがのぞきこむ。

　研究者であるふたりは、鏡の表側やその裏手に回り、さまざまな器具をかざしたり、ノートになにか書き取ったりと調査を始めた。

　だがアイリは、ここへ入ってからずっと気になっていることを確かめようと、祭壇から離はなれた壁沿いに歩いたり、天井へ跳はね上げられた扉を見あげてみる。

　地下内部を気にするアイリに、ハイヅカも気づいたのだろう。

「アイリ、どうした？」

「あの……昨晩みたっていう悪夢ででてきた場所が、ここに似ていた気がして。音の反はん響きようの仕方とかもそのままなんです。ただ、夢ではほとんど明かりがなかったから──」

　同じ場所なのか確信がもてないのだと口にしていると、調査を眺めていたコーネル室長が歩み寄ってきた。

「イスフェルド君、大鏡についてのタロットの件なんだけど。物理的な部分では、もちろん調査結果がでるのを待つしかないんだが……占術っていうところでいうと、結果がわかる前のほうが直感的に占うらなえるんじゃないかね？」

　そういってコーネル室長はタロットの箱を差し出す。

　そのカードは普ふ通つうの占術用のものではなく、ウィッカの遺産の一部でもある特別なものだ。

　日ひ頃ごろは七聖府ザインで厳重管理されており、アイリも手にするのは久しぶりだった。

「確かに……そうですね。結果がわかってからでも占うことはできますけど、せっかくですから、この状じよう況きようで占ってみたいです」

　アイリはタロットカードの箱を受け取ると、自分の荷物からハンカチを取り出し、やや離れた位置に場所を決める。

「この『大鏡』が本物かどうかは、ダリウスさんたちが調べてくれてますし、占術の方向としてはこの七聖守護物ザインタリスマンに関かかわることで、なにか異常が起きているのかどうかを占いたいと思います。よろしいですか？」

　アイリが気がかりなのは、やはり主任であるシアーズが負傷した原因に、ミッドパレスの人間が関係しているかもしれないということだった。

　──それに、カイさんと新しい神殿を回ったときにも、七聖府ザインに不信感があるのはわかってる。あのとき、一いつ瞬しゆん「俺たち」っていってから言葉を濁にごしたけど、あれは他ほかにも同じ気持ちの人が何人もいるってことよね？

「ぜひ、それでお願いしよう。しかし、イスフェルド君もずいぶんタロットを使う方向がつかめるようになったんだねぇ」

　アイリの提案を聞いて、コーネル室長は部下の成長に感心したのか、糸目を和なごませて満足そうだ。

　すぐそばでは、ダリウスも七聖守護物の検分に懸けん命めいになっている。

　──私も、自分にできることで役に立たなきゃ。

　占術方法を選ぶのには、それほど迷わなかった。

　スリーカード。

　三枚のカードを使い、『過去』、『現在』、『未来』のつながりでカードを読み取る占術法だ。

　これならば時系列で、流れを追いやすいところがある。

　アイリはカードの束を手にすると、まず中央に置いて右手をのせ、ざらりと山を崩して扇おうぎ状じように広げた。

　そこからは両手を使い、カードを時計回りにむらなく交ぜながら、思考を知りたいことへと集中させていく。

　まぶたを閉じると、広い空間に浮き上がってきた帯のような筋が、道を探すように流れだす。

　たゆたうようだった流れの速度を、徐じよ々じよに速めて意識を凝こらすと、すっきりと心が澄み平らになるのがわかった。

　カードのなかから、一枚ずつ選びだしそれを左から三枚並べていく。

　それらが帯の流れに重なったのを感じて、アイリは目を開いた。

　ゆっくりと息をついて、意識を集中させたままカードの一枚目をあける。

　最初の図ず柄がらは、剣けんを手にした人物が玉座に座っているものだった。

　剣の矛ほこ先さきは天に向かって突き立てられているが、いまはカードが逆位置のため占術者であるアイリに向かう形になっている。

　──〈正義〉の逆位置。……たしか、〈法王〉とも似た意味に思えるカードだけど、その意味は厳格な線引き。対立するふたつのものが天てん秤びんにかけられる。そこには情や調和が入りこむことなく、寸分の狂くるいもなく下される判決ってこと……。

　アイリはカードの意味をしっかりと思い起こしながらも、このカードが逆位置であらわれた意味を考えながら説明する。

　なにしろこのタロットカードは、ウィッカが残した遺産のひとつであり、アイリ以外の人間には描えがかれている図柄が見えないのだ。

「一枚目は、〈正義〉の逆位置です。これは、過去をあらわすことになりますが……この場合ミッドパレスを守護してきた七聖守護物ザインタリスマンが、過去なんらかの不正や、正当性がないと思われる状況にあったということをさしてます。やはり『黒の七星旅団』の襲しゆう撃げきがあったあと、壊こわされかけた七聖守護物に対して、なにか起きた可能性も考えられますね」

　自分の直感をたぐり寄せるよう言葉を口にすると、解かい釈しやくがしっくりと気持ちになじむのがわかる。

　それから息をゆっくり深く吸って、アイリは二枚目のカードをあけた。

　とっさにカードを置く手が震ふるえかけたが、目にしたもののイメージを歪ゆがめずにとらえようと自分に言い聞かせる。

　そこにあるのは花か冠かんを戴いただく女性が、赤い毛並みの獅し子しの頭にゆったりと手を触ふれているものだった。

　本来、前向きで肯こう定てい的な意味を持つそれは、〈力〉のカードだ。

　だが、それはアイリの手の中で逆さまになっているのがわかる。

　アイリはゆっくりとカードを置くと、一枚目のカードとの連なりを考えて口をひらいた。

「これは現在をあらわすカードになり、〈力〉の逆位置が出ています。一枚目の過去のカードとの流れを考えると、七聖守護物になんらかのアクシデントがあったことにより、なにかが途と切ぎれる、停止する。力の均きん衡こうが崩れることで、本質への危機があるっていう警告かもしれません」

　説明しながらも、アイリはいまも背後で進められている『大鏡』の調査結果が気になって仕方がなかった。

　それは占いを見守っている全員が同じ思いだったのだろう。一瞬意識がそれかけるのを、アイリはすぐに立て直した。

　コホンと小さく喉のどをならし、最後のカードに手をかける。

　あらわれたのは黒っぽい図柄をした一枚だ。

　落らく雷らいにより破は壊かいされた塔とうに火花が飛び散り、そこから落下する人々が描かれている。あまりにも不ふ吉きつで、不安をかきたてられるカードだ。

　まるで、この地下に入る前に見た『忌いみ柱』を思い出させる。

　──〈塔〉……しかも正位置。これからを示すカードに暗示されることは……。

「三枚目は、未来をあらわします。カードは〈塔〉の正位置。これはなにより強力な警告の意味を持つカードです。三つのカードの流れで考えると、過去の不正や過あやまち、もしくは『落日の礼拝』によって歪められた事実があって、そのせいで七聖守護物の本来の力が滞とどこおり停てい滞たいしているとも読めます。それが事実なら、未来には、曲げられてきたことが清算される、なにか衝しよう撃げき的な力で歪みが変えられるっていう意味かも……」
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「結果が出たぞ！」

　アイリの言葉を遮さえぎるように聞こえたのは、トリニックの声だ。

　全員がはっと顔をあげて、調査をしている祭壇へと急ぐ。

「どうでした、結果は」

　尋たずねたコーネル室長に、緊きん張ちようした面おももちで答えたのはダリウスだ。

「確かにこの『大鏡』は、七聖府ザインにも記録があるとおりの寸法と、七聖守護物ザインタリスマンに必ず入っているウィッカの刻印はあります。ですが、今回持参した計測器を使った結果は、あきらかにウィッカの手による守護物ではないという結論になります」

　どこかまだ顔色が悪く見えるダリウスだったが、口にしている内容を思えばそれも無理はないのかもしれない。

「じゃあ、ここにあるものは偽にせ物ものだっていうのか？」

　さすがに声が硬かたくなるハイヅカに、対策室のメンバーもそっちのけで、ひとりノートに黙もく々もくと書きつけていたトリニックが顔をあげる。

「可能性は十分あるでしょうね。これも見た目は『大鏡』には違ちがいありませんが、ウィッカの守護物タリスマンが持つべき力を秘ひめてはいない。どこかで、すり替かえがおきたのか……ならば、本物はどこにあるのか。なによりここまで精せい巧こうな偽物を作れたのだとしたら、それは本物を知る人物ということになります」

　その発言のあまりにも不ふ穏おんな内容に、誰だれもが言葉もなく視線を交かわし合う。

　だがトリニックは、そんな空気にも構わずに話し続けた。

「私の調べでは、当時このミッドパレスに『落日の礼拝』が起きてから、七聖府の人間によって『大鏡』がいったん都市の外へと運び出された。もちろん損傷の具合を確かめ修復を試みるためだ。当時、七聖府で指揮を執とりミッドパレスに乗りこんだ人間のなかには、コーネル室長あなたもいらっしゃいましたね？」

　突とつ然ぜん、自分たちの上官の名前があげられ、アイリたちは戸と惑まどいつつコーネル室長を見る。

　その表情が、一瞬だけ曇くもったように見えたが、コーネル室長は話のつづきをうながすようにかすかに顎あごを引く。

「当時は、いまのような形で研究室は存在していなかった。あくまでもウィッカが残した守護物の研究や記録を残すために、有志を募つのって運営される組織があっただけです。当時運びこまれた『大鏡』には、ある人物も関わっていたんじゃなかったんですか？」

　トリニックは、コーネル室長を追い詰つめるように見つめると、なにかを確信している声こわ音ねで尋ねた。

「キアド・ローザックという男が、当時七聖府に在ざい籍せきしていたはずです」

　話しているうちに、気分が高こう揚ようしてきたのだろう。トリニックの瞳ひとみはどこか異様な輝かがやきを帯びて見え、それがどこか気味悪くもあった。

　だが対たい峙じするコーネル室長は、いたって冷静に答える。

「なるほど、研究室室長である君は、ずいぶんと細かく調べを進めているようだね。確かに僕は当時軍部の人間として、ミッドパレスで住人や怪我けが人の救出にあたっていた。ローザックという人間も七聖府にいただろう。だがそのとき『大鏡』にどういった修理が施ほどこされたかまで、僕は知るよしもないよ」

「あなたはそうおっしゃるが、研究組織の当時の記録には、あなたの名もローザックの名も、そして『落日の礼拝』で亡なくなったセオドア・モートンの名も、有志として連ねられていた」

　唐とう突とつに出てきた父の名に、アイリは驚おどろいてコーネル室長を見た。

　──でも、昨日コーネル室長と話をしたときには、室長は父さんのことは知らないって……。

　そのことを考え、コーネル室長がはっきりと「知らない」と口にしたわけではないと思い出す。

　ふたりの間で交わされる会話に、その場の空気が張りつめたときだった。

　地下への入り口付近が騒そう々ぞうしくなったかと思うと、上で待機しているはずの老人が転がるように下りてくる。

「大変です！　いま、新神しん殿でんのほうに襲撃があったと知らせがありました。まさか『黒の七星旅団』があらわれたんじゃ……」

　その言葉に、それぞれが視線を交わしあう。

「すぐに応おう援えんに向かったほうがいいだろう。ハイヅカ君とサイクス君は聖戦器フアランクスを携けい帯たいして現場に急行、僕も一いつ緒しよに向かう」

　コーネル室長の言葉が終わると同時に、ふたりは地下室を飛び出していく。

　室長は駆かけつけてきた老人の背を支えて石段に座らせると、自らも急ぎ足で階段をあがろうとして足を止める。

「とりあえず、イスフェルド君たちはここの荷物を回収して戸と締じまりを。そのあとこの方の案内で、速すみやかに現場にきてくれると助かる」

　武器を携帯していないアイリたちは、知らせを持ってきた人間の車両で移動するよう告げられる。

「了りよう解かいしました！」

　アイリはコーネル室長の背中に敬礼で答えつつ、すぐにタロットカードの回収をはじめた。

　絶対になくせないものだけに、一枚も漏もれがないよう確認して箱にしまいこむ。

　コーネル室長たちが先に現場へ向かうのならば、カードはしばらく自分が預かることになるだろう。

　ここから新しい神殿まで、どのぐらいの距きよ離りがあるのかはわからないが、ハイヅカとあまり離はなれてしまうと彼の不運体質が発動しないとも限らない。

「アイリ、いくぞ！」

　手早く荷物をまとめたのだろう。鞄かばんを手にしたダリウスに呼ばれ、アイリも慌あわてて出口へと向かう。

「はい！　すぐいきます」

　アイリがダリウスを追って、地上へとあがる階段に近づいたときだった。

　突然足を止めたダリウスにぶつかりそうになる。

「ダリウスさん？」

　なにごとかと思ったが、ダリウスがあとずさるように、段を下りてくるのでアイリも後ろへ下がるしかない。

　ダリウスの前に、先にあがっていったはずのトリニックの足あし下もとが見え、階段の奥をのぞきこもうとしたところで、「やぁ、邪じや魔まさせてもらうよ」と聞き覚えのある声がした。

　ダリウス、トリニックを押し戻もどすように、地下へと下りてきたのは、ヤギの頭ず蓋がい骨こつをかぶり、長い柄えの鎌かまを手にしたコゲツだった。

　白く細い顎に沿って、黒く艶つやのある髪かみが流れる。

「コゲツ……どうして、ここに」

　アイリはあとずさりつつ身構える。

　だが、トリニックをはじめ、いまここにいる人間はあらがえる武器を持ってはいない。

　さらに、コゲツの背後で足音がしたかと思うと、見知らぬ男がひとり下りてくる。

　コツリと堅かたい踵かかとの音を響ひびかせて下りてきたのは、品のいい比ひ翼よく仕立ての襟えりがあるコートをまとった男だった。

　膝ひざ下したまである長い丈たけは、歩くたびゆったりと揺ゆれ、胸むな元もとに艶のあるシルクのアスコットタイをのぞかせた格好は、地下室で目にするとどこか奇き異いにも映る出いで立ちだ。

「はじめまして。今日はあなた方を、ぜひお連れしたい場所がありましてね」

　そういって、にっこりと笑えみを浮うかべた男は、優ゆう雅がな振ふる舞まいだが、まとう空気がどこか寒々しい。

「何者だ」

　トリニックが低い声でうなったが、男は浅い灰色の瞳で一いち瞥べつすると、まるで興味を失ったように視線を移す。

「君が、アイリ・イスフェルドか。待っていたよ今日のこの日を。コゲツ、皆みな様さまを控ひかえ室におつれしなさい。丁てい重ちようにな」

　その言葉に、当然のようにコゲツは手にした鎌をすっと持ち上げ、くい、と顎で地上を示す。あがれといっているのだろう。

　──どうして、こんなタイミングでコゲツが。ハイヅカさんたちが出て行くのを知ってたみたいに……そうだ、いまここには室長もいないし、聖戦器フアランクスを扱あつかえる人もいない。

　状じよう況きようがあまりに自分たちに不利なことに焦あせりつつ、アイリはさらに気になることがあった。

　ここまで入りこんできた彼らが、どうして『大鏡』のことを見ようともしないのか。

　てっきりコゲツたちがここにあらわれたのは、『大鏡』を持ち出すつもりなのではと思っただけに、それは意外な行動だった。

　──それとも、もしかしてこの人たち『大鏡』が偽物だって知ってる？

　疑問はいくつも浮かびあがるが、地上にあがればさらに『黒の七星旅団』の仲間がいる可能性を思うと、ここで逆らうこともできない。

　悔くやしい思いのまま、アイリたちは従うしかなかった。
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　調査現場に駆けこんできた老人の知らせを受け、新しい神殿へ駆けつけたハイヅカとアダムは、神殿の敷しき地ちの奥にある石段をあがった途と端たん、目の前に広がる煙けむりに気づいた。

　まだ昼前の時間帯であり、七聖守護物ザインタリスマンである『大鏡』を移し、神しん儀ぎが行われるには早い時間だ。

　支し度たくのために、関係者が出入りしているだけのはずだが、警備も手て薄うすなのだろう。

　駆けつけた本ほん殿でんとなる建物の階段に、深しん紅くのマントをつけヤギの骨をかぶった人ひと影かげが幾いく人にんも見える。

　その上の張り出したように作られた舞ぶ台たいには、神儀の支度がされていたようだ。

　暴れ回る男たちは、火を燃やすために組み上げたやぐらを崩くずし、水を満たした水すい盆ぼんを蹴けり割りと支度を台無しにしている。

「……あいつらか。サイクス、火が出ねぇようにだけ気をつけてくれ。まずは年寄りから退たい避ひさせて、賊ぞくを押さえる」

　手にした斧おのを振りかぶった男に、ハイヅカが聖戦器フアランクスを下からすくうように振り上げると、穂ほ先さきの反り返った突とつ起きに引っかけられた相手の手から武器がとぶ。

　だがハイヅカは、そのとき妙にすっきりとしない手て応ごたえを感じて、相手を深追いするのをやめた。

　めちゃくちゃにされた舞台の先、神殿の本堂となる間まで踏ふみこんでいくと、すでに侵しん入にゆう者たちは引き揚あげようとしていた。

　誰だれもが顔をかぶりもので覆おおい隠かくしているが、彼らは武器を手にしているというのにどこか覇は気きがなく、その動きにも勢いがない。

　木造の建築物だというのに、誰も火を放った気配もなければ、叩たたき壊こわされているのは器物ややぐらといった、入れ替かえが可能なものばかりだ。

　ハイヅカは、先ほどから気になっていた違い和わ感かんにアダムを振り返る。

　するとアダムもまた、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて首を振った。

　ハイヅカは本堂からいったんとび出すと、神殿の裏手に向かって走った。

　引き揚げようとする男たちを誘ゆう導どうするかのように、腕うでを振り指示を出している人物を見つけ、狙ねらいを定める。

「そこのお前、足を止めろ！」

　一いつ瞬しゆん、こちらを向いて動きを止めた骸がい骨こつをかぶった男は、他ほかの男たちを先へ逃にがす。

　そしてくるりとハイヅカに向き直り、手にした細身の剣けんを正せい眼がんに構えた。

　無む駄だのない動きに、ハイヅカは油断ならないものを感じて、聖戦器の柄を広く握にぎる。

　こい、と誘さそうように穂先を揺らすと、相手は切っ先をそらさず懐ふところへ突つっ込んでくるとみせかけ、直前で跳ちよう躍やくした。

　ハイヅカは聖戦器の穂先の方へ手を滑すべらすと、そのまま柄を背面から頭上へと突き上げる。

「ぐぅっ！」

　思わぬ位置に出現した槍斧ハルバートの柄を避よけきれず、胸むな元もとをきつく打たれた男は鈍にぶく声を漏らす。

　そのまま床ゆか板いたに肩かたを打ちつけたが、すぐさま身を返そうとする。

　だが一瞬早く、ハイヅカは相手の肩を容よう赦しやなく長靴ブーツで踏みつけ、男の手から剣を蹴り飛ばした。そのまま体重をかけるように、相手の上にかがみこむ。

　そしてかぶりものの頭蓋骨に向かって、聖戦器フアランクスの穂先をかざすようにすると、それはもろく割れ落ちる。

　あらわれたのは、打ち交かわす途と中ちゆうから頭をよぎった人物の顔だった。

　そこにある、自分とよく似た瞳ひとみの弟の面おも立だちを見て、アイリに言われた言葉が甦よみがえる。

『カイさんだって外に出ることもあるんじゃないですか？』

　その言葉に引っかかりを覚えたのは、カイが他の都市へ出入りしていたという部分だったのだ。七聖府ザインの情報が多いセントパレスへカイが来ていたのなら、旧市街に出入りしていたとしてもおかしくない。

「……どういうことか、説明してもらおうか」

　ハイヅカに腕をつかまれるままになったカイに、逃げる気はないようだ。

　襟をつかまれ引き起こされても、もはや抗あらがうこともしない。

　それでもうつむくでもなく、まっすぐに顔をあげて歩くさまは、カイ自身にこの行いを恥はじるつもりはないせいだろう。

　他にもとらえられた男達の大半は、顔をあらわにすればミッドパレスの若者たちだとわかった。

　不安そうな者から怒いかりをにじませる者までと、表情もさまざまだ。

　あちこち破は壊かいされた本堂に全員が集められると、若者たちはカイの姿を見て、なにかをあきらめたように静かに腰こしを下ろした。

　あまりにも混乱している状況に、コーネル室長の指示により、いったんミッドパレスの関係者を本堂に近づけないようにして中央の間を閉めきった。

　コーネル室長が、全員の顔を見まわしてため息をつく。

「困ったねぇ、君たちの仲間の何人かがいまもセントパレスに拘こう束そく中だってわかってるだろう？」

　驚おどろいて顔をあげたハイヅカとアダムに、コーネル室長は改めて話してきかせた。

　シアーズを刺さした男たちは、旧市街の不法居住者を装よそおってはいるが、彼らが直前に口にした言葉から、ミッドパレスの関係者の可能性があったこと。

　そして現状、証しよう拠こがないため七聖府もそれを断定はできず、今回の現地調査でミッドパレス内部のようすを、さぐってくる必要があったと聞かされた。

「悪いが、誰か代表になって話をしてもらえるだろうか」

　コーネル室長の言葉に、カイが片かた膝ひざをついてにじり出ると、きっと顔をあげた。

「これは、私たち一部の人間が持つ疑問と考えから行ったことです。我々のなかには、もうずいぶん前から七聖守護物の効力を疑う声がありました。ですが、『落日の礼拝』を経験した大人たちは、この地の巫女みこまで失っているいま、ウィッカの遺産にすがるしかなかった」

　はきはきと迷いのないカイの言葉が、そこでふと詰つまる。

「……でも、本当に復興は思うように進まなくて、他の都市へ出て行った者たちは戻らず、駄だ目めになった農地では穀物もとれない。俺たちは何度も、七聖守護物ザインタリスマンの調査を七聖府ザインへ依い頼らいするべきだといったんです」

　ふり絞しぼるように告げるカイの言葉に噓うそはないようだった。

　コーネル室長はゆっくりと目を伏ふせると、静かに口にする。

「けれど、大人たちはそれを嫌いやがったんだね」

「……どうして」

　思わず声をあげたハイヅカに、コーネル室長は困ったように首を傾かたむける。

「そうだね、ハイヅカ君はここの出身だからわかりづらいかもしれないが、過去ミッドパレスは法術や土地の守護について独自の文化や技術が高かった。だが現実に、都市は襲しゆう撃げきされ七聖守護物は破壊されかけた。『黒の七星旅団』にとっては、自分たちの能力を見せつけるためにこの都市を選んだ可能性もあるね。いわば、奴やつらに遅おくれをとった形になり、それをミッドパレスの人たちは恥じた。あんな卑ひ怯きような輩やからになにをと思うだろうけれど、当人たちは議会での立場もあるだろう。大人は大人の事情で物事を動かそうとするからね」

　すべてを良くするためだけに、まっすぐ前進することが叶かなわない。

　そんななか周囲の苦境をみて育った若者たちが、次し第だいに不満を募つのらせていったとしても不思議なことではない。

「そうじゃないのかな？」とコーネル室長はカイを見た。

　すると、カイはゆっくりとうなだれ、小さくうなずく。

「俺たちの仲間が、セントパレスの旧市街で接せつ触しよくを持った筋からの情報では、七聖府の動きには信用できないところがあると知らされた。七聖守護物が本物かどうかも怪あやしいと……それが、『黒の七星旅団』の関係者だってわかったのは、つい最近のことです」

　そのときの衝しよう撃げきと、抱かかえつづけているやり場のない不安や怒りをもてあましているのか、カイの瞳が一同をにらみつける。

「いまも……わからない。七聖府が本物の七聖守護物を返してくれたのか、ただ俺たちが『黒の七星旅団』に利用されただけなのか」

　そんなカイの前に進み出たハイヅカが、弟の頭を見下ろしぐっと拳こぶしに力をこめる。

　アダムが気づかうように見守るなか、ハイヅカはすっとその場に膝ひざをついた。

　驚いて顔をあげたカイと、しっかり視線を見合わせる。

「すまなかった。お前たちのミッドパレスを思う気持ちを考えれば、俺がもっと早くに動くべきだった」

　怒りを感じるのは自分自身にだと、ハイヅカは弟の肩に手を置いた。

　そしてやや声をひそめて伝える。

「俺たちも旧神しん殿でんでまだ調査の途中だった。七聖守護物に関する記録はきちんととっている。優ゆう秀しゆうな研究者や技術者がこれからきちんと解かい析せきを進めれば、お前達の疑問にも答えが出せるはずだ」

　ハイヅカの言葉に、カイの目が疑いをにじませ鋭するどさを増す。

「だが、その結果がどういったものだったにせよ、『黒の七星旅団』の奴らが正しい行いをしている理由にはならない──奴らがいまも他の都市でも破壊活動をしているせいで、俺たちと似たような──」

　そう口にして、ふと言葉を途と切ぎれさせる。

　ハイヅカ自身も、つい先ほどの調査結果について、どうとらえていいのか迷っているのも本当なのだ。

　だが、コーネル室長は落ち着いた声でゆったりと尋たずねた。

「一体どうして、今日この場所で襲しゆう撃げき騒さわぎを起こしたんだね？　新しい神殿での再出発はミッドパレスの人たちにとっても、大きな支えだったはずだ」

　その言葉に、カイの表情はぐっと苦しげなものになる。

「……この件については、今朝早くに突とつ然ぜん指示があって、正直私も迷いました。ですが、断れば組織の人間を送りこむといわれ、少しでも被ひ害がいが少なくすむ方法を選ぶしかなくて動いたんです」

　どうやらカイたちは、関かかわってしまった相手が『黒の七星旅団』だとわかったあとも、利用され内情をさぐられている節があった。

　さらに詳しよう細さいな事情を聞き出すため、コーネル室長がカイに立ち上がるよううながそうとしたときだった。

「七聖府の方々は、こちらにいらっしゃいますか!!」

　いまにも倒たおれこみそうな勢いで本堂に駆かけこんできたのは、先ほど旧神殿に騒ぎを告げにきた老人だった。

　その額からは血が流れ、あきらかに尋じん常じようでないようすだ。

「どうされました」

　アダムが駆け寄って老人を支えると、その場に座りこみ息も整わないまま床ゆかを叩たたく。

「あなた方に知らせにいって、残られた方たちも、遅れてここへお連れしようとしたのですが……妙みような男があらわれて、私が気づいたときには……もう、地下には誰だれもおりませんで……」

　不安そうにしぼむ声から、なにかただならぬことが起きているのだと、ハイヅカには予感があった。

　老人の怪我けがを気づかうアダムも、思うことがあるようだ。

「まさか、そのためにここでカイさんたちに騒ぎを起こさせたのでは？　『黒の七星旅団』が七聖守護物を狙ねらって動いたのかもしれません」

「それが、地下に降りて確かめたのですが、『大鏡』はその場に手つかずで残されたままで──私にもなにが起きたのか……」

　いまだ恐きよう怖ふが治まらず、額の殴なぐられた傷も生々しい老人に手当を受けさせようと、カイが立ちあがると老人の背を押し本堂の外へ連れて行く。

　ハイヅカがコーネル室長を振ふり返ると、これまで見たこともないほどの硬かたい空気を身にまとっていた。

　日ひ頃ごろめったに感情をみせないコーネル室長の思わぬようすに、ハイヅカの気持ちはいっそう焦あせった。

　思い出すのは、以前アイリの夢にコゲツが侵しん入にゆうしたときに、彼女をミッドパレスへ招待すると口にしていたことだ。

　こうまで周しゆう到とうに計画してアイリを連れ去ったのならば、なにか目的があるに違ちがいない。

「室長……まさか、なにかご存じのことがあるんですか？　だったら、いまの事態は一体なんなのか……」

　教えて欲しいと詰め寄ると、コーネル室長は銃じゆうを突つきつけられたように、両手をあげてみせる。

「そうだね……このままではイスフェルド君たちに、害が及およぶ可能性もある」

　返された言葉に、ハイヅカとアダムも硬い表情でうなずく。

「たぶん、今回の襲撃に関わっている人物のなかに、キアド・ローザックという男がいるはずだ。その男は、かつて七聖府ザインの職員だった。これはあくまで憶おく測そくだが、ローザックこそが『黒の七星旅団』の首しゆ謀ぼう者しやであるんじゃないかと、私は見ている」

「……室長。どうして、そんなことを──」

　それほど重大なことを、ずっと黙だまっていたのかとハイヅカは反発を覚えたが、ことは七聖府の上層部でも極ごく秘ひ扱あつかいの情報なのかもしれない。

　たとえ推測の話なのだとしても、軽々しく部下に聞かせられる内容ではないのだろう。

「それと、これは私の個人的な考えだが、あの『落日の礼拝』の日、このミッドパレスでイスフェルド君の両親が亡なくなったことにも、ローザックが関係していた可能性が高い」

　重々しい口調に、アイリの行方ゆくえが知れないことがとてつもない不安へと変化し、室長の表情にも珍めずらしく焦りが感じられる。

「もし奴らの目的が『大鏡』ではなく、イスフェルド君やダリウス君たちなんだとしたら、どこへ連れ去られたか……」

　思案をめぐらせるコーネル室長を横目に、ハイヅカはぱっと本堂を飛び出すと、再びカイの襟えり首くびをつかみ強ごう引いんに連れ戻もどす。

　その背を乱暴に柱に押しつけると、襟えり元もとを締しめ上げるようにすごんだ。

「カイ、お前たちが日ひ頃ごろ連れん絡らくを取ってたのはどんな奴なんだ。今日の騒そう動どうを起こして、残った三人をどこへ連れていかせた」

　だがその質問に、カイは悔くやしそうに唇くちびるを引き結ぶ。

「直接、その人物と会ったのは一度だけだ。今日のことだって、まさか旧神殿のほうへ誰かがいくなんて聞かされてなかった」

　ハイヅカの形相と、カイ本人も想像もしなかった方向へ事態が動いていることに、当とう惑わくするように瞳ひとみが揺ゆれる。

「カイ……なんでもいい、思い当たることがあるはずだ。奴らは『大鏡』を置いていった。だとしたら、奴らはなにが狙いでミッドパレスに出入りしている。なんでもいい、片かたっ端ぱしからいってみてくれ」

　だが、カイはまだ躊ちゆう躇ちよするように、眉まゆを寄せて目をそらす。

「わからない。奴らと七聖府ザインとどう違う？　俺たちからすれば、どっちも信用できない言い分ばかりだ」

　真しん剣けんにミッドパレスの未来を憂うれえてきたからこそ、カイの気持ちが迷うのもわからなくはない。それでもハイヅカは、カイの衣い装しようの襟元をさらにきつく寄せ、嚙かみつかんばかりに顔を寄せた。

「悪いが、どっちが正しいかはあとだ。少なくともアイリがあいつらに連れさられる道理はない、違うか？」

　腹の底が焦こげつくような怒いかりを深いところへ沈しずめて口にすると、カイもアイリのことを思い起こしたようだ。

「もしあいつになにかあれば、俺はお前まで失うことになる」

　聞く者をふるえあがらせる怒りを秘ひめたハイヅカの言葉に、ようやくカイも思考をめぐらせる。

「……そうだな、確かに彼女に罪はない。あいつらがここへ出入りしはじめて、関心をみせた場所は──」

　必死に記き憶おくをさぐろうと意識を凝こらしたカイは、はっとしたように顔をあげた。

「ずいぶん前のことだけど、人が出入りしない、使っていない場所を提供して欲しいといわれたことがあった──」
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「ちょっとー！　突とつ然ぜん牢ろう屋やに放ほうりこむって、このあとどうするつもりなの！」

　暗がりのなかに、アイリの叫さけぶ声だけが響ひびく。

　真っ暗な場所に閉じこめられるのも最悪だったが、なによりアイリの不安を大きくしているのはハイヅカのことだ。

　──どうしよう、ここまでどのぐらい移動してきたんだろう。目め隠かくしされててよくわからなかったけど、ハイヅカさんとあんまり距きよ離りがあるのなら……また大だい惨さん事じを招きかねない。

　過去ハイヅカと離はなれたばかりに、ヘヴンリーパレスの貴族の屋や敷しきが半はん壊かいしたことを思い出す。

　そのときのことを思い出すと、アイリの指は自然と左ひだり腕うでにつけていた華きや奢しやな銀のブレスレットに触ふれた。

　波打つような意い匠しようのそれは、以前にセントパレスの繁はん華か街がいで手に入れたものだ。

　有能な職人がつくった、守護物タリスマンと呪具を兼かねた風変わりな一いつ対ついの作品になっている。

　ハイヅカがつけている片割れのブレスレットから、アイリのブレスレットに凶きよう運うんが流れこむような作用があると言われていた。

　──そうだった……以前にもハイヅカさんと離れたときに、このブレスに流れる運気の波長で、私の居場所がわかったことがあるって……。

　アイリの行動を見ていたのか、暗がりから澄すんだ声が返った。

「ひょっとして、ハイヅカのことが心配？」

　声のしたほうで、小さな灯あかりがぽうっと生まれ、それがダリウスの手にある、鶏にわとりの卵ほどの石から発せられているとわかった。

　ダリウスの金きん髪ぱつが蜜みつのように艶つやを帯び、琥こ珀はくの瞳がとろりと灯りに照らし出される。

「だって、もしハイヅカさんの凶運が発動して、なにか被ひ害がいがあったりしたら……」

　今度こそ、本人も立ち直れないほど落ちこみはしないかと、アイリは気がかりで仕方がない。

「まぁねぇ、ハイヅカのアレはほんとにひどかった。ただ一番の問題は、君たちのそのブレスレットがあっても、探知できる道具を持ってる僕がここにいるってことだろうね……」

「……ああぁぁぁ、そうだった」

　可能性を断たたれ、アイリは床ゆかに両手をつきうなだれる。

　しかも、もうひとりの守護物タリスマンや呪じゆ物ぶつに詳くわしい人間であるトリニックまでもが、いまは同じ場所にいるのだ。

「もし救いがあるとしたら、サイクスさんが一いつ緒しよにいてくれることだろうね。前の貴族の屋敷でも、サイクスさんの防ぼう御ぎよ陣じんのおかげで、ハイヅカの殺人的凶運からまぬがれたことも多かったんだから」

　当時一緒に行動していたはずのダリウスの言葉に、アイリはアダムの顔を思い出し、すがりつくような気持ちでほっとする。

「ハイヅカさんの凶運が殺人的ってことは、少しでも被害がでないように、サイクスさんにがんばってもらうしかなさそうですね。でもサイクスさんの防御陣なら安心かな。あのー、ちなみにダリウスさんが手に持ってる灯り、そんなものまで用意してたんですか？」

　普ふ段だんから大きな鞄かばんで荷物の多いダリウスなだけに、用よう意い周しゆう到とうなものだと感心していると、ふたりから少し離れた場所で、トリニックの不ふ機き嫌げんそうな声があがる。

「それは、呪じゆ詛そ探知ができる石だ。呪詛に汚お染せんされた場所に持ちこめば、その強さに比例して明るさが変わる。我々のいるこの牢ろうが照らせるほどだから……まぁ、十日もいればまともじゃなくなるんじゃないのか」

　淡たん々たんとした口調で説明され、アイリは大きく顔をしかめた。

「明るいのは嬉うれしいですけど、明るいほど気が滅め入いるっていう道具なんですね……」

　するとダリウスはその石を中央に置き、自分は部屋の隅すみへと身を寄せた。

　その堅かたい表情や、トリニックといるとほとんど口を開こうともしない頑かたくななようすが、アイリは気になる。

　しかしトリニックはそんなふたりを気にしたようすもなく、薄うす明あかりのなかで牢の隅になにかみつけたようだ。

「一応、飢うえ死じにさせるつもりはないようだな。ここに水の入った瓶びんとパンが置かれてる。この量からすると、明日にはもう一度ここへ誰だれかがくるだろう」

　こんな時でもそこにあるものから、冷静に状じよう況きようを読みとっていくのはいかにも研究者らしい。

　どこまでもマイペースなトリニックは、さっさとパンの一部と水を口にするとそのままごろりと横になり、外套オーバーコートをかぶってしまった。

「……どういう人なんですかね」

　この状況で出されたものを口にして、さっさと寝ね入いってしまう神経の太さにアイリが啞あ然ぜんとしていると、ダリウスがぼそりとつぶやく。

「そのままさ、合理的で無神経な男だからね。スイッチを入れるみたいに、思考を切り替かえられる。研究対象に関してと、研究結果のためなら、すべての気力も労力も自在に使えるようにできてるんだ」

　その説明に、アイリは意外な思いでダリウスを見る。

「ダリウスさんは、トリニックさんのことが苦手ですよね？　なのに、どうしてそんなに詳しいんですか？」

　かつて、同じ研究室での上司と部下だったからといって、それほどお互たがいを把は握あくできるものだろうか。

　自分がハイヅカと過ごすように、長い時間を一緒にいるならいざ知らず、通常の七聖府ザイン職員は私的な時間や空間まで同どう僚りようと共有する義務はない。

　しばらくの間、外套をかぶった状態のトリニックをじっと見ていたダリウスが、ふっと肩かたの力を抜ぬく。

「……どうもトリニックは君に興味があるようだけど、どうして近づかない方がいいのか、話してあげるよ。そいつはいったん眠ねむったら四時間は目を覚まさないからね」

　そういってダリウスが打ち明けた内容は、アイリが想像もしなかった内容だった。

「僕も、『落日の礼拝』の孤こ児じでね。ただ、両親のことも、どうしてミッドパレスにいたのかもわからないままだ。瓦が礫れきから助け出されたときにはまだ乳児だったし、そのまま施し設せつで育つことになった」

　ダリウスもかつてこの地にいたのだと知らされ、アイリは大きく瞬またたいた。

　かける言葉を見つけられないうちに、ダリウスは話しつづける。

　五歳まで言葉を話せなかったこと。

　それでも文字を覚え綴つづることは誰よりも早く、施設の誰よりも本を欲しがったこと。

　そして八歳の頃ころには、自作の呪物で施設に被害を与あたえ、七聖府が介かい入にゆうする事件にまで発展したため、身み柄がらが七聖府預かりとなってしまったことなどだった。

「ダリウスさんたら、やんちゃすぎるお子さんだったんですね。内気なのか強気なのかわかりにくいですけど……」

「天才ってものは、いつでも理解されないものだからね」

　脳天気な感想を口にするアイリに、ダリウスはようやく口の端はしをわずかにほころばせる。

「で、七聖府ザインに身柄を拘こう束そくされたんだけど、罪状に問える年ねん齢れいじゃなかったのと、僕の能力を知りたいと申し出た人間がいた。それがトリニックだよ」

「え……トリニックさんとは、そんなに古い知り合いなんですか？」

　だがダリウスは、横たわったトリニックに軽けい蔑べつするような視線を投げかける。

「知り合いなんてもんじゃない。あいつにとって僕は実験対象であり、必要な数値と結果がわかればそれで気が済むだけのモノでしかなかった」

　生体検査の結果、ダリウスが通常の人となんら変わらない肉体と精神を持つとわかると、トリニックは研究方針を決めた。

　毎日、朝から夜まで、わずかな食事の時間と睡すい眠みんを確保される以外は、まるで責め苦のようにその能力を試ためされたという。

　七聖府で手に入る、あらゆる呪具や守護物タリスマンを渡わたされ、それを理解するように命じられる。

　その作用の構築について記録をつけ、ひたすらトリニックに説明するように求められた。

　日々詰つめ込まれるのは、呪物と守護物のことだけになり、構築と解体を繰くり返すうちに徐じよ々じよにダリウスの心の均きん衡こうは崩くずれていった。

　とうとうある日を境に、ダリウスは貝のように押し黙だまってしまった。

　それは、自分は道具でも実験材料でもないという、固い意志のあらわれだった。

「……それで、結局渡された呪物で研究室を吹ふき飛ばして周囲の注目を引いてやった。それから僕が作った守護物やレポートが別の人間の目に留まって、七聖府への早期採用の話が進んだってわけ。で、正式な七聖府の職員としての立場を得て、すぐに組合に加入した」

「組合？」

　ダリウスの生おい立ちも驚おどろくべきものだったが、話が思わぬほうへと転がって、アイリは首を傾かしげた。

「あぁ、君もその気なら七聖府に戻もどってから説明会にいくといい。そのややこしい体質も含ふくんで人権保護に有利なことがあるかもよ」

　ダリウスは七聖府最年少の十二歳で入省したと聞かされていたが、その頃から大人が身に付けるあらゆる方法で自分の身を守る必要があったのだ。

　過か酷こくな環かん境きようと異例の生い立ちに、アイリはただ驚かされた。

「私のことなら大だい丈じよう夫ぶですけど……でも、そんないきさつがあったのに、トリニックさんの部下として働いてきたんですか？」

　七聖府としても所属部署に考こう慮りよするべきだったのではないだろうかと思ったが、ダリウスは首を振ふる。

「いいや、研究室配属は僕が希望した。だって、そのための能力を買われて採用されたんだからね。役立たずになるのだけはごめんだ」

　その言葉に宿る力強さに、アイリははじめてダリウスのこれまでの言動や、対策室での役割にこだわる理由がわかった気がした。

「私が、七聖府ザインに入りたいって思ったのも、両親にまつわる色んなことが知りたかったのがきっかけです。でも、ミッドパレスを実際に訪おとずれてカイさんとも話してみて、過去のことは過ぎたことじゃなくて、そのままいまにつづいてるんだって実感できました」

　そう口にするアイリをじっと見つめて、ダリウスは先をうながすように聞いてくれる。

「みんな、積み重ねてきた時間とか思いがあって、いまの立場があるんだなぁって……なんかいまさらですけど。人間どんな状況でも、意地とか意志をあきらめちゃ駄だ目めなんだって思えたら……ちょっと感動しました」

　胸が熱くなるまま口にしたアイリに、ダリウスはどこか得意げに顎あごの先をそらして笑う。

「いくらでも、誉ほめたたえてくれて結構だよ。君の単純なおつむにも、届くなにかがあったなら本ほん望もうだ」

　そういうダリウスの口調はまったくいつもの通りで、アイリはほっとした。

「君に見直されても仕方がないんだけどさ。ただ、ここへきてから変に調子が悪いのも本当だ。昨晩も妙みような夢を見るし……まぁ、これだけ呪詛が満ちてるって反応も出てるから、無理はないかもしれないな」

「ダリウスさんの夢って、こんな地下室の暗い夢でしたか？」

　思わず身を乗り出して尋たずねたアイリに、ダリウスは驚いたのか後ろに手をついて視線をめぐらせる。

「いや……なんだったかな、暗いといえばそうだけど。なんだか深い森で迷子っていうか、ただ不安にさせられる夢だった気がする」

　目を覚ますと、詳しよう細さいなことはおぼろげになってしまったのだとダリウスは言う。

　それはアイリが見た悪夢ともまた違ちがうようだとわかり、これもミッドパレスという土地が与える影えい響きようなのだろうかと納なつ得とくする。

「私たちも、少しでもなにか口に入れて寝ねておきましょう。トリニックさんがいうように、明日になって誰かが降りてきたら、チャンスがあるかもしれません」

　そういって、アイリはパンをちぎるとダリウスに手て渡わたす。

　気は進まないようだったが、ダリウスは苦行僧そうのような顔で乾かわいたパンを口に押しこむと、ふたりで瓶びんの水を回し飲んで流しこんだ。

　少しでも体を休めようと床ゆかに転がると、地下のせいか思ったより床ゆか板いたは冷えた。

　せめて外套オーバーコートがあってよかったとアイリが思いながらくるまると、背中を向けるように横になったダリウスから小さく声が聞こえる。

「……寒いなら、僕の外套を使ってもいいけど」

「私なら……大丈夫です。でも──」

　ついさきほど、パンを渡す時に触ふれたダリウスの指がひどく冷たかったことを思い出す。

　──昔のことだって、なんでもないことみたいに話してくれたけど。いまもこうしてトリニックさんと一いつ緒しよにいることが、ダリウスさんにはすごく大変なことなんじゃないのかな。
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　普ふ段だんは憎にくまれ口も多く、決して人に心を開こうとはしないが、それは自分を守る意味があるのかもしれない。

　──人を寄せつけないでいれば、傷つけられることもないし、楽なことだってある。でも……本当に辛つらいときに、助けてっていえないとすごく辛い。

　アイリ自身そのことに気づいたのは、対策室にきてからだとわかっていた。

　いまのメンバーと仕事ができるから、そこにふさわしい自分でいたいと思えるようになって、ようやく理解できたように思うのだ。

　アイリは手を伸のばすと、ダリウスの手を取った。

　驚いたのかその肩かたが一いつ瞬しゆん揺ゆれたが、アイリはそのままダリウスの冷えきった手をぎゅっと握にぎる。そしてお互たがいを励はげますつもりで、「おやすみなさい」と口にした。

　返事はなく、手をはらわれるかと思ったが、意外にもそれはなかった。

　冷たかったダリウスの指先に、徐々に熱が渡っていくとアイリの気持ちもほっとする。

　うつらうつらとしているうちに、いつの間に眠ねむりに落ちたのか、アイリが意識を取り戻したのは、トリニックが手にしたファイルをめくる音のせいだった。

　ダリウスはとっくに身を起こしていて、自分の手荷物の中身を点検しているようだ。

　見慣れない紙し片へんや、複雑に編まれた紐ひも、大きさも色もまちまちな輝き石せきを取り出しては並べて組み合わせている。

　そしてアイリたちが閉じこめられている地ち下か牢ろうの格こう子しには、いつの間にか貼はり付けられた白い護ご符ふらしきものが、白々とした光を放っていた。

　アイリはまるで手品をみている気分になる。

　──ダリウスさんのことだから、自分で作っちゃったんだろうけど。一体どれだけ道具を鞄かばんに入れてるんだろ。ダリウスさんとだったら、無人島にいってもなんとかなりそう。

「おはようございます、少しは眠れましたか？」

　そう口にしたアイリに、トリニックは視線をファイルに落としたまま鷹おう揚ようにうなずき、ダリウスはわずかに不ふ機き嫌げんそうな顔で近づく。

　トリニックに聞かれたくないのか、やたらと声をひそめて話しかけられた。

「君は、少し慎つつしみとか用心とかって言葉の意味を考えた方がいい」

「あの……やっぱり、手をつないでたら眠りにくかったですか？　冷えてると寝ね付つきが悪いかなと思って」

　知ち恵えや知識で役立てないので、せめて物理的に助けにならないかと思ったのだが、それもお気に召めさなかったらしい。

　だが、ダリウスはふと肩を落とすと、「いや、いい。忘れてくれ」と小さくつぶやく。

　なんとなく腑ふに落ちないでいたが、そんなアイリにトリニックが話しかける。

「イスフェルドさん、少しいいだろうか。ちょうどいい機会だ。私の仮説を、いまのうちに確認しておきたいのだが……」

　突とつ然ぜんそう言い出したトリニックに、ダリウスがアイリをかばうように前に出て遮さえぎろうとする。

　だがアイリは、その肩にそっと手を置いた。

　振り返る琥こ珀はくの瞳ひとみに、大丈夫だとうなずいてみせる。

　──それに、どうしてトリニックさんが父さんのことを知ってるのか、ちゃんと聞いたほうがいいのかもしれない。ひょっとしたら、一昨日おととい見た夢のヒントが見つかるかも。

　そんな気持ちもあって、アイリはトリニックと向き合う。

　トリニックは神経質そうな指で、書類をめくりながらトントンとその角を叩たたいた。

「前にも、私が研究室でウィッカの残した予言と、記録について調べてきたことは話したね？」

「はい、『賢けん者じやの杖つえ』と呼ばれる予言があって、それに私の父が関かかわっていたかもしれないって、そうおっしゃいました」

　ダリウスは『賢者の杖』などという予言はまやかしか妄もう想そうだとでもいうように、相手にはしていなかったが、アイリとしてはその内容自体よりも父親が関係していたかもしれないことが重要だった。

　背後でダリウスがぴりぴりと神経をとがらせているような気がしたが、アイリは堪たえきれず問いかける。

「その『賢者の杖』っていうのは、どういう内容なんですか？」

「私が見つけたのは、一冊の記録書なんだが……正確にいうとそれはウィッカの予言そのものではない。ウィッカが残した予言を読み解くために、必要な記録書といってもいいかもしれないな」

　初めて耳にする話に、アイリは思わず引きこまれる。

「ウィッカが、すべての都市を守護するために配置した七聖守護物ザインタリスマンが、『風の天窓』を作り出し維い持じする役割を担になっていることは、アルステラ大陸の人間なら誰だれもが知るところだ。だが、見方をかえれば『風の天窓』にはまったく別の役割があるといえるかもしれない。そう考える理由のひとつに、ウィッカが残したとされる詩の一節がある」

　いったん言葉を切ったトリニックは、詩をそらんじるようにまぶたを閉じてこう告げた。




〈　ひとふりは窓をあけ

　　ひとふりは暗雲を吹ふきはらい

　　ひとふりは根を張り地の果てを見定めよ　〉




「それが、ウィッカの予言なんですか？　なにか魔ま法ほうの杖みたいなのがあって、窓を……開けるってこと……？」

　そう口にして、アイリも気づく。

『風の天窓』はその名の通り、空に作り出された巨きよ大だいな窓なのだ。

　災さい厄やくが降るのを防ぐための境界の覆おおいという印象があったのだが、窓ならば開けることもできる。

「そう、ウィッカは防護の目的で七聖守護物を作ったのではないかもしれない。そして、私が気づいたのはウィッカが唱える『ひとふり』と数えられる杖の役割についてだ。これは物質的な杖そのものを指しているんじゃなくて、ウィッカの目的に気づいた人間。彼女が弟で子しと認められる人物たちのことを示しているのじゃないか、とね」

　自信に満ちあふれて見えるトリニックの口調からも、彼がこの研究に相当長く没ぼつ頭とうしてきたのだろうことが知れる。

　アイリはなんとなく嫌いやな予感を覚えつつ、口をひらいた。

「いまのお話だと、杖は三本あるってことですよね。トリニックさんの仮定だと三人ってことになります。それが誰なのかも、トリニックさんにはわかってるんですか？」

　まるでアイリの心が怖おじ気づくのを見み透すかしたように、トリニックの唇くちびるがうっすらと笑えみを刻む。

　そして、眼鏡の奥にある榛はしばみ色の瞳が鋭するどくアイリを見み据すえた。

「もちろん、裏付けのための調べは進めてきた。全員に確認を取ることはもうできないが、ひとり目はセオドア・モートン、君の父上だ。そしてふたり目はキアド・ローザック、かつて七聖府ザインに在ざい籍せきした職員だ。そして三人目は、そのふたりと同期入省し、いまは七聖守護物ザインタリスマン対策室室長であるケネス・コーネル。君たちの上司だ」

　つかの間、薄うす暗ぐらい地下室が沈ちん黙もくで満ちる。

　想像したこともなかった人の名に、アイリも驚おどろきに息をつめる。

「でたらめだ！　単にそのふたりと、室長の在籍期間が重なってるだけのことです。七聖府には当時研究にたずさわる職員の数が多くなかったから、あなたは都合良く自分の解かい釈しやくに当てはめているだけだ」

　嚙かみつくように言い返したダリウスに、アイリもはっと我に返る。

　だが同じように言い返せない戸と惑まどいも生まれていた。

　──もし、トリニックさんのいってることが本当だったら、コーネル室長はやっぱり私の父さんを知ってたってこと？　でも、室長の部屋で聞いたときには答えてくれなかった。……まるで隠かくすみたいに……。

　そう思い当たると、父が研究に関わっていたという事実よりも激しい動どう揺ように襲おそわれる。

　そして自分が昨夜見た夢も、不安な感情が見せたものではなく、なにか意味があるのかもしれないと感じ始めていた。

「フロスト君は黙だまっていたまえ。いまは君の意見や思想は求めていない。とにかく、私が知りたいのはイスフェルドさん、あなたについてだ」

　急に矛ほこ先さきを自分に向けられアイリは驚いたが、トリニックは食い入るようにこちらを見つめている。

「『賢者の杖』と呼ばれるウィッカの三人の愛まな弟で子しが彼らなのだとすれば、その全員か、もしくは誰かが『鍵かぎ』を手に入れたはずなんです」

「……鍵……？」

「どうですか、イスフェルドさん。あなたは、なにかご両親から預かったものはありませんか？　形見の品とか思い当たるものは？」

　唐とう突とつに尋たずねられても、アイリには思い当たるものなどない。

　予期せぬ災厄で命を落としただけに、両親は我が子になにか残すようなことを考える間はなかったはずだ。

「いえ、そんなものはなにも。鍵なんて思いあたることはありませんけど」

「『鍵』といっても、なにかの箱や扉とびらの鍵とはまた違ちがった形かもしれない。なにか、ウィッカの力に関係するもので、思い浮うかぶものはないだろうか」

　一いつ瞬しゆんアイリの脳のう裏りには、対策室で使うタロットカードの存在が浮かんだ。

「……タロット……」

　つい口からこぼれた言葉に、トリニックがはっと表情を変える。

「そうだ、あのウィッカの遺産の正体を君が見み極きわめたと報告があったな。まさか、あのカードを実際に君が占せん術じゆつ用に使っているのか？　それならぜひ腕うで前まえを拝見しておきたい。ひょっとしてご両親とも関係が？」

　日ひ頃ごろの冷めた視線からは考えられない勢いで詰つめ寄るトリニックに、アイリもたじろぐ。

　ダリウスが失言を責めるような苦い表情を浮かべた。

「いえ、あれはもともと七聖府ザインにあったもので、私が両親から渡わたされたり預かったりしたものじゃありません。それに、あのタロットは対策室の上官から指示がない限り、勝手には使えないものです」

　しかしトリニックには聞こえていないのか、ひとりごとのようにぶつぶつとつぶやく。

「なるほど、星の気配が強いとヴァージニーがいってたのはこのことか……？　彼女自身が『鍵』ではないと……？」

「え……あの、いま『ヴァージニー』っておっしゃいましたか？　まさかそれって、セントパレスの『白い蝶ちようの館やかた』のマドモアゼル・ヴァージニーさんのことじゃないですよね？」

　驚いて問い返すと、トリニックはごく当たり前のことのように答えた。

「いかにも、ヴァージニーは私の妹だ」

　きっぱりと答えたトリニックの無愛想な面おも立だちと、ヴァージニーの女め神がみのような美び貌ぼうはまったくかけ離はなれている。

　──ええぇぇぇ、似てなさすぎ！……あぁ、でもヴァージニーさんも『落日の礼拝』の孤こ児じだっていってたから、トリニックさんのご実家に養子にいったってことなのかな。

　思わぬふたりが繫つながったことに、アイリは混乱しかけたが、占術師としても確かな腕うでを持つ彼女は、いまの家族をとても大切に思っているようだった。

　──ってことは、もしかしてトリニックさんも思ったより悪い人じゃないのかもしれないけど。だからといって、ここで勝手にトリニックさんの指示でタロットを使うのはなんか違う気もするし……。

　アイリの心が揺ゆらいでいると、ダリウスが割って入ってくれた。

「トリニック室長、いくらご自身の研究のためとはいえ、彼女の事情も考えずに立ち入りすぎです。状じよう況きようによっては、私もコーネル室長にあなたの越えつ権けん行こう為いを報告せざるをえません。直属の部下でもない彼女への干かん渉しようは、自重なさるべきだと思いますが？」

　この旅の間、ずっと互たがいの目を見ることすらさけてきたダリウスの毅き然ぜんとした態度に、長らく失われていた興味が甦よみがえったようだ。

「おや、ずいぶんとはっきり話ができるようになったじゃないか。これまでと同じく、おどおどと隠れて、ひとり遊びをつづけているのかと思ったがね……」

　あからさまな棘とげを含ふくんだ言葉に、今度はアイリが黙っていられなくなった。

「ダリウスさんのことは、いまは関係ない話です。とにかく私には、トリニックさんの質問に答えられるような記き憶おくはなにもありません！」

　話が妙みような方向にそれ、互いにいがみ合いをはじめそうになった頃ころ、ふいに背後で起きた物音にアイリは振ふり返った。

　三人が閉じ込められている格こう子しの向こうに、急に風が流れる気配がある。

　誰だれかが、地上から降りてきたようだ。

　昨日トリニックが言った通り、生かしたまま監かん禁きんされているという状況には、やはり目的があるのだろう。

　あらわれたのは、昨夜もアイリたちをここへ連れてきたコゲツだった。

　だが今日はいつものようにヤギの頭ず蓋がい骨こつをかぶることもなく、衣い装しようもいたって簡素な白一色だ。

　それはカイが身に着けていたものとも似ており、帯の下には袴はかまをつけている。

　そうした衣装を身に着けたコゲツは、外見だけなら清せい冽れつさと凜り々りしさが際きわだって見える。

「おはよう、暗かったから良く眠ねむれただろう？　今日は大切な日だからね。迎むかえにきたよ、アイリ」

　名前を呼ばれ、コゲツの目的が自分だと知ったアイリは相手をにらみつける。

「一体、なにをするつもりなの？　まさか、私たちを連れだしたあと、七聖守護物ザインタリスマンになにか……」

『黒の七星旅団』が、あの場所に置かれていた『大鏡』を本物の七聖守護物だと思ってくれている可能性に期待したが、コゲツは馬ば鹿かにしたように薄うすく笑った。

「まさか、あんなガラクタに用はないさ、本物はちゃんとこちらの手にあるからね。けれど、今日これからの儀ぎ式しきに必要なのは、『大鏡』と月の意志、そして……星を巡めぐらせ運気を整えた君」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみをひたりと据すえられ、アイリは恐きよう怖ふに負けぬよう相手を強くにらみ返す。

　しかし『大鏡』の本物が、コゲツたちの手元にあると聞かされ、思わずダリウスを振り返った。

　もちろんトリニックにも衝しよう撃げきだったのだろう、自分たちが調査していた『大鏡』はとっくに『黒の七星旅団』によってすり替かえられた物だったのだ。

　──でも、それって一体いつから!?　だいたい儀式って、コゲツたちは『大鏡』を使ってなにをするつもりなの？

　不安ばかりが膨ふくらむアイリに向かって、コゲツは腰こしに差していた飾かざり刀を手にすると、躊ちゆう躇ちよすることなく格子戸を開けた。

「さ、行こうか。用があるのはひとりだけだ」

　そう言ってアイリの手首をつかんだコゲツに、ダリウスが逆らうように前へ出る。

「おっと、オマケはとにかくじっとしててくれないかな。できないならすぐに片づけてもいいんだけど？　だって邪じや魔まだし」

　短く鋭するどい刀の切っ先をダリウスの喉のどに突つきつけようとするコゲツに、アイリはその腕をぎゅっと押しとどめた。

「やめて、関係ないっていうなら、ふたりに関かかわらないで。それと、私にも触さわらないで」

　アイリは自分の手首をつかむコゲツの手を振り払はらうと、相手を格子の向こうへ押し出すようにした。

　とにかくいまの自分たちには武器もないうえ、コゲツを相手に実戦となればどう考えても不利な状況だ。

　そのときダリウスの手が外套オーバーコートのポケットに触ふれた気がしたが、気づかれるわけにもいかずあえて無視する。

　地上へあがれとうながすコゲツについて、逆らうこともできないまま階段をあがっていくしかない。

　暗がりの階段に足をかけそっと振り向くと、座ざ敷しき牢ろうのぼんやりとした薄うす明あかりの中、心配そうに格子を握にぎりしめるダリウスの姿がある。

「絶対に、ハイヅカさんたちが捜さがしにきてくれます。一いつ緒しよに帰りましょうね」

　ダリウスの瞳に力が宿るのを見て、アイリは思い切って踏ふみ出した。

　コゲツの後について階段をあがりきると、風が頰ほおにあたり、思わぬ冷たさにアイリは肩かたが震ふるえた。

　意表をつかれたのは、外がまだ暗いことだ。

　夜中なのだろうかと見あげると、頭上には雲の少ない夜空が広がる。

　深く暗い藍あい色いろの空に、うっすらと雲がたなびくのが見えた。

　地平との境がわずかに青みを帯びた紫むらさきへと変化し、頰に触れるひんやりと冷たい空気からも、夕暮れではないとわかる。

　──ハイヅカさんたちと別れたのが昼近くだった気がする。それから地下にいて、途と中ちゆうで眠ったりしたからもう朝だと思ってた。でも空の端はしが少しだけ明るいってことは、まだ夜明け前ってこと？

　そこは見み渡わたすかぎり殺風景な、あまりにも寒々とした場所だった。

　地平のずいぶんと遠くまで見渡さなければ、木々の影かげも見当たらない。

　ざらざらと乾かわいた黒い土と石が大地を覆おおい、雑草の一本すら見つからないほどの光景のなか、すべてが死に絶えていた。

　──昔、本でみたことがある。火山が噴ふいたあとの大地みたい。

　強い風が吹ふきつけ、目にほこりが飛びこみそうになって、アイリは思わず手をかざす。

　前に立っていたコゲツの黒くろ髪かみが高く舞まいあげられ、暗がりに浮かぶほんのりと白い美び貌ぼうに笑えみが浮かんだ。

「ようやく、君を招待できたね。ここが、私の故郷。さっきいた場所は、小さい頃私がいた鳥かごだよ」

　アイリの脳のう裏りにハイヅカから聞いた話が甦る。

　ミッドパレスで古くから伝わる神事のため選ばれる巫女みこ。

　だが女児に恵めぐまれなかった代に、コゲツは性別を偽いつわらされ、地下での生活を強しいられた。

　巫女の血筋に正当な女児が生まれれば、闇やみへと葬ほうむられたであろう不ふ遇ぐうな立場にあったのだという。

「あなたは、本当に復ふく讐しゆうのためだけに故郷を裏切ったの？　ハイヅカさんをだまして『黒の七星旅団』を手引きして、あれだけの被ひ害がいを引き起こすってわかっていた？」

　コゲツの心に、わずかな後こう悔かいでも生まれていないだろうかと期待して問いかけたが、漆黒の瞳は揺れることもなかった。

　ただ周囲のなにもない土地を退たい屈くつそうに眺ながめて、淡たん々たんと口にする。

「故郷ってものが生まれた場所のことを指すなら、ここは確かに故郷だろうね。でも私にとっては懐なつかしむ価値もない、忌いまわしい不ふ浄じようの地だ。古い因習をいつまでも盲もう信しんして、閉へい鎖さ的で自分たちが優すぐれていると信じこんでる。だから、なにもかも壊こわして変えてやらないとね……変化を呼びこむには、新たなものを構築したければ、破は壊かいが一番効果的で確実だと、私に教えてくれたのがあの人だ」

　日ひ頃ごろの挑ちよう戦せん的な物言いはなりをひそめ、静かな声と白い横顔は、夜の果てを見つめて美しい。だが、コゲツが懐かしむのは己おのれの破壊への欲よつ求きゆうだ。

「教えたって……それは、昨日あなたと一緒にいた男の人のこと？　『黒の七星旅団』はなにをしようとしてるの？　私をこの場所へ連れてきたって、なにも覚えていないし、両親が死んだときの記憶だってもちろんなにひとつ残ってなんかない！」

　気づけば最後は叫さけぶような口調になっていた。

　声を荒あらげて、アイリははじめて自分の奥底に強い怒いかりがあったことを知る。

　──そうだ……私、なにも覚えてない。父さんのことも、母さんのことも……ふたりの記憶も思い出も、なにも知らないままだ。

　夢でみた父親の顔にも、ただその異様な空間の雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされ、恐怖を感じることしかできなかった。

　写真でしかみたことがない両親は、懐かしさも幸せも、なにひとつもたらしてはくれない。

　そしてアイリの家族から、思い出を作る可能性を奪うばったのは『黒の七星旅団』だ。

「儀式についてはなにも心配いらない。別に君がなにか知っていたり覚えていたりする必要はないさ。アイリの存在がいまここにあることで、月呼びの儀式の結果に影えい響きようがある。支し度たくに少々手間取ったけど、まだ月は眠りについてはいないからね。空が白む前にはじめよう」

　そういって、コゲツは再びアイリの手をつかんで引くと、右手に連なって見える木の杭くいをまたぎ歩いていく。

　するとずいぶん先に、白い布がめぐらせてある建物らしき影が見える。

　それは巨きよ大だいな幕屋にもみえるが、天てん井じよう部分は空に向かって開かれているのか布はかけられていなかった。

　アイリはもはやコゲツの手を振り払う気力もなく、ダリウスとトリニックが残されている地下を振り返った。

　ダリウスが外套に触れたことを思いだし、ポケットに手をいれてみたが、そこにあるのは丸みを帯びた石のようだ。

　──あ、これって地ち下か牢ろうで最初に使ってた石？

　取り出さずにアイリはそっと視線を下に落とす。

　生き地じの隙すき間まからそれはいまも淡あわく光を放っていた。つまりこの地域一帯が、呪じゆ詛そに汚けがされたままなのだとわかる。

　光が外に漏もれるとコゲツに気づかれてしまうため、アイリはそっとポケットを押さえた。

　反対のポケットにも触れると、生地の上からでもそこにちゃんとタロットの箱が納まっているとわかりほっとする。

　歩を進め白い幕屋に近づくにつれ、その大きさが思った以上だとわかった。

　見あげると、日頃アイリが暮らしている七聖府ザインの別館と同じ、三階建てにあたるほどの高さがある。

　まだ薄うす暗ぐらい空の下、それは真っ黒な大地の中で、亡ぼう霊れいのように白く高くそびえていた。
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「とにかく我々としては、今回の神しん殿でんへの破は壊かい行こう為いの首しゆ謀ぼう者しやを突き止めていただきたい。もちろん、『黒の七星旅団』が関かかわることなのかどうかも、明確な調査を望みます」

　新神殿の襲しゆう撃げき後、灰塚家当主であるコウ氏からそうした要よう請せいがあった。

　コーネル室長としては、騒そう動どうを起こしたカイたちとの話し合いや状じよう況きよう検分した結果、ミッドパレスの神事関係者に事実を告げるべきか迷ったのだろう。

　結局、コウ氏と神事に関わる者たちを再び本堂に招きいれたときには、あたりは日が暮れようとしていた。

　事情を知らない神事の関係者たちは、当然強い憤いきどおりを見せたが、幾いく分ぶん硬かたい声の調子でコーネル室長は申し出る。

「お気持ちはわかります。ですが、我々は同どう僚りようの身み柄がらの無事も確保せねばなりません。もちろん、『黒の七星旅団』が侵しん入にゆうにいたった経けい緯いの調査は、徹てつ底てい的にさせていただきますので」

　混乱を大きくしないため、まずはさらわれた人員の救出が先と決めたのだろう。

　しかし、コーネル室長と父親のやりとりに、ハイヅカはいらだちを抑おさえきれない気持ちでいた。

　こうしている間にも、行方ゆくえのしれない三人が危険な目にあっているのかもしれないのだ。

　だがこれまで巫女を支え、神事を守ってきた灰塚家としては、今日の失態について納なつ得とくのできる説明を聞き、状況を把は握あくする必要があるのだろう。

　コウ氏も簡単には引き下がらないという厳しい目をしている。

　そのとき、本堂の奥に座していたカイが進み出ると、父親であるコウ氏の前に膝ひざをつき頭を下げた。

「父上、速すみやかにお聞かせしたい事実がございます。今日の外部からの侵入については、ミッドパレス内部の人間による手引きがあったからです」

「なんだと……!?」

　顔色を変える父に、カイは覚かく悟ごを決めた表情で面おもてをあげた。

「それは私を筆頭に、内部の人間が『黒の七星旅団』と通じていたことが、奴やつらの活動を助力する結果となってしまいました」

　断罪されるべきは自分だという表情のカイは、床ゆかに額をつけるように深々と平へい伏ふくする。

　その後ろには、同じくカイと共に行動した若者たちが伏ふしていた。

　息子むすこから報告された事実に、コウ氏もさすがに顔色を保てないようだ。

　突つきつけられた言葉の意味を吟ぎん味みするように、しばし沈ちん黙もくし呼吸を整える。

　やがて鋭するどい瞳ひとみでカイを見下ろすと、コウ氏は苦しげに口をひらいた。

「……ミッドパレスの一部の者が、思うように復興がすすまぬことをもどかしく思っていることは知っていた。だが、連合議会や他都市からの協力も受けているなか、我々の一存では動きをとれぬこともある。この頃ごろでは、七聖守護物ザインタリスマンの守護そのものに疑問を持つ者がいると聞いたが、お前までそれを信じていたのか？」

　この状況下でも感情を爆ばく発はつさせることなく、冷静に息子に問いかける父の姿に、ハイヅカは感心する。

　そしてうなだれる若者たちへ注がれていたコウ氏の視線が、答えを求めるように自分に向けられるのをハイヅカは感じた。

　コーネル室長に視線を向けるとかすかにうなずかれ、ハイヅカは了りよう承しようを得たとして口をひらく。

「まず、我々がいま申し上げられることは『大鏡』の真しん贋がんについては、まだ正確にわからないということです。調査の途と中ちゆうに新神殿で騒さわぎが起き、その隙すきを突いて旧神殿に残っていた研究者たちが連れ去られてしまいました。相手の狙ねらいがどういったところにあるかも、我々は確かめねばなりません」

　そして調査に隙を作るために、今日の神事の舞ぶ台たいが利用されカイたちに騒ぎを起こさせたと思われることも説明して聞かせる。

　眉み間けんを険しくしつつも、黙だまって話を聞いていたコウ氏は、状況を整理しているのか気難しげなようすだったが、やがて深くうなずいた。

「なるほど、確かにあの場所に『大鏡』が戻もどされて、もう十年以上が経たつ。復興の遅おくれは事実だが、『落日の礼拝』以降、ミッドパレスをさらなる災さい厄やくが襲おそうことはなかった。カイたちの焦あせる気持ちもわからぬではないが、いまいちど七聖守護物としての『大鏡』の真しん偽ぎを確かめねばならぬだろうな」

　そうでなければ、この都市の人々へも真実をどう伝えるべきか判断がつかないと、コウ氏の言こと葉ば尻じりがため息にまぎれる。

「とにかく、いまは消えた七聖府ザインの人員を捜さがし出し救出を最優先にしていただきたい。それと、今回の襲撃については真実が確認されてから、ミッドパレスの者たちにも正式に報告する。カイ……お前ともよく話し合おう。我々は多くを心の内に秘ひめすぎたようだな」

　カイたちの行いは簡単に許されることではなかったが、故郷を思う気持ちやそれに突き動かされた若者たちの行動は裏切りではないと、コウ氏はうなずいてみせた。

　──父は責任感の強い人だ。これを境に、ミッドパレスのあり方を考える機会だとわかってくれるかもしれない。

　ハイヅカはそうも願う。

　信しん仰こうを捨てる必要はない。だがその祈いのりのために、誰だれかを犠ぎ牲せいにするような信仰は形を変えていかなければならない時期にきているのだと感じる。

『落日の礼拝』から立ち直り、こうして新たな神殿を建てたとしても、月を呼ぶ儀ぎ式しきを重ねるために巫女みこをたてることをつづけていけば、第二、第三のコゲツが作られる可能性もあるのだ。

　幼い頃ころから自分のなかにあり、変えることのできなかったわだかまりが、いまようやくはっきりと形づくられ、強く膨ふくらんでいく。

「ご当主には深しん慮りよいただき感謝いたします。研究者たちが連れ去られた件で、捜そう索さくに向かいたい場所があるのですが」

　そう言って、コーネル室長が頭を垂れ口にした目的地は、カイの言葉から推測された場所だった。

　そこは十五年前まで、コゲツが住まわせられていた座ざ敷しき牢ろうだ。

　だが、コウ氏は苦い顔で首を横に振ふる。

「捜索はもちろんしていただいて結構ですが、その場所だけは、夜半に参らせるわけにはいきませんな。呪詛がもっとも強く残る一帯なのです。いまは、正式に月を呼ぶ巫女もおりません。清めの儀式も滞とどこおっている状況ですから、月の力の弱まる日の出をお待ちいただくしかない」

　旧神しん殿でん跡あとに残された呪詛は、夜ともなればいっそう影響を増すのだとコウ氏は告げた。

　結局、翌朝日が昇のぼり次し第だいに現地へ向かうことになり、それぞれ仮か眠みんを取っておくようハイヅカとアダムは命じられる。

　しかし、なによりコーネル室長が危き惧ぐしたのは、アイリと離はなれてしまったことによるハイヅカの処しよ遇ぐうだ。

「とにかく、こんな非常事態だしねぇ。いまはサイクス君だけが頼たよりだよ」

　そう口にするコーネル室長と別れたあと、ハイヅカは盛大にため息をついて詫わびるしかなかった。

「……すまないな、サイクス」

　隣となりを歩くアダムは、いまも聖戦器フアランクスである杖つえを軽く構えて発動させ、ハイヅカの周囲に防ぼう御ぎよ陣じんを張っている状態なのだ。

　以前は、ハイヅカに降りかかる災厄の勝手がわからず対応が遅れることもあったが、今回は防御陣の種類を多少変えているようだ。

「仕方がないですよ。イスフェルドさんがいないいま、危険物であるあなたはこういう形で隔かく離りしておくしかないでしょうし。これは外部からあなたを護まもるものではなくて、爆発物なんかに蓋ふたをする形のものです。せめてフロストさんがいてくれれば、この状況にあった特とく殊しゆな結界を作り出す方法もあったかもしれませんけどね」

　このままいくと、アダムは朝まで眠ねむることもできないまま、ハイヅカの番をすることになる。

　男二人で椅い子すに座り、互たがいを監かん視しするように一夜を明かすしか方法は残されていないのだ。

「これまでにも警備の任務で、不ふ眠みん不ふ休きゆうの勤務もありましたから、大だい丈じよう夫ぶだと思うのですけど。後々、体力が途と切ぎれたときには際限なく眠ってしまうかもしれませんので、そのときは起こしてやってください」

　各都市を特殊警護の任務でまわることもあるアダムだけに、ハイヅカもその実力を信用している。

　しかしそれほど長時間聖戦器フアランクスを発動させたままでいるのは、本人の体の消しよう耗もうも並なみ大たい抵ていではないはずだ。

「本当にすまない。この借りは必ず返す」

　ため息まじりに口にすれば、アダムは気にするなとばかりに軽く笑えみを浮うかべたが、すぐに不安そうに眉まゆをひそめた。

「こちらはなんとかしのげそうですけど、イスフェルドさんたちが心配ですね」

　ハイヅカはそのことを思うと、いても立ってもいられない思いに駆かられるが、いまは信じるしかなかった。

「あいつは強運がついてるからな。絶対に無事だ。明日にはとっとと迎むかえにいって連れて帰る」

「そうですね」

　穏おだやかなアダムの声が、ささくれて殺気立つ気持ちをなだめてくれる。

　ハイヅカは傍かたわらに置いた聖戦器フアランクスを握にぎりしめて、空が白みはじめるのを待ちつづけるしかなかった。

　うつむく視線の先、ハイヅカは自分の左ひだり腕うでにあるブレスレットと、そこに重なるようにある花びらに似た痣あざを見つめる。

　ブレスレットはアイリに、痣はコゲツに繫つながるものだ。

　かつては自分の誇ほこりであり、支えでもあったわずかな痣は、いまでは忌いまわしい罪の刻印に姿を変えてしまった。

　──俺は、あいつを憎にくんでいるんだろうか。

　幼い頃の真実を知らされてすぐは、利用され裏切られた思いが募つのり、ただコゲツを許せない気持ちと怒いかりばかりがうずまいた。

　だがミッドパレスへ戻り、旧神しん殿でん跡の荒あれ果てた光景を目にした後では、複雑な思いは否いなめない。

　傷つけられたから傷つけ返す、コゲツの理り屈くつはまるで子供だ。

　愚おろかしい行いを互いにつづけたいとは思わなかったが、コゲツの心が平へい穏おんを取り戻すことはないのかもしれない。

　ハイヅカはブレスレットに触ふれ、ただ願った。

　──いまはあいつを……アイリを助けたい。アイリが傷つけられるようなことがあれば、それはまた別の話だ。

　傷つける目的ではなく、守るべきものを取り返すためにいまは力を尽つくすのだと、ハイヅカは心に誓ちかう。

　眠れぬまま、じっと窓を見ていた瞳ひとみが、ふいに焦しよう点てんを定めると意識が鋭するどく冴さえた。

　ハイヅカが立ち上がると、すぐさまアダムもそれにつづく。

「まだ日は昇りきらねぇが、そろそろ月が眠るころだ」

　現地に到とう着ちやくするころには、立ち入るのに問題のない時間になると判断し、ふたりはコーネル室長の許可をもぎ取るために部屋を後にした。
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　まだ日も昇りきらない薄うす暗ぐらい空の下、アイリがコゲツに連れていかれたのは白い幕をめぐらせた囲いの中だった。

　そこには高さを持たせて木材を組み上げ、舞ぶ台たいのような四角い場が高みに設けられている。

　幕の外には『黒の七星旅団』の人員と思わしき人物たちが、警けい戒かいのためか方々に向かって幾いく人にんも立っていた。

「そこをあがるんだ」

　コゲツに命じられ、仕方なくアイリは不安定な木の梯子はしごをよじのぼる。

　そこは広さのある舞台のような造りで、頭上にぽっかりとひらけた空が近づいて見えた。

　床ゆか板いたが渡わたされたその場所は中央に巨きよ大だいな水すい盆ぼんがあり、そこに立てかけるようにして置かれた大きな鏡が見えた。

　鏡面にさざなみがたったように見えて、アイリが思わず凝ぎよう視しすると、それは波だった水盆を鏡が映しているせいだとわかる。

　舞台の四よ隅すみにはかがり火が焚たかれ、照らし出された光景に、ここはコゲツたちが用意した祭さい壇だんなのだと気づく。

　そして、舞台の上にはもうひとりの男が待っていた。

　昨日アイリたちを連れ去った旧神殿にも姿をみせたその人物は、薄うす茶ちやの髪かみをなでつけ、冷たい灰色の目をしている。

　見み渡わたす限り不毛の地を眺ながめ、ひどく誇らしげにその瞳を細めていた。

「やっと、秘密を知るために必要なものが揃そろったようだ。まさかセオドアの娘むすめまで引っ張り出すはめになるとは思わなかったが」

『セオドアの娘』という言葉に、アイリははっと顔をあげた。

　──この人は、父さんを知ってる。ひょっとして……座敷牢でトリニックさんが話してた人物のひとりって……。

「私の父さんを知ってるのね。キアド・ローザック、それがあなたの名前でしょう？」

　アイリの言葉に、相手はじつに楽しそうに笑みを浮かべた。

「あぁ、そういえばまだ名乗ってもいなかったか。そのとおり、よく知っているじゃないか。あのやたらと嗅かぎ回ってる研究者に聞いたのか？」

　どうやらローザックは、トリニックの動きすらすでに感知していたらしい。

「父さんとあなたはなにをしてたの……『落日の礼拝』の日、ここでなにがあったの？」

　アイリは夢で見た光景が忘れられなかった。父親の厳しい横顔も、連れていた赤ん坊ぼうも、すべてが謎なぞだらけなのだ。

「なに、簡単なことだ。私たちはウィッカがこの大陸でやり残していたことを、残された遺産と謎を解明し、正しくあるべき姿にしようとしていただけだ。ただ、せっかく見つけたその答えを、セオドアの奴やつが隠かくしてしまってね。ずいぶんと回り道をするはめになった。一応聞いておくが、ご両親が君に残されたものや、記録なんかの類たぐいは……」

　閉じ込められていた地下室でトリニックが尋たずねたのと同じようなことを問われ、アイリの表情が怒りに歪ゆがむ。

「あぁ、その目は父親によく似ているな。大変に私のカンにさわる目つきだ。本人の口から聞いたところで、信用できるはずもないか。さぁコゲツ、もう始めてしまおう」

　ローザックがそう口にすると、コゲツがすっと前に出た。

　アイリはそのコゲツの前にひざまずくように言われ、膝ひざの裏を軽く蹴けられると床ゆかの上に座らされる。

　コゲツの足もとは素す足あしで、手には深い緑の葉がついた枝をひとふり持っていた。

　そして水盆の前に姿勢良く立つと空を振ふり仰あおぎ、ふいにすっと両手を空へと差し伸のべる。

　そして張りのある声こわ音ねが、朗々と月へと言葉を紡つむぎ出した。




「　中天を照らしたまいる月つき弓ゆみの尊みこと上じよう弦げん、下弦にふりまきし御おん身みの幸い

　　満ちし欠けゆく　御ご光の形にしてあらわしたまえ

　　その御意志を示し　御身の真実を映したまえ　」




　これまで耳にしてきた呪じゆ詛そを紡ぐ禍まが々まがしい言葉とは違ちがい、静かに空へと放たれるその言葉は、三度繰くり返された。

　祈いのりがいったん途切れると、コゲツが手にした枝の葉が水盆の水に触れ、周囲にしぶきが舞まう。

　その冷たさにアイリは驚おどろいて肩かたを揺ゆらしたが、それは害のないただの水のようだ。

　まるでリズムをとるような抑よく揚ようで、コゲツがさらに言葉を繰り返し紡いでいくと、空の明るさが増していくように感じる。

　日が昇のぼったのかと思える変化に、床板にある自分の影かげがふいに濃こさを増したように思えて、アイリは空を見あげた。

　そこには、白々と冷たく明るい月が大きく迫せまっていた。

　体の芯しんから震ふるえるような恐きよう怖ふがわきあがり、アイリの喉のどが鳴る。

　その場に手をついて逃にげ出してしまいたいが、指一本動かせないほど全身がこわばっていた。

　迫り来る白い光は、まるでアイリの中に入りこもうとするような狂きよう気きをたたえて見えるのに、目をそらすこともできなければ、まぶたを閉とざすことも叶かなわない。

　──いや……嫌いやだ。これ以上あれが近づいてきたら……。

　意識が焼かれるような恐怖に、アイリはぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

　視界の端はしでは、水盆が鏡面のように凪なぎ、そこにも白い丸い光が生まれつつあった。

　だが目を射るような強きよう烈れつな光のなか、突とつ風ぷうが吹ふいたかと思うと水面を揺らし、光をかき消す。

　途と端たんに、ぷつりと糸が切れるような空気の音を感じると、光が急速にしぼみ衰おとろえはじめた。

　その違い和わ感かんにはコゲツも気づいたのか、はじかれたように顔をあげ地平の彼方かなたに目を凝こらす。

　そのとき、アイリたちがいる祭壇の背後から、パァンと乾かわいた破は裂れつ音があがった。

　途端に、ひゅるっと笛のような音とともに、薄暗かった空が一いつ瞬しゆんだけ真昼ほどの明るさに変わる。

　やや離はなれた位置ではあるが、どうやら空に向けて閃せん光こう弾だんが撃うち込まれたようだ。

　つづけざまに乾かわいた音が荒こう野やに響ひびき、誰だれかが銃じゆうを撃っているのだと気づいた。

　──この儀ぎ式しきを邪じや魔まするってことは味方だ！

　迫り来る月の狂気から解放され、アイリはとっさに身を翻ひるがえす。

　そのまま床板の上を走り、ギリギリまで端によると声を張り上げる。

「ここです！　ここにいます!!」

　だが周囲の騒そう音おんにとても声が届くとは思えず、そのときアイリははっと気づいた。

　外套オーバーコートのポケットに手をつっこむと、青白い光を放つ石を握り、思い切り高く放ほうり投げる。

　再び暗さを取り戻もどしていた空で、それは明るい軌き跡せきを描えがいてアイリの居場所を示した。

　その目印に気づいてくれたのか、やがて視線の先に、黒い大地の向こうから走ってくる車が見える。

　こちらに近づく車に向けて、『黒の七星旅団』からも威い嚇かく射しや撃げきがなされた。

　激しい銃じゆう撃げき戦せんのなか、車から飛び出してきた影がふたつある。

「ハイヅカさん、サイクスさん！」

　目を凝らすと、ふたりの影の周囲には、ときおり淡あわく輝かがやく線のようなものが走る。

　銃撃に対して、アダムの防ぼう御ぎよ陣じんが発動しているのだ。

　しかしアイリのいる祭壇のすぐそばまでくると、アダムは聖戦器フアランクスである杖つえを低く構え、すばやく地面に模様を描く。

　唇くちびるが動き、なにか呪じゆ文もんのようなものを唱えたのだとわかると、防御陣の一部だけが開放され、飛び出してきたハイヅカが勢いよく聖戦器を振りかぶる。

　そのまま大きく振りおろし、向かってくる人間の足下をなぎ払はらった。

　鋭い音を立てて風を切った聖戦器フアランクスは、たちまちその何倍もの風圧をもって幾人かを吹き飛ばす。

　さらにハイヅカが肩をいからせてその場に立つと、途端に空に巨大な岩が転がるような響きが起きる。

「まさか……」

　アイリは心配していたことに思い当たった。

　──そうだ、ハイヅカさんと離れてたから、ひょっとして凶きよう運うんエネルギーがふりきれちゃってる!?

　そう考えていたとき、ハイヅカの叫さけぶ声が聞こえた。

「アイリ！　どこでもいいから摑つかまってろ！」

「……えぇ!?」

　声が聞こえた途端、足下がぐらりと傾かたむく。

　どうやら下で、祭壇を支える柱をハイヅカが聖戦器フアランクスでたたき折ったようだ。

「ぎゃ──っ！　ハイヅカさん、思い切りよすぎですってば!!」

　アイリは傾いて滑すべり落ちる水すい盆ぼんの水をしたたかにかぶり、水盆本体をなんとか避よけると祭さい壇だん端はじの柵さくに必死にすがった。

　すでに舞台を飛び降りたのか、コゲツの姿は見当たらない。

　そのとき、同じようにさらに下の柵につかまり、片かた腕うでに『大鏡』を抱かかえているローザックの姿が見えた。

　さすがにその大きさをもてあますのか、傾いた床ゆか板いたに押しつけるようにしている。

　──しまった、あれだけは渡わたすわけにはいかない。

　アイリはかなり迷ったが、下に向かって大声で叫んだ。

「ハイヅカさん！　かなり大きい荷物がいきますから──っ！」

　そう言ってから、アイリは思い切って柵から手を離し、さらに斜ななめ下にいるローザックめがけて滑り落ちる。

「それ、返してもらいます！」

　驚きよう愕がくするローザックめがけてぶつかったアイリは『大鏡』の飾かざり縁ふちをしっかりとつかんだ。

「お前……」

　互たがいに鏡の縁を握り、奪うばい合うような形になり視線がぶつかる。

　途端に、アイリの視界はぐるりと空をめぐった。

　一瞬、鏡を持ったまま体が落下したのかと思ったが、目の前に広がったのはまったく見たこともない光景だった。

　風が強く吹きつけるのを頰ほおに感じ、耳もとではまるで森のなかにいるように、木々の葉ずれの音がする。

　深い木々の中に、独特の軌跡で石柱が立ち並ぶ広場が見える。

　その奥にある祭さい壇だんらしき場所には、アイリが握っていたのと同じ『大鏡』が立てかけられており、鏡の前にふたつの人ひと影かげが見えた。

　どちらの人物も頭からすっぽりとフードをかぶった長衣ローブ姿のため、顔立ちまではわからない。

　背の高い人物は威い厳げんあるたたずまいで、傍かたわらに置かれたテーブルのような石せき盤ばんの上にカードを広げている。

　数十枚を超こえる数のカードが複雑な形に並べられ、遠目にもそれがタロットカードであることがアイリにはわかった。

　必死にカードの図ず柄がらや並びを見ようとしたが、フードをかぶった人物の手が石盤から離れると、手前にいた小こ柄がらな人影がひざまずく。

　そして、自らフードをはらりと落とすと、鏡にその面おも差ざしが映りこんだ。

　肩かた口ぐちにこぼれ落ちたのは、練りあげたようなまばゆい金の髪かみで、縁ふち取どられた顔立ちは華きや奢しやで美しい。

　まだあどけなさの残る、少女の開かれた琥こ珀はくの瞳ひとみは、夢をみるように焦しよう点てんが虚うつろだった。

　フードをかぶったままの人物が口にする言葉が耳に届いて、アイリははっと意識を凝らす。

「……に、揃そろいし欠片かけらたちをちりばめ、境界を開くには、窓を閉ざし鍵かぎをかけねばならぬ。だが汝なんじ、開かれるもの、その要となる結びの証あかしとして定めよう」

　水のなかで聞くような、ぼやけて抑揚をもった言葉を聞いているうちにも、ひざまずいた少女に向かって、手が差し伸べられる。

「汝に授さずけよう、さだめよう、新たなる力、まだ訪おとずれぬ世界への鍵としての役割を」

　そう告げて、少女の額に手がかざされると、まばゆい光が生まれる。

　それはゆらゆらと揺れたかと思うと、一瞬にして閃せん光こうとなり強烈な光が放射された。

　アイリも目の前の光景を見ていることができず、とっさに手をかざしかける。

　そのとき、少女の額に六ろく芒ぼう星せいを象かたどる光が宿るようにあらわれたのが、意識に焼きついた。

　そのまばゆさから意識が逃のがれていくのと一いつ緒しよに、周囲の景色が暗く沈しずんでいく。

　──待って、さっきの人……『鍵』っていってた。じゃあ、まさかみんなが探している『鍵』っていまの人が口にしてることなの？……いまのがそれを作った人だっていうなら、さっきのフードの人が、ウィッカ!?

　驚おどろきのあまり我に返った途端、あまりにも不安定な自分の体勢にアイリはぎょっとする。

　まさに傾ききった床ゆかから、転がり落ちそうになっていたのだ。

　それでも自分の手は固く『大鏡』の縁を握りしめていた。

　同じように鏡の縁を握るローザックの顔を見て、アイリは嫌な予感を覚えた。

　酷こく薄はくそうな唇が小さくつぶやくと、ローザックはあっさりと手を離し、急きゆう斜しや面めんになった祭壇を滑り降りていく。

　ローザックが小さくつぶやいた「なるほど」という言葉に、アイリはひどく不安になる。

　確信こそなかったが、『大鏡』に触ふれていたローザックも、自分と同じものを見ていたのかもしれない。

　──さっき見えた人物がウィッカかもしれないって思うけど。ローザックはもっと他ほかにも、わかったことがあるっていうの!?

　だが、まともに考える間もなく、アイリは『大鏡』を両手につかんだまま、どこにも摑まることもできず、斜面を滑り落ちていった。

　このまま落下するとしても、『大鏡』だけは我が身に代えても守らねばならないと覚かく悟ごを決める。

　傾いた床を体が離れ、自分が上った梯子はしごが何段あっただろうかと思った瞬しゆん間かん、背中にドンとぶつかる痛みがあった。

「……あ、あれ？」

　だがそれは硬かたいものではなく、顔をあげればすぐ間近にハイヅカの顔がある。

　落ちてきたのがアイリだけでなく、大きな鏡まで一緒だったことに、その表情がこわばってみえた。

「まさかと思うが、そのデカい物体は……」

「そのまさかの七聖守護物ザインタリスマンですよ！　コゲツがさっきまで上にいて、本物はここにあったんです」

　さすがにそれがわかっていれば、ハイヅカも祭壇を破は壊かいはしなかっただろう。

　アイリは膝ひざが笑いそうになるなか、なんとか鏡を落とさぬよう、鏡面に傷がつかないようにと地面にゆっくりと寝ねかせる。

　だがすぐに、傾いた祭壇の陰かげから、襲おそいかかってくる人影があった。

「アイリ！」

　目の前の景色が突とつ然ぜん一転、二転する。

　ハイヅカがアイリの体を抱えて、地面を転がったのだ。

　さきほどまで自分が立っていた場所に、鋭するどく伸のびた三日月のような鎌かまが突つき刺ささっている。

「いけないねぇ、儀ぎ式しきを無断で抜ぬけだしたりして」

　夜明け間近の白みだした空の下で、儀式装しよう束ぞくに長大な鎌の柄えを手にするコゲツは、狂きよう気きをはらんで見えた。

　だが、ハイヅカが相手はこっちだとばかりに、手にした聖戦器フアランクスを構えると威い嚇かくするように穂ほ先さきが小さく振しん動どうする。

　それを見て、コゲツは髪をかき上げにやりと笑った。

「お前と、ここで再会するのはとりわけ気分がいい。たっぷり相手をしてやろう」

　そう言うなり、素す足あしで黒い大地を蹴けるとハイヅカに斬きりかかった。

　ハイヅカは振ふり下ろされた刃やいばを聖戦器フアランクスの穂先にかけると、小柄なコゲツの体を勢いよく投げ飛ばす。

　そして落下をまたず、自らも勢いよく走りだすと、少しでもアイリとの距きよ離りを作るように離はなれていく。

　ハイヅカの行動からも、いまはコゲツから少しでも遠く離れるべきだとわかったが、『大鏡』を持ち運ぶには、アイリひとりではさすがに重すぎた。

　退路を探して周囲を見まわしたアイリの視線の先に、『黒の七星旅団』の人員と思わしき集団が見える。

　──どうしよう、あの人たち『大鏡』を取り返しにきたのかも。それとも……まさか私を狙ねらって？

　現場が混乱しているなか、こちらに駆かけてくる男たちの数は片手を超える。

　武器もないいま、アイリひとりで抵てい抗こうして敵かなう状じよう況きようではない。

「動くな！」

　そう言って、ひとりの男が槍やりの鋭い矛ほこ先さきを突きつけてきたときだった。

　ふいに男の顔がぶわりと歪ゆがみ、一いつ瞬しゆんだけ周囲の景色が水すい紋もんのように広がり収縮する。

　アイリの目前で突き出された槍が、パンと硬い音を立て、バネに当たったように男の手から跳はねとばされる。

　──いまのって……サイクスさんの防ぼう御ぎよ陣じん!?

　アイリは自分の周囲が防ぼう壁へきに囲まれているのを知った。

　アダムの姿を捜さがして視線を巡めぐらせたが、アイリの周囲にいた男たちのようすが変わる。

　自分たちの背後を見て、なにかに気づいたようだ。

　ざわめき、迷ったように言葉を交かわすと、それぞれ手にした武器を構えたり下げたりして、行動に迷いがみえる。

　途と端たんに、アイリの周囲でタン、タン、と乾かわいた音が連続して響ひびいた。

　すると男たちの幾いく人にんかが、険しい顔つきで武器を構える。

「イスフェルド君！　いますぐに回収するから、そこで待機！」

　聞こえてきた鋭い声はコーネル室長のものだ。

　アイリに向かって、一台の車両がまっすぐに走ってくる。

　見覚えのある中型車両は、調査のために乗ってきた車の幌ほろを全部開けている状態らしい。

　運転席にはカイが座り、後部座席からアダムとコーネル室長が身を乗りだしているのがわかる。コーネル室長の手には鈍にぶく光る短たん銃じゆうが握にぎられていた。

「いまのって室長が!?」

　過去には軍部にいたと聞いてはいたが、現場でコーネル室長が武器を手にするなど初めてのことでアイリは驚く。

　しかも、室長の銃じゆうから放たれる弾だん丸がんは、見事に敵が手にする武器だけをはじきとばしているのだ。

　アイリの前にいた男たちが呪じゆ譜ふを手に結界を張ったのか、周囲の空気が歪みはじめた。

　しかし、再びコーネル室長の銃から放たれた弾丸に被ひ弾だんした途端、気き泡ほうがはじけるようにそれは無効化される。

　どうやらコーネル室長が手にしているのは、銃の形をした聖戦器らしい。

　だとすれば、室長の前にはほとんどの結界は意味をなさないのだろう。

　──ちょっとまって、それならひょっとして、サイクスさんの防壁も抜けてきちゃうんじゃ……。

「室長──っ！　ここに、七聖守護物ザインタリスマンがあります！　撃うたないでください～！」

　青ざめて叫さけぶアイリに、コーネル室長は一瞬間を置いたあと、生真面目きまじめに答えた。

「了りよう解かい！　ではイスフェルド君と『大鏡』を標的外とする」

　そういって、いまだ立ち去らない男たちに追つい撃げきを浴びせた。

　弾丸は、男たちの衣装や武器、肩かた先さきだけをかすめて着ちやく弾だんし悲鳴があがる。

　銃じゆう火か器きについてそれほど詳くわしくないアイリでも、それがかなり高度な技術を要することはわかった。

　もともと聖戦器を操あやつる能力は飛び道具に作用させづらく、銃器型の物は製造自体ほとんどされていない。

　結果、不安定な銃器型の聖戦器を使いこなせるのは、ごく一部の選ばれた者のみだと聞いたことがあった。

　さすがに相手が悪いと悟さとったのか、周囲にいた男たちは退たい却きやくを始めた。

　車が砂すな埃ぼこりを立てて停車すると、アダムが座席から飛び降りる。

「イスフェルドさん、無事でしたか！」

「サイクスさん、ありがとうございます。でも、まだこの先の地下に……」

　そう言いかけて、アイリは喜びに顔を輝かがやかせた。

　アダムの後ろには、すでに救出されたらしいダリウスとトリニックの姿があったのだ。ふたりの顔や衣服は泥どろやほこりで汚よごれているが、大きな怪我けがもなさそうでほっとする。

「よかった、ダリウスさん無事だったんですね」

「いいから、君もさっさと車に乗るんだ」

　どこか焦あせるように地平を振り返るダリウスのようすは不可思議だったが、アイリもうなずく。

「まずは手を貸してください。本物の『大鏡』はここにありました。『黒の七星旅団』が隠かくし持ってたんです」

　アイリが自分の体にもたせかけて支えている額がく縁ぶちのようなものが、本物の『大鏡』だとわかると、全員がぎょっとした表情を浮うかべた。

　すぐにコーネル室長とアダムが、ふたりがかりで『大鏡』を回収する。

　そしてアイリはダリウスの手を借りて、車に乗りこんだ。

　車が勢いよく走り出し、アイリはその勢いでダリウスに寄りかかってしまい額をぶつける。

「……った！　一体どうしたんですか!?　まだ『黒の七星旅団』が追ってきてるとか？」

　運転席にいるカイのあまりに乱暴な運転に、追っ手でもいるのかとアイリは車の後方を眺ながめた。するとぶつけた額をさすりつつ、ダリウスがぶすっと答える。

「とにかくいまは、ここから早く遠ざからないと、さっき座ざ敷しき牢ろうに仕し掛かけてきた守護物タリスマンの作用に巻きこまれる」

　切せつ迫ぱくしたダリウスの声と車内の緊きん迫ぱくした空気に、なにやらまずい事態が起きているらしいとアイリも悟る。

「一体、ダリウスさん座敷牢でなにしたんですか？」

　アイリは自分が閉じこめられていた地下室がある場所を捜して、視線をさまよわせる。

「……君が連れ出されてから、ただ救助を待つわけにもいかないだろう。手持ちの道具と、あそこに満ちてる呪じゆ詛そを組み合わせて、まずは脱だつ出しゆつを試みた。壁かべ側から土を浸しん食しよくする呪詛を仕掛けて横穴から地上に出たんだ」

　アイリも地下で見たとおり、呪詛に反応するという石があれだけ光っていたのだ。

　旧神しん殿でんの跡あと地ちはもちろん、いまいるこの場所もまだ強い呪詛があるのだろう。

　座敷牢で目を覚ましてすぐ、ダリウスがあれだけの道具を並べていたのは、すでに脱出のプランを練りあげていたからに違ちがいない。

「で、それと一いつ緒しよに浄じよう化か作用を発揮できる守護物タリスマンも完成したんだ。ただ……それを許可がないまま使った」

「浄化なら良いことじゃないんですか？　どうして許可とか……」

　ダリウスの思い詰つめた表情が不思議だったが、どうやら事はそう簡単ではないらしい。

　ダリウスのさらに奥に座っているトリニックが、珍めずらしく口をはさむ。

「本来なら、大がかりに作用する守護物を使用するには、七聖府ザインや連合議会で大変面めん倒どうな申しん請せいと認可が必要だ。その守護物の安全性と効果の確証がなければ、後々面倒な問題になって連合議会で揉もめるだろうからな」

　そう聞くと、トリニックのいうことにも一理ある。

　七聖府の職員だからと、あらゆる呪じゆ物ぶつや守護物の使用を許可すれば、いずれ大きな事故や被ひ害がいが発生したとき責任問題になってくるからだ。

「でも、ダリウスさんが作るものなら、いつだって効果は確実なのに」

　アイリの言葉に、ダリウスが悔くやしげに眉まゆを寄せる。

「ミッドパレスに根付いている呪詛は、時間が経たちすぎて複雑にからみあってた。簡単に排はい除じよすることはどうしてもできなかったし、それがコゲツの呪じゆ術じゆつの助けになってるのも確かだ。それを断たち切らないと、ここはいつまでも『黒の七星旅団』に利用される土地のままになる。だから強ごう引いんだけど、時間をさかのぼる作用がある守護物を仕掛けた」

「ダリウスさん……そんなものまで、自作できるんですか」

　この急場に少ない道具でよくぞそこまでと、アイリが感心するのとあきれるのと半分ずつに吐と息いきをつく。

　環かん境きようを含ふくめて時間を巻き戻もどす作用を持つ守護物など、アイリはこれまで聞いたこともなかった。それを即そく座ざに実現してみせるダリウスは、もはやその当人自身が兵器といえるのかもしれない。

　──あ、ひょっとしてさっきの儀ぎ式しきの途と中ちゆうで、月の光が急にしぼんだのもその影えい響きよう!?

　タイミングを考えると、ダリウスたちの脱出に合わせて守護物の作用が始まったのなら、十分に考えられることだ。

　しかし完かん璧ぺきに仕事をやり遂とげられなかったと思うのか、ダリウスは自分に腹を立てているようだ。

「本当なら、時間をさかのぼるのも『落日の礼拝』に合わせて、呪詛が発生していなかったところちょうどまで巻き戻したかったけど、調整している時間がなかった」

　それを面おも白しろがるように横目でちらりと見て、トリニックが口をひらく。

「彼が仕掛けたのは、あの座敷牢から一定範はん囲いに向けて、およそ三十年に亘わたって発生した呪詛と不純物を排除する守護物タリスマンだ。だが、こういったものは、環境や生態系に与あたえる影響が読みづらい。本当なら、ミッドパレスの星ほし鎮ちん守じゆを通して、連合議会はもちろん七聖府の上層部を通さないと使用許可は下りない。都市での意見をとりまとめて、連合議会での議決まで延々かかったうえに、さらに七聖府での承認をまっていたら、まぁ五年はかかるだろうがね」

　事務的な説明ながら、トリニックの声こわ音ねにも公式の手続きがいかに非合理的で愚おろかなことかを、嘲あざけるような響ひびきがある。

　ダリウスの能力を知るアイリには、仕掛けられた守護物の効果こそが、カイたちはもちろん、ミッドパレスの人々の望む結果をもたらすだろうと確信できた。

「もしこの件で査問会があったら、対策室でダリウスさんの慰い労ろう会をやりますよ。大量に始末書があるなら手伝いますから」

　そうダリウスに声をかけ、アイリは遠ざかっていく座敷牢があった方角を眺めると、少しだけほっとした気持ちで座席に背をあずけた。

「つまりこのまま守護物の作用に巻きこまれたら、三十年前は確実にここにいなかった私たちは、不純物扱あつかいで排除されちゃうってことなんですね」

「そういうこと」

「あ、でもハイヅカさんが……さっきコゲツが襲おそってきて、まだこの先のほうにいると思うんですけど。退却までって……どのぐらい猶ゆう予よがあるんです？」

　間に合うだろうかとアイリが不安にかられた矢先、幸いにも荒あれ地にぽつりと立つ人ひと影かげが見えた。

「ハイヅカさん！」

　アイリが叫さけぶと、顔をあげたハイヅカは疲つかれたようすで手を挙げた。

　その反対の手に握にぎられている聖戦器フアランクスに目を移して、アイリは愕がく然ぜんとした。

　長い柄えの部分が、ねじ折れたように曲がっているのだ。

　ハイヅカ自身も、左ひだり腕うでを負傷し鮮せん血けつが制服を赤く染めている。

　壊こわれた聖戦器とハイヅカを車に乗せると、車両は速度を上げて荒こう野やを後にした。

　すぐに制服のベルトをはずしたアダムがハイヅカの隣となりに座ると、止血のためにきつく肩かたを縛しばり上げる。

　ハイヅカは傷の痛みも感じていないのか、ただ遠ざかっていく地平をじっとにらみつけていた。

「ハイヅカさん……コゲツは？」

「わからん。仕留めたかもしれないし、まだ生きてるかもな」

　コゲツはこれまでにも、戦せん闘とう中に呪術を駆く使しして撤てつ退たいしたことがある。

　だがハイヅカの聖戦器の壊れかたや、どこか茫ぼう然ぜんとしてもみえる表情から、いつもとはようすが違うような気がした。

「いずれわかる。あいつが死ねば……俺の体質に変化があるかもしれないからな」

　そう口にする横顔はどこか辛つらそうにもみえ、アイリはなにも言えなくなった。

　日が昇のぼり始めた地平を光が照らし始めると、その端はし々ばしがほんのり緑色の芽に覆おおわれていくのがわかる。

　三十年前にあったはずの光景、いまは人を拒こばむその場所がきっと美しい場所へと変へん貌ぼうするのを予感して、アイリは朝の光に目を細めた。
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　対策室の全員が灰塚邸ていに戻ると、そこには屋や敷しきの当主であるコウ氏が待ち構えていた。

　息子むすこふたりが関かかわっている問題に、当主として複雑な思いもあるのだろうが、無事の帰宅を目にしてほんの少し緊きん張ちようがゆるんだようだ。

　怪我けがをしたハイヅカと、軽傷だが手当が必要だとされたアダムは、術医がいる別室へと案内された。

「他ほかにも、具合の悪い方やご用意の必要なものは……」

「では、すみません。こちらの三人に水と簡単な食事をいただけるとありがたいのですが」

　コーネル室長の言葉にコウ氏はうなずくと、すぐに使用人に食事の支し度たくを命じてさがらせた。

「もうひとつ、お願いがあります。私はこれから部下たちの話をまとめさせていただき、改めて詳しよう細さいをご報告させていただきます。それまでほんの少々、お人ひと払ばらいをいただけますか？」

　疲ひ弊へいしきっているようすの部下を前に、コーネル室長はきっぱりと口にする。

　コウ氏はやや苦い表情ながらうなずいた。

　屋敷の主が退室すると、部屋にはコーネル室長にアイリとダリウス、さらに片かた隅すみにトリニックがいるだけとなる。

　やがて遠えん慮りよがちな声が部屋の入り口でかけられ、運ばれてきたお膳ぜんを前に、アイリとダリウス、トリニックの三人はようやく監かん禁きん以来まともな食事をとることができた。

　柔やわらかく煮にた穀類のスープや果物の味に、心がほっとゆるむのがわかる。

　怪我などしていないものの、やはり体が疲れているのか、食事を取るなり睡すい魔まに襲われそうになった。

　しかし、いまはまだ多くの報告が残っていると、アイリは意識を引き戻す。

　地下でトリニックが口にした仮説が本当なのかどうかを、コーネル室長に確かめねばという思いもあった。

　食事を終えた三名を前に、コーネル室長がお茶の入ったカップを手に穏おだやかな声で話しかける。

「まず、イスフェルド君とフロスト君は、どうしてあのタイミングで奴やつらが旧神しん殿でんにあらわれたか知りたいだろうね」

　うなずくふたりの前で、コーネル室長はカイやミッドパレスの若者たちが、故郷の復興を望むあまり、独断でグループを組織し『黒の七星旅団』と関わりをもってしまったことについて話してくれた。

　新神殿の襲しゆう撃げきは、その陽動作戦だったのだと知らされ、アイリは複雑な気持ちになる。

　──カイさんたちの気持ちもわからなくはない。故郷の姿がもどかしくて、正しいことがなにかわからなくなって……自分にできることを少しでもしようと焦あせった。シアーズ主任を襲った男の人たちも、その仲間だったのかな。

　アイリ自身も夢でみた父親の行動や、トリニックが地下で口にした『賢けん者じやの杖つえ』についての話に戸と惑まどいはじめていた。

　真実が見えないという状態は、それだけで不安を募つのらせてしまう。

　──ローザックも私の父さんも、ふたりともなにをしようとしていたの？

　そして父について口をつぐんだコーネル室長の態度に、なにを隠されているのかと思うと胸の内は晴れない。

　これまで信しん頼らいしてきた人を疑わねばならないのは、ひどく嫌いやなことだ。

　──こうして見えないことが多くなれば、なにを望むべきなのかもわからなくなる。カイさんたちは物心ついてからずっと、こんな気持ちで故郷を見守ってきたのかな……。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていても仕方がない、そう感じたアイリはコーネル室長に向かって口をひらいた。

「私と一いつ緒しよに回収してもらった『大鏡』は、ダリウスさんの見立てだと本物だってことなんですよね？　だとしたら『大鏡』の偽にせ物ものも本物も、ミッドパレスにあったということになります。その事実は、七聖府ザインでも把は握あくしていなかったことですよね？」

　アイリの疑問に、コーネル室長も長いため息をもらす。

「……だろうね。だが、本当に七聖守護物ザインタリスマンがひとつでも欠けるようなことがあれば、ミッドパレスの復興が遅おくれるどころじゃなく、アルステラ大陸全土の上空にある『風の天窓』に影えい響きようがでていただろう。そうなれば、もっと早くに七聖府も調査に動いたはずだ。これは推測になるが、過去に破損した『大鏡』が七聖府に持ち込まれた際、偽物とすり替かえられたんだろう。そして本物の『大鏡』は、修復されないままミッドパレスへと戻されていた」

「でも、壊れたままなんて一体なんのために……それにいまの『大鏡』には、壊れたところがあるようには見えないですけど」

　守護物タリスマンに詳くわしくない自分には理解が及およばないとアイリが首を傾かしげると、コーネル室長が無理もないとうなずく。

「たぶん『大鏡』は、『落日の礼拝』以降完全に修復されないまま、奴らがこの土地に保管していたんだろう。そしてイスフェルド君がくる少し前に、月を呼ぶ儀ぎ式しきを行うため修復を済ませた」

　それは月の儀式の前、アイリがこの場に必要だと口にしたコゲツの言葉を思いださせた。

『大鏡』も必要な物のひとつだったのは違いない。

「儀式まで修復しなかった理由は……」

「ローザックが『大鏡』を修復しなかったのは、ミッドパレスに『黒の七星旅団』が潜せん伏ぷくするための場所を確保するつもりだったからだろうね。都市の復興を遅れさせ、ミッドパレスの住人と七聖府ザインとの間に亀き裂れつを作る。そしてつけいる隙すきが生まれたから、カイ君たちに接せつ触しよくしたんじゃないかな。ローザックのもとにはコゲツがいたんだから、ミッドパレスの内情はよくわかっていただろう」

　コーネル室長の話を聞くうち、アイリはもうひとつの可能性に思い当たっていた。

　──ひょっとしたらコゲツは、ミッドパレスが元通りになることを望んでなかったのかもしれない。憎にくしみとか怒いかりとか、自分の気持ちを叩たたきつけた故郷が、なにもなかったみたいに元通りになることが許せなかったのかも……。

　アイリ自身には、コゲツのしたことは許せないが、荒こう野やを見つめていた横顔には強い執しゆう着ちやくがあるのを感じた。

「室長……これだけは聞かせてください。ローザックっていう人のことをご存じなのに、どうして私の父、セオドア・モートンのことは知らないみたいに振ふる舞まってたんですか？」

　その質問をするには少し勇気が必要だった。

　だが、このまま自分の胸にもやもやしたものを抱かかえていることもできない。

　アイリの言葉に、部屋にいたダリウスやトリニックまでもが、固かた唾ずをのんで答えを待っている。

　コーネル室長は、少しだけ迷うように視線をさまよわせ、いつもはきれいになでつけられている髪かみをぐしゃりとかき乱した。

　逡しゆん巡じゆんするようすは、普ふ段だんのコーネル室長とはまた違ちがう、ひどく個人的な感情がにじんでみえる。だがその瞳ひとみはいつもと変わらず細められたままだ。

「そのことについては……イスフェルド君にはすまなかったね。でも君の父上と私は、ちょっとした顔見知りにすぎない間あいだ柄がらだった。それでも当時は、好き勝手な噂うわさをねつ造する人間もいてね。真しん偽ぎもわからないくだらない噂や、不ふ愉ゆ快かいな憶おく測そくが君の耳に入るのを避さけたかった」

　ゆったりと語られる答えは、アイリを傷つけまいとしているようでもあり、なにかを隠かくすために言葉を選んで口にしているようにも思える。

　そのどちらとも気取らせないのが、コーネル室長が七聖府上層部と渡わたり合える所以ゆえんなのだろう。

　アイリはただじっと、目と心を澄すまし言葉に耳を傾かたむける。

「『大鏡』の調査中に地下で、トリニック君がいったように、僕はローザックやモートンと同じ時期に七聖府ザインにいた。当時はまだ七聖府も活気づいてきたばかりの頃ころで、僕たちは寮りようで顔見知りになったんだ」

　コーネル室長の告白に、アイリだけでなくトリニックも目をぎらつかせて聞き入っている。

「きっかけは、僕たちがある記録に夢中になったことだ。それが後にトリニック君が見つけたっていう『ウィッカの予言』と呼ばれる記録だよ。当時は七聖府のなかでも、ウィッカが残した遺産や七聖守護物ザインタリスマンについて皆みなが興味を持っていたし、個人的に研究する者も多かった。宝探しみたいな好こう奇き心しんがあったのかもしれないね……新聞やあらゆる学術機関が、日々色んなレポートや記事を発表していたよ。ほとんどが憶測だったがね」

　昔を懐なつかしむようにも感じられるコーネル室長の口調に、トリニックが身を乗りだして尋たずねる。

「では、やはり三人は一緒に発見したのですね、『ウィッカの予言』を。それはいつ、どの場所でのことなんです？」

　長年その事実を知りたかったらしいトリニックは、待ちきれないというようにコーネル室長の言葉を待ったが、それはさらりとかわされてしまう。

「そうだな、『ウィッカの予言』と呼ばれる詩を見つけた我々を、『ウィッカの弟で子し』なんて呼ぶ人もあらわれたりした」

「つまり、それこそが──死んでなお、ウィッカの意志が働き、あなたたち三人を弟子に選んだということではありませんか？」

「そういうふうに考えた者がいたのも確かだ。トリニック君はよく知ってるだろう、予言の詩を。そんなものは、いくらでも広義の解かい釈しやくができる」

　コーネル室長の言葉に、トリニックはうなずきつつ、もはやすっかり覚えてしまっているのだろう言葉を口にする。

「ウィッカが残した言葉は、〈　ひとふりは窓をあけ　ひとふりは暗雲を吹ふきはらい　ひとふりは根を張り地の果てを見定めよ　〉というものですよね。予言の詩については、これまでずっと『賢者の杖』と呼ばれる、守護物タリスマンが存在するのだと思われていましたが、そうではなかった。……これはウィッカの思想を受け継つぐ人物のことを指しているという解釈で正しかったのだと、私は確信していますよ」

　したり顔のトリニックの言葉に、コーネル室長はややわずらわしそうにうなずく。

「そう、ウィッカの詩を信じるなら、ウィッカは窓を開きなにかを招き入れようとしていたのかもしれない。この地に災さい厄やくをもたらすものを退けられるなにかを……私たちはそう仮説を立てたこともあった」

　口調にかすかに苦いものをにじませたコーネル室長は、次の瞬しゆん間かん辛つらそうに拳こぶしを握にぎる。

　その言葉にアイリははっとした。

「ひょっとして……私の両親がミッドパレスで亡なくなったというのも、本当は外務省の仕事だっていう理由だけじゃないかもしれないんですね？」

　問い詰つめるような声こわ音ねになってしまったアイリに、コーネル室長は困ったように首を傾ける。

「どうだろうね。ひょっとするとモートンは、ローザックが『黒の七星旅団』結成のために動いていることや、ミッドパレスでのもくろみに気づいたのかもしれない。もしくは本当に仕事のうえでの偶ぐう然ぜんが重なった可能性だってある。情けない話だけどね、そのころの私にはわからなかった。ふたりがなにを考え動いていたかなんて、すべては起こってから思いしらされたことだ」

　そのころを思い出すのが辛いのか、コーネル室長は曇くもりがちな表情で打ち明ける。

「結局、ローザックも七聖府ザインの職員だったからね。事件直後は混乱にまぎれて動くにも怪あやしまれることがなかったんだろう。状じよう況きようがやっと落ち着いた頃には、七聖府から姿を消してしまって、そのまま行方ゆくえがつかめなくなった」

　話を聞かせてもらったものの、アイリは複雑な思いを隠せなかった。

「じゃあ……私が七聖府の入省試験に受かったり、七聖守護物対策室に配属されたのは、実の父のことも影響してたりするんですか？」

　対策室への配属もあらかじめ定められていたことなのかと問うと、コーネル室長はきっぱり首を振った。

「いや、イスフェルド君のことは本当に偶然だ。まさかモートンの娘むすめさんが生きていて、しかもヘヴンリーパレスに養子に出されていたなんて知らなかった。イスフェルド君の所属志望の資料をみて引っかかったんだ。まぁ、ハイヅカ君との相棒パートナー制度については、君に負担が大きくて本当に申し訳なく思っている」

　そのことを詫わびられたものの、アイリは「ハイヅカさんのことは別にいいんですけど……」とつぶやき返す。

　ただ、自分の実の父親が、ウィッカや七聖守護物ザインタリスマンに深く関かかわっていたのは事実なのだと改めて思いしらされる。

　その傍かたわらで、コーネル室長の話を吟ぎん味みするようにうなずいていたトリニックが、アイリに向かって声をかけた。

「地下に監かん禁きんされている間にも、イスフェルドさんにお尋ねしましたが、本当にご両親に関することで、特に『鍵かぎ』についてわかるような言葉や物は残されていないのですか？」

　再びの質問にも、アイリは首を振ることしかできない。

「わかりません、両親にかかわるものはふたりの写真しか持っていませんし、記き憶おくもありませんから……ただ、地下室からコゲツに連れ去られたあと、祭さい壇だんで本物の『大鏡』を見つけたんです。それをローザックと奪うばい合いになったときに、妙みようなものが見えました……」

　そしてアイリは、連れていかれた先でコゲツが月を呼ぶための儀式を行ったことをはじめ、対策室が救出にきてくれてからのことを話して聞かせた。

　なにより、『大鏡』に触ふれたときに見えた、森のなかのような風景や、長衣ローブをきたふたりの人物のことを詳くわしく話した。

　そのひとりが、ウィッカだったのではないかと思わせる光景には、意味があるような気がするのだ。

　コゲツたちに連れ去られる前、旧神しん殿でんで占うらなったカードの結果を思い起こして、アイリはさらに気づいた。

「旧神殿で占ったスリーカードでは、過去を示すカードに〈正義〉の逆位置がでていました。私はそれを過去の過あやまち、事件と結びつけて『落日の礼拝』に関わる『大鏡』の破は壊かいのことかと思ったんですけど……ひょっとすると、カードが示した過去は、ウィッカらしき人が行ったことにまでさかのぼるなんてことは──」

　だが過去の解釈が変わってしまうと、現在を示すカードの〈力〉の逆位置も、果たして『大鏡』だけのことを指しているのかわからなくなってしまう。

　もっと大きな、たとえば七聖守護物全体に関わることを指すのであれば、未来にあるカードが〈塔とう〉の正位置であることが恐おそろしくて仕方がない。

　自分で口にしたものの、その推測にアイリは首をふった。

「いえ、まさかですよね。ウィッカが残したタロットが、ウィッカ自身の行いを否定するなんて。それに実際『大鏡』は偽にせ物ものとすり替かえられていたんですし……占せん術じゆつの結果をあとから入れ替えてしまうと、正しいのかどうかわからなくなる……」

　トリニックはもちろん、その場にいるコーネル室長やダリウスも、アイリの言葉に興味深そうに耳を傾けている。

　やがて何度も浅くうなずいていたトリニックが、ぱっと顔をあげた。

「おっしゃる通り、タロットの解釈については難しいところです。ここにヴァージニーでもいれば意見を聞けるのですが。先ほど聞いた、イスフェルドさんが見た光景の人物をウィッカだと仮定して、もうひとりの少女の額に浮うかびあがったという六ろく芒ぼう星せいの印も手がかりになりそうですね。ちなみにイスフェルドさんご自身には、そうした痣あざや傷のようなものが体にあったりはしませんか？」

　アイリは首を横に振ふった。まったく心当たりがないうえ、痣やなにかについて養母が口にした記憶もない。

「でも、あのときローザックも、『鍵』を捜してたのかもしれません。儀式の舞台が壊れたあと……私が『大鏡』に触れていたときに、ローザックもその反対側を握ってたんです。たぶん私と同じ光景を見たはずですけど、ローザックにはもっと別のことがわかったのかも」

　いまはそれがなによりの気がかりでもあった。

　ここで遅おくれをとってしまえば、『黒の七星旅団』に先に『鍵』を見つけられてしまうかもしれない。

　それまで黙だまってアイリの話を聞いていたコーネル室長が、思いついたように口をひらく。

「イスフェルド君、疲つかれているところ申し訳ないけれど、トリニック君もいうように、情報が増えたいまタロットを使えば違ちがう結果がみえるかもしれない。『大鏡』に触れたときに見えたっていう『鍵』について、もう一度タロットで見てもらってもいいかな？」

　アイリはもちろんだとうなずくと、外套オーバーコートのポケットをさぐり預かったままになっていたタロットカードの箱を取り出す。

　今回の出来事や父親のことを考えると、ウィッカのほどこした『風の天窓』に大きく作用を及およぼす『鍵』の存在はアイリも気になる。

　──この状況でタロットを使うなら、大きな流れの向かう場所を探すつもりでみたほうがいいのかも。となると、カードは一枚だけのワンオラクルが一番すっきりするかな。

　これまでさまざまな状況のなかで、度たび々たび使ってきたタロットだが、答えの導き方や読み解く方法を、アイリも自然に感じ取れるようになってきた。

　だが、七聖守護物ザインタリスマンそのものについてではないことを、このカードで占うのははじめてのことだ。

　少し不安もあったが、アイリはテーブルの上にカードの束を置くと、右手でぐるりと円の形に崩くずす。

　両親やローザックの顔が思い浮かび、さまざまな想おもいがうずまくなか、カードを再び丁てい寧ねいに切り、ひとつの束にしたものを中央に置いた。

　カードをめくる瞬しゆん間かんだけは、なにも考えぬよう心を無にして指を伸ばす。

　くるりと返したカードをテーブルにおいて、アイリはその図ず柄がらを見た。

　あらわれたのは、ここで目にするにはあまりに象しよう徴ちよう的で、まるでウィッカそのものを指しているようなカードだった。

「カードは、〈魔ま術じゆつ師し〉の正位置です。ここに描えがかれているひとりの魔術師は、片手に杖ワンドを手にし、その頭上にある無限大を示すマークからも、魔術師が持つ潜せん在ざい能力、特別な技術、力をあらわしています。そして魔術師本人は、あらゆる要素を操あやつり、意志をもって創造できることをあらわします。それは新たな始まりであったり、創造の原点を示していたりするので、確かにこれはウィッカが作りだした『鍵』そのものを示してもいるようですけど……」

　そう口にしているうち、アイリは迷めい路ろに迷いこんだ気持ちになる。

　ウィッカが残した痕こん跡せきをさぐりたいのに、答えがぐるりとめぐってウィッカ自身にたどり着いてしまった感じなのだ。

　イメージを正確につかまえなくてはと息を吸いこんだ途と端たん、すぐそばで占いを見守っていたダリウスが、アイリにささやくように言葉をもらした。

「〈魔術師〉を指しているなら……ドロップパレスへ行くべきだ」

　はっとして顔をみれば、どこか青ざめた顔色でその視線はカードにそそがれている。

　ダリウスに見えないはずのカードをにらみつける横顔に、妙な違い和わ感かんを覚えてアイリは声をかけた。

「ダリウスさん、どうしました？　なんだか、顔色があまり良くないですよ」

　もともと白い顔が、いまは血の気が引いたように青ざめて見える。

　アイリが近づくと、ダリウスは自分の右手をわななくほどの力で握にぎりしめているのがわかった。

「フロスト君、具合が悪いなら少し休もうか」

　コーネル室長の言葉にも反応しないダリウスに、アイリは椅い子すを勧すすめた。

「どうしたんです、ダリウスさん気分が悪いならここに座ってください。手も、そんなに力をいれたら怪我けがしちゃいますよ」

　ダリウスを座らせると、その右手をそっとひらかせる。

　だがそこにあらわれた赤く浮かびあがった痣に、アイリは息を吞のんだ。

「ダリウスさん…………これ……いま、急に？」

　ダリウスの手のひらにある文様は、アイリが見た少女の額に浮かびあがっていた六芒星と酷こく似じしていた。

　トリニックがなにごとかと近づいてこようとするのを、アイリはそっとダリウスの手を閉じさせて向き直る。

「室長、やっぱり少し休みましょう。ダリウスさん具合がよくないみたいです」

　ダリウスの異変を周囲に気づかれぬよう、アイリはコーネル室長に気づいて欲しいと願って訴うつたえる。

　するとコーネル室長はじつに穏おだやかに、しかし有う無むを言わせぬ意志をこめてトリニックに告げた。

「トリニック室長、すみませんね。そろそろ私の大切な部下たちを休ませたく思いますので、どうぞあなたも一度、部屋でゆっくりお休みください」

　あきらかに「部外者は退室しろ」という意図を持った言葉に、トリニックは異論がある表情だったが、ここは引き下がるしかないと悟さとったようだ。

「そうですね。いずれ私のほうでも報告書を作成しまして、皆みなさんのご意見をいただきにまいります」

　そう告げてトリニックが部屋を後にすると、ダリウスの肩かたからほんの少し力が抜ぬける。

　ちょうど出て行くトリニックと入れ違うように、手当を終えたらしいハイヅカとアダムが部屋に入ってきた。

　その場の雰ふん囲い気きや、ダリウスの具合がおかしいことにすぐに気づいたようで、アイリもふたりに現場での出来事やタロットで占いをしていたことを説明する。

　トリニックが出て行ったことで、少し落ち着いたようすのダリウスに、アイリは再度問いかけた。

「ダリウスさん、さっきいってたドロップパレスって、前にも聞いた『魔ま女じよの森』があるっていうところですよね？」

　その問いかけに、アダムが驚おどろいたようにこちらを見た。

　アイリは自分が『大鏡』に触れたときに受けた『鍵かぎ』のイメージと、先ほどの占いの意味を整理して、コーネル室長に報告する。

「室長、ダリウスさんがいうように、ドロップパレスへ調査に向かうべきだと思います。私が『大鏡』に触ふれて見えた人物がいた場所は、森のなかみたいに見えました。それと『鍵』を加えてワンオラクルで占うらなった結果の〈魔術師〉を合わせると、そのふたつに共通するのはドロップパレスのような気がします」

　急速に目の前の霧きりが晴れた気分のアイリの言葉に、「なるほど」とばかりにコーネル室長はうなずきつつ口をひらく。

「ドロップパレスなら、以前サイクス君が一時赴ふ任にんしていたことがあったね。イスフェルド君の意見は、もちろん参考にさせてもらおう。今後の方針については、後日改めて七聖府で打ち合わせよう。気になることも多いだろうが、まずフロスト君とイスフェルド君はゆっくり休みなさい。地下に一晩監かん禁きんされていたんだから、身心ともに疲れているはずだ」

　ダリウスのようすを見れば、いまは休ませたほうがいいとアイリにもわかる。

　突とつ如じよダリウスの手にあらわれた印についても気がかりだったが、ダリウス本人の体調が戻もどるまでは黙っていようと心に決めた。

　それぞれが部屋を出て行こうとするなか、コーネル室長の背中にアイリは一番気になっていたことを尋たずねる。

「あの室長……カイさんがしたことは、罪には問われるんですか？　それには見つかった『大鏡』がいつすり替かえられて、どうしてここへ運びこまれていたかも解明されないと……」

　故郷を思うがゆえのカイの行動は、決してミッドパレスへの裏切りではない。

　それよりも、七聖守護物ザインタリスマンを守るために存在する七聖府ザインに『大鏡』をすり替えたであろう人物がいたことを思うと、正義がどこにあるのかわからなくなる。

　コーネル室長は振ふり返ると、微かすかに苦いような笑え顔がおをみせた。

「もうミッドパレスの誰だれも不幸にならないように、いまはそれを一番に考えることにしよう。今回のことは、誰もが故郷のことを考えて動いた結果でもあるからね」

　心強い言葉にほっとしつつ、アイリはもうひとつコーネル室長に告げた。

「あの、室長がもし思い出せたことがあったらなんですけど……今度、父の話を聞かせてください。どういう人だったのか知りたいんです」

　両親の写真や、夢でみた父の厳しい横顔しか浮うかばないのが辛つらくてそう口にしたアイリに、コーネル室長の笑顔が急に硬かたくなる。

　しかしそれは瞬しゆん時じに目が糸になるような、いつもの曖あい昧まいな笑みに塗ぬり替えられた。

「そうだねぇ……なにか思い出せたら、もちろんイスフェルド君に話をしよう」

　どこか不自然なにこやかさで返される言葉に、アイリはコーネル室長の本音が別の場所にあるような気がしてならない。

　──……本当に私の思い違いかもしれないけど、ひょっとして室長は父さんのこと、嫌きらいだったり苦手だったりしたのかも？

　そんな不安を感じたアイリに、コーネル室長はなだめるようにその肩をぽんと叩たたく。

「さぁ、部屋に戻って。私はこれからハイヅカ君たちと、今後のミッドパレスと七聖守護物の処置について話し合いをしてこよう」

　そしてアイリとダリウスは、翌朝までそれぞれ部屋で待機するよう命じられてしまった。
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　アイリたちが救出されたその翌日。

　取り返した七聖守護物ザインタリスマンを、ダリウスとトリニックのふたりで調べ直したところ、それが間ま違ちがいなく本物だということが証明された。

「推測通り、『大鏡』は過去の損傷もちゃんと修復されています。今度こそ正しくミッドパレスで管理されることで、都市の復興ペースもめざましくなるでしょう」

　ダリウスがそう話すと、星ほし鎮ちん守じゆの代理人であるコウ氏もほっとしたようだった。

　今回の事件は、ミッドパレスの神事の関係者たちとも話し合い、カイたちの行いは今後の復興に尽じん力りよくし過あやまちを償つぐなっていくということで双そう方ほう納なつ得とくしたらしい。

　事後処理についてのさまざまな話し合いが行われ、対策室一行は丸一日がかりで検証と報告をまとめることになった。

　そしてさらに翌日の朝、ようやくミッドパレスを出立することになったのだ。

　列車の運行予定もあり、アイリたちはまだ早朝のうちにカイを伴ともなって駅まで見送られる。

　使用人たちが馬車から荷物を降ろしている間に、カイが近づいてきたのに気づき、アイリは話しかけた。

「カイさん、いろいろとお世話になりました。話し合いがきちんとまとまったって聞いて、安心しました」

　アイリがミッドパレスへきたばかりの頃ころとは違ちがい、カイの表情もいまは少しやわらいでいる。

「君や七聖守護物対策室には感謝してる。そのお礼じゃないけど、アイリにはいいこと教えておいてやろうと思ってさ」

「なんですか？」

「あの兄貴がさ、アイリがさらわれたってわかったあとの剣けん幕まくったらなかった。殺気を感じるほどだったね。で、ふたりはほんとにただの同どう僚りようなわけ？」

　意地悪くからかうようにカイに聞かれて、アイリははっと表情を引き締しめる。

　あまりに意外な報告に、どうやら口元がゆるんでいたらしい。

「そりゃ……もちろん。相棒パートナーなわけですから、お互たがいなにかあれば、心配なのは私だって同じです」

　胸を張って答えるアイリは、トンと肩にぶつかったものがあって振り返る。

「ハイヅカさん」

「お前の荷物も積み終わったってよ。みんなほとんど乗りこんじまったぞ」

　どうやら呼びに来てくれたらしいと気づき、アイリはカイと別れの握あく手しゆをしようと手を差し伸のべた。

　するとハイヅカが、横からその手をつかんで歩き出そうとする。

「意外と……嫉しつ妬と深かったりしてね……」

　ぼそっと低いつぶやきがカイの口から漏もれて、ハイヅカの肩がぴくりと揺ゆれる。

「いま、なにかいったか？」

　すごみをにじませてカイを見下ろすハイヅカに、カイが小さく吹ふき出す。

「別になにも。兄貴こそ、これからは年に一度ぐらいミッドパレスにも顔を出してくれ。ああ見えて父さん喜んでるからさ」

　まだどこか照れくさいのか、視線を合わせぬまま口にしたカイの肩をハイヅカはぽんと叩く。

「そうだな、考えておく」

　そのままハイヅカは身を翻ひるがえすと、アイリの手をつかんで駅舎の中へと歩き出す。

　思わぬ強さでつながれた手の熱に、一いつ瞬しゆんアイリは胸が高鳴ったが、実際に音を立てたのはお腹なかだった。

　新種のイノシシのように雄お々おしい主張に、ハイヅカが足を止める。

「……なんだ、いまの野生の雄お叫たけびは」

　真顔で首を傾かしげられて、アイリは恥はずかしくなり手をふりほどくと早足で駅へと入った。

「もう、わかってるのに聞き返さなくてもいいですよ！　しょうがないじゃないですか、ハイヅカさんが餌え付づけするから、条件反射でお腹が……」

「それは俺のせいなのかよ!?」

　啞あ然ぜんとした声であきれながら、アイリの歩調についてくるハイヅカが、再び腕うでに触れたかと思うと後ろにぐいっと体を引かれた。
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　バランスを崩くずしたアイリは、腰こしを抱だかれ支えられると、耳もとで低く告げられる。

「餌付けついでに教えとく。今度俺の前で酔よって眠ねむりこけたら……どこまで俺に興味があるのか、じっくり確かめてやるよ」

　軽口のようでいながら甘く響ひびくその声に、アイリはとっさに耳を覆おおった。耳たぶから首筋までかっと熱くなり、慌あわててハイヅカの体を押しのける。

「い、いぃぃいです。結構です。そういうことは、自分でちゃんとしますから！」

　ハイヅカを置いて歩き出そうとすると、背後で吹き出す気配があった。

　恨うらめしく思って振り返ると、そこにはひどく嬉うれしげなハイヅカの笑みがあった。

　めったに見せないような表情に思わずみとれていると、近づいてきたハイヅカに再度手を引かれる。歩きながらアイリはその背に問いかけた。

「ハイヅカさん、なにがそんなに嬉しいんですか」

「んー、いや。お前のさ、そのやたらめったら前向き思考に救われてんなと思って。ここにくるのも、家族に会うのも思ったほど悪いことじゃなかった」

　アイリが心配していたことなど、ハイヅカにはすべてわかっていたのかもしれない。

　その声と言葉にアイリは心からほっとする。

　列車に乗りこもうと離はなしかけた手を、ぎゅっと強く握にぎられた。

　振り返ると軽く口の端はしをつりあげた、ハイヅカのからかうような笑顔がある。

「じゃ、あとは自分でちゃんとしろよ？」

「……っ！　知りません！」

　その手をふりほどき、アイリは逃にげこむように列車に乗りこんだ。

　これ以上なにか言われたり手を握られると、やたらと頰ほおが熱くなったりお腹が鳴ったりして困るのだ。




　対策室一行を乗せた列車は、定刻通り駅を走り出した。

　派は遣けん調査は思わぬ出来事に見み舞まわれたが、これで間違いなくミッドパレスに七聖守護物ザインタリスマンが戻もどったと思えば、それがなにより嬉しい結果だ。

　セントパレスへの帰路につく列車では、誰もが口数少なく、車窓を流れていく景色にぼんやりと視線を送る。

　アイリはせめて空いた時間を利用してタロットの練習をしようと、普ふ段だん使いのカードを取り出したものの、手元で弄もてあそぶだけになっていた。

　みんなそれぞれに、思い巡めぐらせることが多すぎるのだろう。

　すると前方の車両から戻ってきたコーネル室長が、封ふう書しよをあけたばかりの書類を手に全員に呼びかける。

「全員注目、良い知らせと悪い知らせだ」

　その声に、対策室はもちろんトリニックもはっと顔をあげる。

「まず、良い知らせはシアーズ主任からの報告だ。彼女はすでに傷の抜ばつ糸しも済み、リハビリも順調。あと三日で通常勤務に戻れるそうだ」

　嬉しいニュースに、アイリたちは表情をほころばせて顔を見合わせる。

「……だが、悪いニュースが問題だ。昨日、ミッドパレスでの話し合いをもとに作成した報告書を、駐ちゆう在ざい所しよから七聖府ザインへ急ぎで送っておいた。だが昨夜、北東にあるドロップパレスから、『魔ま女じよの森』に『黒の七星旅団』と思われる者たちからの襲しゆう撃げきがあったと緊きん急きゆうの知らせが入ったそうだ」

　コーネル室長の言葉が終わらぬうちに、アダムが座席から立ち上がりこわばった表情を浮かべた。

「サイクスさん……」

　先日コーネル室長の口から聞いた、以前アダムがドロップパレスに赴ふ任にんしていたという話をアイリは思い出す。

　突とつ然ぜんの悪い知らせに、『大鏡』に触ふれたときのローザックの意味ありげな表情を思いだし、アイリは胸の内にある不ふ吉きつな予感が大きくなった。

「室長、私たちはローザックに先手を打たれたってことなんでしょうか？」

　あの冷たい顔の男がなにを企たくらんでいるのか、不安は膨ふくらむ一方だったが、コーネル室長も思案するように眉まゆを寄せた。

「とにかく、ここにあるのは簡略な緊急通知だ。詳しよう細さいは戻り次し第だい本庁で確認して、すぐに対策室として動きたい」

　その言葉にようやく落ち着いたのか、アダムが再び席についた。

　アイリも座席に背をあずけると、手に持ったままになっていたタロットカードに目を落とす。

　それは〈世界〉のカードだった。

　向かいの席に座っていたハイヅカが、トンとカードを指でつつく。

「どう、解かい釈しやくする？」

「そう……ですね。これは占うらなったわけじゃないですけど、〈世界〉のカードは、理想的なバランス、合理性と調和、到とう達たつや終着を示したり、そこから先へは進めないって意味もある……それと、このカードにこめられたといわれているのは、『完全なる魔ま術じゆつ師しによる世界創造』なんて意味もあったって──」

　そう口にしかけて、アイリは『大鏡』が見せたウィッカらしき人物のことが、どうしても気に掛かかった。

　──わからない。ウィッカはどういうつもりで『風の天窓』を作ったのか。父さんが『ウィッカの予言』や『鍵かぎ』にどうかかわっていたのか……。

　なによりアイリの視線は、通路を挟はさんで斜ななめ前に座っているダリウスの金の髪かみに留とまる。

　──どうして、『大鏡』に映る少女に授さずけられたあの模様が、ダリウスさんの手にあらわれたのか。







　あとがき




　本書をお手にとっていただき、誠まことにありがとうございます！

　おかげさまで、ＦＯＷシリーズの四冊目をお届けすることができました。

　ここから物語も佳か境きように入っていくことになります。対策室のメンバーそれぞれが、目指すところへ向かっていく姿を見守っていただけると嬉うれしいです。




　今回はあとがきが一ページということで、やや駆かけ足あしにまいります。

　本作にも雰ふん囲い気きある美しいイラストをいただきました。薄葉カゲロー先生ありがとうございます！　シリアスにもコミカルにも物語を盛りあげていただき、いつも狂きよう喜き乱らん舞ぶしております。

　担当氏をはじめ、本書発行に関かかわってくださる方々には大変お世話になりました。

　ここまでおつきあいくださった読者の方に、抱かかえきれない感謝の気持ちを捧ささげつつ、たくさんの幸運が訪れますように。

　今年も猛もう暑しよですね。普ふ段だんより少しゆっくり、ちゃんと体を休めてのりきりましょう。
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